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01　〈楽天〉



　とにかく、寝不足だった。

　ぴぴぴぴぴ……。

　昨夜の長い長い闘いを終え、ぐーすかぴーとやすらかに眠りこける愛の戦士、富ふ士じ山やまキヨタカの頭のすぐそば、ベッドの縁へりに置いてあっためざまし時計が、じつに機械的にさわやかな朝の訪おとずれを告げてくる。

　すぐさま、キヨタカはめざまし時計を止めた。

　ほとんど無意識のうちに手を伸ばし、アラームを止めて、さわやかな朝とやらには丁重にお帰りいただく。

　そうして、ベッドのなか、ぐー。

　カーテンの隙すき間まからは朝の光も差しこんでいたが、寝返りをうって文字どおりに背を向け、心地よーくキヨタカが戦士の休息を味わおうとしていたところ、だ。

「お兄ちゃーん！　朝だよー！　学校だよー！　遅刻するよー！　起きろゴリラー！」

　と、まず妹が、やかましく。

「やだ、もう、キヨタカったら……こんなにティッシュ使って……すこしぐらいならともかく、朝になっても起きられないくらいにだなんて、それは身体からだに毒どくよ？」

　と、続けて母親が、なぜかゴミ箱のなかを覗のぞきこみながら。

「なあ、キヨタカ……働かずに食うメシは、うまいか？」

　と、最後に父親が、やたらと重々しく、それぞれキヨタカの部屋を訪おとずれては、好き勝手なことをいい残して、でてゆく。

「――だれがゴリラだ！」

　耐たえきれず、キヨタカはふとんをまくりあげ、吠ほえた。

「ゴミ箱のティッシュはそんなんじゃねーし、ただ単にゴミ箱を空にしてなかったから溜たまっちゃっただけだし、つーか高校生男子はそーゆー性的なことに関してはデリケートなんだからつつしんでくれよオフクロ！　あとオヤジ！　オレはニートじゃねーぞ！　ぴかぴかの高校一年生だ！　働かずに部屋に引きこもってるわけじゃねー！」

　はあはあはあ。

　吠えるだけ吠えたら、くらり。

　一瞬、キヨタカの視界は暗くなる。

　なにせ寝不足だから――ベッドの上、キヨタカはふらつく頭に手を当て、支えた。

（律儀ですねえ、キヨタカは）

　と、キヨタカの頭のなかに、声が響ひびく。

（すでに相手はいないのに……）

　その声のいうとおり、妹のアイ、母親、父親の姿すがたは、すでに室内にはなかった。

　キヨタカは薄暗い部屋のなか、ひとりきりだった。

　しかしキヨタカは、いい返さずにはいられなかったのだ。

　だってあいつらときたら、ドア、開けっぱなしにしやがって！

　キヨタカは、開けっぱなしのまま放置され、廊ろう下かが覗けるドアを、ベッド上から睨にらむ。

「ドアは開けたら閉めてけってんだ……」

　一階で家族が朝食でも取りながら観ているのだろう、テレビの音声が、開けっぱなしのドアの向こうから、かすかに聞こえてきた。

　それがまた、寝不足でささくれだったキヨタカの心を苛いら立だたせる。

「ったく……」

　ぶつぶつと、キヨタカはひとり、家族への文句をつぶやいた。

（キヨタカは本当、心の薄汚い人間ですねえ）

「ぬはっ！　なんだよいきなり！　朝っぱらからのその罵ば倒とうは！」

　キヨタカは、さきほどまで自分の頭にやっていた右の手のひらに向かって、叫ぶ。

（だってそうでしょう？　キヨタカのご家族さんは、みんな、キヨタカが学校に遅れないようにと思って、わざわざ起こしに来てくれたんですよ？　なのに……）

「ま、まあ、そうだけどさ。でもそれなら素直に起こしてくれれば……ゴリラとかティッシュとかニート扱あつかいとか、そんなことせずに」

（恋愛ゲームに夜遅くまで夢中になって、朝起きられなくなってしまうようなダメ人間なんか、ゴリニートティッシュ扱いされても上等だと思うんですけど）

「うほっ！　べ、べつにいいだろ、なにに夢中になろうが、オレの自由だろ！」

（キヨタカ……知ってますか？　液晶のなかから、女の子はでてきたりしないんですよ？）

「知ってるよ！　おまえにいわれるまでもなく！」

（でしたら、なぜ、昨夜は液晶画面にキスなんか……）

「しゃ、シャワー浴びよう！　そうしよう！」

　あわててキヨタカはベッドから立ちあがり、開けっぱなしのドアの向こう、廊ろう下かへと逃げた。

　そうして一階への階段を降りる途中で、ふと、立ち止まる。

　右腕に、女が宿やどるんだったら……。

　液晶画面のなかから、微妙にツンデレ気味な女の子がでてきても……。

　と、自分の右手を見つめながら、思った。

（キヨタカ……）

「なっ、なんだよっ」

（……）

「なんかいえよっ」

　キヨタカは右手にひと吠ほえ、ぐぬぬ、と歯がみしていたが、やがてあきらめ、ぶんぶんと右手を乱暴に振りながら、浴よく室しつへと向かう。

　ホンット、現実離れした存在のくせしやがって……。

　ちっとも夢、見させちゃくれないんだからな！



　　★　★　★



「あー……」

　熱いシャワーを頭から浴びて、思わずキヨタカは声を洩もらしてしまった。

　頭上にあるシャワーノズルからのしぶきが、素すっ裸ぱだかになって合成樹脂製の椅い子すに腰かけるキヨタカの身体からだを、じんわりと温めてゆく。

　もうもうと湯気の立ちこめる浴室のなか、ぶるっ、とキヨタカは震ふるえた。

　身体に染み入るシャワーの熱さが、震わせたのだ。

　ひと震えして、キヨタカは思う。

　眠い……。

　さきほどは怒りによって、一時的に目が覚めていた。

　が、やっぱり眠い。

　なんだか頭は重しが乗ったかのように働かず、ぼーっとする。

　眼めも乾いた感じで、しょぼしょぼとする。

　まあ、すべては昨日の、長い長い闘い――愛を得るための――が招いた事態ではあるのだが、しかし、なんとかしてしっかりと目を覚まさなくては、どうにも困る。

　だってキヨタカには、学校があるのだから。

　学校にいけば、当然、授業がある。

　だがこのままでは、キヨタカは授業中、まちがいなく寝てしまうだろう。睡すい魔まに耐たえきれず、ぐーすかと眠りこけてしまうだろう。もしかしたら、いびきなんてかいてしまうかもしれない。

（べつに、寝てしまえばいいじゃありませんかー？）

　と、キヨタカの頭のなかに、さきほどの女性の声が、また響ひびいた。

「そーゆーわけにいくかよ……」

　キヨタカは自分の右腕を見下ろし、答える。

「パンドラ、おまえだって知ってるだろ……オレがまわりからどう思われてるのか……」

（ええ、ドチンピラですよね）

「ハッキリいうなよ、ハッキリ！　傷つくだろ！」

　キヨタカは自分の右腕に向かって、抗議の声を飛ばした。

　椅い子すに腰かけて頭からシャワーを浴びていたキヨタカの髪からは、だらだらとお湯が垂たれていた。その髪から、しぶきが散るくらいのいきおいでもって、がーっ！　と吠ほえる。

（けっこーキヨタカって、めんどくさいですよねえ）

「おまえがデリカシーないだけだと思うんだけどなオレは」

（ですが、事実でしょうー？　キヨタカはその暴力性から、まわりの生徒たちからドチンピラだと思われ、怖おそれられている……わたし、どこか間違ってますか？）

「お……オレだって……」

　キヨタカはうなだれ、熱いシャワーのなか、つぶやく。

「オレだって、べつにケンカしたくてしてるわけじゃないのに……」

　そう、いつだって、しかけてくるのは相手からなのに。

　なぜなのか原因はわからないが、キヨタカは、それこそ小学生のころから、やたらとケンカを売られやすかった。

　降りかかる火の粉は、だって振り払わなくっちゃ、ねえ？

　だからキヨタカは、ただ振り払ってきただけなのに。

　絡んでくる相手を、のきなみ、全員、みんな、ブチのめしてきただけなのに。

　気がついたら、まわりからはキヨタカ自身がドチンピラ扱あつかいされていて。

　なんでなんだろう？

　まわりからはおっかないとされる不良たちを、ボコボコにしたからだろうか？

　だったらどうすればよかったんだろう？

　ただ黙って、やられればよかったんだろうか？

　ガンジーイズムで？　無抵抗主義？

「オレは……ガンジーには……なれない……」

　だって、痛いのイヤだもん……。

（まあ、むしろキヨタカはブッシュですからねえ）

「待て。オレはさすがに大量破壊兵器持ってるだろうとかいちゃもんつけて相手をブン殴なぐったりはしないぞ。しなかった……と、思う」

　と、とにかく！

　キヨタカはシャワーを振り払うようにして、握にぎり拳こぶしを作った。

「だからオレは、授業中に眠ることなんて許ゆるされないんだよ！　だってほら、みんなからそんな怖い人だと誤ご解かいされてる状況で、授業中、爆睡なんてしてみろ。『あらヤダ、富ふ士じ山やまくんったら、やっぱり授業もまともに受けようとしない社会不適格者だったのね。あんなクズ虫、もうハブにしちゃいましょうよ』って、クラスのみんなから無視されてしまうに決まってる！　そうしてオレは、孤独な三年間をすごすハメになっちゃうんだよ！」

　うう……。

　キヨタカは天を仰ぎ、熱い雨のなか唇くちびるを噛かみしめて、ぷるぷると震ふるえた。

「いまだにだれも話しかけてくんないし……話しかけようとしたらそれとなく避さけられるし……学校に入学して、もう一ヶ月近くなるのに……まだ新しい友達のひとりすら、できない……うう……」

（あっはっはっ）

「ちょっと、なに笑ってんの!?　ここ、笑うとこじゃないよ!?」

　いきどおるキヨタカに、右腕に宿やどる彼女は、笑った理由をひとつずつあげていった。

（まずひとつ。それほど現実を怖おそれるのだったら、あんな恋愛ゲームなんかにハマってないで、昨日、早く寝ればよかったじゃありませんかー？）

「ぐっ……！」

　返す言葉もなく、キヨタカは黙りこむ。

（ふたつめ。友達ならいるでしょう？　あの女の子たちですよ）

「あ……佐さ々さ山やまと白しら塚つか、それに綾あや織おりのことか？　で、でもいいのかな？　友達とかいっちゃって……気味悪がられないかな？　キモイとか、自じ意い識しき過か剰じようとか」

（その考えかた自体がかなりキモくて自意識過剰ですけども）

「ぬぐっ……！」

（そして、みっつめ。たとえキヨタカ、あなたに一生涯、友と呼べる存在ができなかったとしても……）

「い、いるぞ！　友達くらい、すでに、もう！　ひとりだけだけど！」

（あのヘンタイ趣味のお友達ですか？　もうすこし、友達は選んだほうが……）

「おまえな、人の友達をヘンタイ呼ばわりするなよ……」

　まあ、ヘンタイなんだけど……。

　ひいき目に見ても、性の対象となる範囲が、ゆりかごから墓場まで、場合によっては性別も問わずというのは……いくら親友であっても、さすがにかばいきれない。キヨタカは唯一の友、中なか田た譲ゆずるの、美形といえば美形なのだが、見ようによっては爬は虫ちゆう類るいを思わせる顔を思い浮かべ、うん、やっぱりヘンタイだな、と心のなか、深くうなずくのだった。

（あー、やっぱりキヨタカもヘンタイだって思ってるんじゃありませんかー）

「だっ！　ぱ、パンドラ、おまえなあ！　人の心を勝手に覗のぞくなよ！」

（話を元に戻します。えー、たとえキヨタカ、あなたに一生涯、友と呼べる存在ができなかったとしても……あなたには、いるじゃありませんか、ご主人さまが）

「んん？」

　キヨタカは口を、真一文字に引き締める。

「ん～……んん～……んんん～」

　腕を組んで、シャワーに打たれながら、キヨタカは首をひねり、うなった。

（おや、どうしました、キヨタカ？　なにか不服でも？）

「いや……そうなんだけど……たしかにご主人さま、できたんだけど……」

（なんです？　まさか……）

「でも、ご主人さまがいるからってさあ、もう友達がいらないなんて、そーゆーことは」

（いけません、いけません、いけませんっ！）

「はっ？　なに？　なんだって？」

　いまキヨタカは、たしかに自分には穂ほ村むらハルマというご主人さまができたが、それと友達の件けんはべつだと、そういったはずだ。

　なのに右腕に宿やどった彼女は、なにを勘かん違ちがいしたのか、やたらと興奮しだす。

（いくらキヨタカ、あなたが女性に縁がないとはいえ、ハルマをご主人さまではなく、性の対象として見るだなんて！）

　ぶほっ、とキヨタカは噴ふきだした。

「いきなりなにぬかしてんだオマエ！　ぜんっぜんわけがわかんねーぞ！」

（だってそういうことでしょう？　キヨタカ、あなたはもうハルマをご主人さまとは思えないんでしょう？　だって性の対象だから！　尽きることのない青い性の対象として、ハルマを選んでしまったのだから！　もうただのしもべではいられない！）

「お、オレは、ひとことだってそんなこと……！」

（えーい！）

　かけ声とともに、いきなり、キヨタカの右腕は動きだす。

　シャワーが降りそそぐなか、本来の主人であるキヨタカの意志を無視して、勝手に動き、ある一点を目指した。

　椅い子すに座るキヨタカの、その股またぐらへと向かって、まっすぐに。

「――だあ！　ナニやってんだコラ！」

　間一髪、キヨタカは自分の右腕を、残った左手でもって、手首をつかみ、抑おさえこんだ。

（もちろん、ナニですが？）

　あと数センチのところで、右手の指先が、わらわらわら、妖あやしくうごめく。

「か、かかか、勝手に人の腕を操作するなよ！　いくら融合してるからって、おまえなあ……！　つーか、なんなの？　どうしてそーゆーことするの？　いきなり！」

（わかってるんですよ、キヨタカ……）

　静しずかな声で、彼女はいった。

　声とは裏腹に、右手の指先は、わらわらわら、妖しくうごめいたままで。

「な、ナニがだよ」



    

  
    
      



    

  
    
      

（ですから、ナニです）

「意味がわかりませんです！」

（キヨタカ……あなた、わたしが右腕と融合して以来、いわゆるひとつのティッシュを大量に使う行為を、おこなっておりませんでしょう？）

　どきーん。

　秘ひめ事をズバリ指摘されて、キヨタカの心臓はひときわ高く鼓こ動どうを打った。

　できれば胸を押さえたかったが、なにせ右手は例のごとくだし、そのわらわらとやかましい右手は左手で抑おさえこまなきゃだし、かなわなかった。

「だ……だからなんだよ」

（その件けんにつきましては、わたくしも多少ながら責任を感じておりまして……見かけとは裏腹に、なかなかセンシティブな感性の持ち主であるキヨタカは、わたくしの宿やどった右手を使って溜たまりに溜まった劣れつ情じようを解放するのを良しとはしないのでしょう？）

「ま……まあね」

　せ、センシティブってどういう意味だろ？

　よくわからないながらも、とりあえずキヨタカは同意しておいた。

（ですからして、わたくし、こうしてお手伝いしてさしあげようと……）

「い、いらねーよ！　頼むからカンベンしてくれ！」

（なんと）

「あのなあ、そーゆーのを余計なお世話っていうんだぞ？　ほら、いいかげん、シャワーも止めないと……学校だってあるし、オレの家はそんなに裕福でもないし、ガスとお湯を使いすぎるとオヤジとオフクロの顔は青くなるし、だから、なあ？　あとでいちご大福やるからさ。右腕のコントロールを、さっさとオレに戻して……」

（わかりました……）

　思ったより素直に、彼女は右腕のコントロールをキヨタカに返してくれた。

　ぐーぱーと、キヨタカは右手を開いたり閉じたりしてみる。

　ふう。

　完全に自由になったことをたしかめてから、キヨタカは息をひと吐き、さっきからずっと出しっぱなしだったお湯を止めようと、シャワーの栓に向かって右腕を伸ばした。

　そのときだった。

　ぞわりという感覚が、キヨタカの右腕から、背中にかけて、走る。

　とたんに、右腕には無数の黒点が浮かびだした。

　最初はほくろのように小さかった黒点たちは、すぐさま大きくなり、互いにくっついて、キヨタカの右腕を肩のあたりまで漆黒に染めあげる。

　そうして、金属的な光沢を放つようになった、キヨタカの黒く染まった右腕から――。

　ずるずるずる。

　長い黒髪を持つ頭が、細い眉まゆが、なにも考えていなそうでやっぱり考えてないだろう瞳ひとみが、そこだけは小ぶりで幼い感じの鼻が、笑みに曲がった唇くちびるが、でてくる。

　もちろん、でてきたのは彼女の頭だけでは収まらない。

　続けて、細い首が、なだらかな肩が、肩甲骨のくぼみが、その下のてっぷんたっぷんと重たげな乳房が、すべらかなおなかが、おへそが、ずずいと出っぱった腰の張りが、オトナでオトナなシゲミックスＵＨＡ！　味覚糖が、肉づきのよい太ももが、つるんとした膝ひざが、脛すねが、細い足首が、そして自然に染まっているのか自分の意志で染めたものか黒く色づいた足先の爪つめが、ずるずるとキヨタカの黒光りする右腕から出現する。

　全身をキヨタカの右腕から抜きだした彼女は、そのまま、くるん、と空中で弧こを描いた。

「呼ばれてないけどじゃじゃじゃじゃーん、封印兵器パンドラ、ただいま参上ですっ」

　と、どこかで聞いたことがあるようなないようなフレーズを述べながら、空中でガッツポーズを決め、キヨタカの右腕と融合してしまったオバケのＰ太郎……ならぬ、封印兵器パンドラは、その姿すがたをあらわす。

　なぜか、全ぜん裸らで。

「な……なにやってんだ、オマエ？」

　そう尋たずねたキヨタカの目の前に、すとん、とパンドラは降り立って。

「えへっ」

　と、ウインクしながら舌を出した。

　下は丸だしで、乳を揺ゆらしながら。



　　★　★　★



「――だから、なにやってんだよ、オマエは！」

　あわててキヨタカは、目の前に降り立ったパンドラの、なんとも肉感的な身体からだから視線を逸そらして、声を荒げ、問とい質ただす。

　キヨタカは、背の低い、浴よく室しつ用の椅い子すに腰かけていた。

　パンドラは、そんなキヨタカをまたぐようにして降り立ち、そしてそのまま、背筋を伸ばして姿勢良く立っていた。

　背中に、まだ出しっぱなしだったシャワーを、盛大に浴びながら。

　当然、背中をすっかり覆おおうほどに伸びた彼女の黒髪はだらだらと濡ぬれているわけだが、パンドラはなにひとつ気にすることなく、また、なにひとつ隠すこともなく、正々堂々と生まれたままの姿をさらして、キヨタカに向かい、こう告げるのだった。

「さあ、キヨタカ、どうぞ。思う存分、心ゆくまで、むさぼってください！」

「なにを!?　なにをむさぼれと!?　つーかやめろよ！　おまえなあ、前にもいっただろ？　オレの前にでてくるときには服を着てくれって！　なのに……」

　パンドラ――。

　およそ一ヶ月前、キヨタカは、〈魔女〉を自称するご主人さま、穂ほ村むらハルマとともにパンドラの箱の封印を解といてしまって、そこに収められていたあまたの〈災さい厄やく〉を世に放ってしまった。

　その〈災厄〉を封じていたのが、いま目の前に立つ、真っ裸の女性、パンドラだった。

　ちょっとしたアクシデントによって、彼女はキヨタカの右腕と、完全に融合してしまっていた。

　融合を解くためには、すべての〈災厄〉を回収して、元どおりに封印する必要がある。

　そのため、キヨタカは四六時中、自分の右腕に宿やどるパンドラと、一緒に生活するハメになってしまったのだが……。

　これがまた、なかなかに大変な共同生活でありまして。

　黙ってるときは一日中だって黙っていてくれるものの、こうしていったん口を開くと、細かく、鋭く、厳しく、なによりもデリカシーがなく、ただでさえ家族以外の女性とほとんど口を利いたことのないキヨタカは、ショックを受けることばかり。『だからキヨタカは童どう貞ていなんですよ』とか平気でいうし。

　それに、さっきパンドラがいったとおり、キヨタカの個人活動も……。

　だって、こんな女性が右腕に宿っているってわかってるのに、ムリでしょ？　譲ゆずるのような真性のヘンタイならばむしろ興奮するのかもしれないが、キヨタカには不可能だった。

　となれば、もうゲームに逃げるしかないじゃないか！

　まあ、そのゲームは真性のヘンタイである譲から借りたゲームなんだけど！

「わたしは、キヨタカの求めに応じただけですよ？」

　と、真性のヘンタイ――もとい、全ぜん裸らの封印兵器、パンドラがいった。

「は？　オレはそんなもの、求めちゃいないぞ！」

　ちっちっちっ。

　パンドラが、たぶん、立てた人差し指を、振る。

　たぶん、というのは見ていないからだ。

　キヨタカはずっと、パンドラの裸ら体たいから顔を背けていた。固く眼めまで閉じていた。

「いったじゃあないですか、キヨタカ。『いちご大福あげるから、頼む』って」

「え……？」

　たしかに、キヨタカはそんなことをいったような気はする。

　だがしかし、それはあくまでも右腕のコントロールを返してくれと頼んだだけなのだが。

「ですからわたしはこうして、飢えた野獣のごときキヨタカの眼前に極上の生肉たる我が肉体をさらしているというわけなのですよ」

　えっへん。

　パンドラが、たぶん、胸を張る。おそらく、胸は揺ゆれてる。

　って、ゆーか。

「安いなあ……おまえの身体からだって」

　いちご大福でいいのか。

「なにをいうのですキヨタカ。いちご大福は偉大なのですよ？　あの甘ーいあんこでまったりとした口のなかを、あまずっぱいいちごが引き締め……ああ、想像しただけで、よだれがあふれてしまいます」

　あっ、そう。

「まあ……おまえがそれでいいならべつにかまわないんだけどさ、だったらいちご大福やるからさ、とっととオレの右腕のなかに引っこんでくれない？　お願いだから」

「お断りします」

「なんで！」

　やれやれ。

　パンドラが、たぶん、肩をすくめる。おそらく、胸はすこし揺れてる。

「なぜって、どうしてわたしがわざわざ飢えた野獣のごときキヨタカの眼前に、極上の生肉たるこの肉体をさらしていると思っているのですか？　どうして、自分の身体を犠ぎ牲せいにしてると思っているのですか？」

「えっと……ヘンタイだから？」

「あなたの友達と一緒にしないでください本当に失礼ですね叩たたきますよキヨタカ。違います。わたしが自分の身体を犠牲にしているのは、そう、ハルマのためなのです」

「は……ハルマの、ため？」

　予想だにしていなかった名前をだされて、思わずキヨタカは聞き返してしまった。

　穂ほ村むらハルマ。

　キヨタカのご主人さまであり、自称〈魔女〉である。

　自称というのは、キヨタカはハルマが魔法を使うところを、一度たりとも目撃したことがなかったからだ。いくら魔力があっても、魔法が使えなくちゃ……さあ。

　キヨタカとおなじ、高校一年生。

　しかし、身体は小さい。

　なにもかも小さい。背せ丈たけも、胸も、お尻しりも、ぜんぶがだ。

　まるで小学生のような体格で、言動も、ちょっと……幼い、かも？

　それでもキヨタカにとっては、まぎれもなくご主人さまだった。

　最初、ハルマにしもべとして見いだされたときは、正直、あんまり従うつもりもなかったのだが、ともに〈災さい厄やく〉を回収する闘いを続けるうちに、なんていえばいいんだろう、キヨタカのなかには忠誠心らしきものが生まれてしまった。

　どうも、放っておけないんだよな……危なっかしくてさー……。

　と、制服の上に魔女っぽい黒いフードつきのマントなんか羽織って、そこから真っ赤な三つ編みをふた振り垂たらしたちびっこい少女の、そのすこしばかり気の強そうな笑顔を思い浮かべて、キヨタカはパンドラに問いかける。

「そのハルマが……なんだっていうんだよ」

「だってキヨタカ、このままだとハルマに手をだすでしょう」

「だすかバカ！　あんな小学生みたいな体型のやつに！」

　そう反論して、すぐにキヨタカは、はっ、となり、自分の口元を押さえた。

「……いまの、ハルマにはナイショな？　な？」

「さあて、どうしましょう？」

　パンドラは、たぶん、にまにまと笑っていた。

　顔なんか見なくったってわかる。チクショウ。

「え、えーと……いちご大福、三個で、どうでしょうか？」

「よろしいでしょう。さきほどのキヨタカの発言、わたしは忘れました」

　取引成立。

　気を取りなおして、こほん。キヨタカはひとつ咳せき払ばらいをする。

「だからさあ、オレはハルマに手なんかださないって……好みのタイプじゃないんだよ。オレの好みは、胸の大きなお姉さんであって……ほら、ハルマはさ、真逆じゃんか？」

「ふっふっふっ」

「なにを笑う」

「わたしは知っているんですよ、キヨタカ？　あなたが昨夜、夢中になっていた恋愛ゲーム……その攻こう略りやく対象が、小学生だったことを！」

　ずがーん！

　キヨタカはショックを受け――ない！

「ちげーよ！　アレは一見小学生に見えるけどでも小学生じゃねーんだよ！　だってゲームを始める前の注意書きに書いてあったもん！　登場人物は全員、成人だって！」

「ランドセルを背負った成人がどこにいるというのですかキヨタカ」

「いるんだからしょうがないだろ！　ってゆーかさ、アレを攻略したのだってさ、たまたまほかの女の子はほとんど攻略してしまったからで……誤ご解かいだよ、誤解！」

「問答無用です。その溜たまりに溜まった、まるでヘドロのようにドロドロとしたキヨタカの性欲……主人たるハルマに下克上精神で向ける前に、本能寺の変ならぬ本能でヘンなことをする前に、わたしが吐きださせます！　すべて！」

「や、やめ、やめろバカ……きゃー！」

　キヨタカは、まるで女の子のような悲鳴をあげた。



　　★　★　★



「うっ……ぐすっ……」

　キヨタカは、長い長い、いろんな意味で永遠にも思えた朝のシャワーを終え、浴よく室しつのドアへと手をかける。

　泣いてなんか……ない。

　絶対に、泣いてなんか、ないさ！

　そう自分にいい聞かせながら、キヨタカは、ぐいっ、と乱暴に目元を拭ぬぐった。そうして更こう衣い室しつ兼ランドリーへと続くドアを、なにかを振り払うように、力強く開く。

「が、学校にいくんだ！　いかなくちゃならないんだ！」

「「「あ」」」

　ドアの向こうには、家族がいた。

　ただでさえあまり広くない更衣室兼ランドリーに、前に大きく出っぱるドラム式洗濯機を強引に入れてしまったため、かなり狭くなってしまった浴室ドア前。その狭せま苦くるしい場所に、妹のアイ、母親、父親が、ひしめきあって屈みこんで、聞き耳を立てていた。

　アイは、着替えている最中だったらしく、セーラー服の上だけといった格かつ好こうで、下はぱんつ丸だし状態で。

　母親はエプロン姿すがたで、手にはおたまを持ち。

　父親はくしゃくしゃになった新聞紙を持って、ワイシャツ、スーツの下という格好で。

　どうやら、あまりにもキヨタカのシャワーが長かったのを不審に思って、みんなで様子を見に来たらしい。そうして聞き耳を立てていたところ、突然、キヨタカがドアを開けたものだから、逃げることもできず、「あ」と口を開けたまま見あげて、固まったようだ。

「……」

　無言で見つめるキヨタカに、それぞれ、口を開く。

「い、いいと思うよ、お兄ちゃん！　だってお兄ちゃん、男だもんね！」

「そ、そうそう。しかたないわよ。我慢できなくなることは、あるでしょうし」

「キヨタカ……」

　おもむろに父親は立ちあがって、そして、ぽん、とキヨタカの肩に、手を置いた。

「ひとり二役とは……アグレッシブだなあ！」

　浴室から洩もれる湯気をまともに浴びて、すっかり曇ってしまった眼鏡のまま、がっはっはっ、と豪快に笑う。

「そ、そうだよね！　アグレッシブだったよね！　女の人の声とか、すっごくリアルで！」

「そうそう、まるで本物の女の子がいるのかと思っちゃうくらいだったわ！」

「これなら、女形おやまとかできるんじゃないかー？」

　あっはっはっ、あっはっはっ。

　家族同士、笑いあった。

　まるでなにかから眼めを逸そらすかのように、どこかやけっぱちな感じで。

「……へっ」

　どうやら、パンドラの存在はバレてないらしい。

　考えてみれば当たり前か。

　いままでキヨタカは、ほとんど女性と縁がなかったのだ。

　まさか朝っぱらから浴よく室しつに女性を連れこみ、事に及およぶとは思うまい。

　だから、パンドラの存在がバレなかったのだから、本当だったら、キヨタカは喜ぶべきなのに。

　なぜか、泣けてきた。

　ぐすりと、泣けてきた――。

「わ、泣いてる!?　お兄ちゃん、笑いながら泣いてるよ!?」

「ど、どうしたのキヨタカ！　いいのよ、べつに泣くようなことじゃないのよ！」

「いいから！　アイと母さんは、いいから！　ひとりにしよう！　キヨタカをひとりにしてあげよう！　わたしたちは下がろう！　ほら！」

　押しあいへしあいしながら、家族が更こう衣い室しつ兼ランドリーから、でてゆく。

（――いいご家族ですねえ）

　家族がいなくなったのを見計らって、パンドラが、じつにのんきな声で、いった。

　キヨタカは黙って、目元の涙をぐしぐしぐしと拭ぬぐう。

　ずすっ、と鼻をすすって、いった。

「……パンドラ」

（はい？）

「オマエ、もういちご大福、ナシな」

（な――っ!?）

「それも永遠に」

（ななな――っ!?）

　パンドラは絶叫をあげ、続けて（どうしてですかなんでなんですかキヨタカのひとでなしあれほどサービスしてあげたのにー！）とさんざんわめく。もちろんキヨタカは無視した。無視して、トランクスへと足を通した。鼻をすすりながら。



    

  
    
      


02　〈スリー・ストライクス〉



　　　１



　春の風が、吹く。

　もう五月の上旬だからか、春一番というほどにいきおいは激しくない。

　が、春しゆん風ぷう駘たい蕩とうといえるほどのどかでもなく、髪はそよぎ、制服ははためき、たとえばスカートなんか、なかなかにあやうい感じで舞いあがったりもしてしまっていた。

　そんな、東こ風ち吹く学校の屋上にて。

　けっきょく、この日、学校を遅刻してしまったキヨタカの目の前で。

「んー……」

　キヨタカのご主人さまである〈魔女〉、穂ほ村むらハルマは、唇くちびるを尖とがらせていた。

　眼めを閉じて、つま先立ちになって。

　高校生なのに小学生な身体からだを懸命に伸びあがらせて。

　ハルマは、制服の上に、いつもの黒いフードつきのマントを羽織っていた。

　しかし、その頭にかぶっていたフードはいま、風にあおられ、めくれあがって、青空の下、彼女の顔や真っ赤な髪をすっかりあらわにしてしまっていた。

　鮮あざやかな真紅の髪を、ハルマはふた振りの三つ編みにまとめ、胸元へと垂たらしている。

　その三つ編みが、屋上を吹きぬける風にさらされて、揺ゆれていた。

　肩から広がる黒いフードつきのマントも、ぱたぱたとはためいていた。

　でもって、そのマントの下、制服のスカートもふわりふわりと舞いあがって、ニーソックスを履いた細い脚のつけ根、リボンつきのかわいいぱんちゅを、ちらりちらりとキヨタカに向かって覗のぞかせていたりした。

　キヨタカは、そんなハルマに向かって――。

　そっと腕を伸ばし――。

「ていっ」

　ずびしっ。

　風に前髪がなびくハルマのおでこに、軽くチョップを叩たたきこんでやった。

「きゃん！」

　ハルマは、まるで子犬のような悲鳴をあげて、チョップを叩きこまれたおでこを両手で押さえながら、その場にしゃがみこむ。

　うー、とうなって、キヨタカを睨にらみあげた。

　その瞳ひとみは、もうすっかり涙目だ。

「い、いきなりなにするのキヨタカ！　ご主人さまに向かって、しもべのくせに！　びっくりしたんだから！　わたしいますっごくびっくりしたんだから！」

「いきなりなにするの、はオレのセリフだ。いきなりこんなとこに連れてきやがって……」

　キヨタカは顎あごの先をぐるりと回して、自分たち以外だれもいない屋上を示す。

　まわりにキヨタカとハルマ以外、まったく人影が見あたらないのは当たり前で、本来、屋上は安全のために一般の生徒たちは立ち入り禁止となっていた。

　校内から屋上へと出るためのドアには、しっかりと鍵かぎがかけてある。

　開けるための鍵は職員室にあって、だから何なん人ぴとたりとも許可なく屋上に出入りすることは、まずできないようになっていたのだった。

　まあ、キヨタカとハルマは許可なく入っちゃっていたのだが。

　無断でドアの鍵を外して――ハルマがパンドラの箱の封印を解といた際の〈鍵〉を使ったら、これがまたあっさりと開いちゃって――無断で入っていた。

　もちろん、見つかれば怒られてしまうだろう。

　規則を破っているんだから、悪いことでもある。

　そのあたりはキヨタカとハルマもよくわかってはいたのだが、立ち入り禁止なだけに、人が来る心配はないわけで、学校で他人に聞かれたくない相談をするときなんか――たとえば〈災さい厄やく〉についてとか――ついつい便利に使ってしまっているのだった。

　そんな、安心してふたりきりになれる屋上に。

　キヨタカはハルマによって、強引に連れてこられた。

　そう、それは、ついさっき――。

　昼休みになったばかりのことでありました――。



　　★　★　★



　午前の授業の終わりを告げるチャイムが、鳴って。

　起立、礼、着席。

　と、さっさと先生を教室から追いだし、クラスのみんなは、いっせいに動きだした。

　弁当やパンなど、昼食をカバンから取りだすもの、いまから売店に買いにゆくもの、すでに食べ終えて遊びにゆくものなどで、たちまちあたりはざわめきに満たされる。

　そんなにぎやかな教室のなか、キヨタカはひとり、ぽつねんと座っていて。

　なにせ高校に入学して約一ヶ月、いまだに教室内には譲ゆずる以外の友達がいないものだから――その譲も、昼休みが始まってすぐ、どこかへ消えてしまった――ので、ひとりキヨタカは、なんともいえない空くう虚きよを噛かみしめながら、それでも昼食を摂とろうとカバンから母の手作り弁当を取りだそうとした、そのときだった。

「――キヨタカ、キヨタカ、キヨタカ！」

　突然、ハルマが教室に飛びこんでくる。

　え？　なに？　どうしたの？

　カバンに手を差しこんだまま、驚きに眼めをぱちくりとさせるキヨタカに向かって、魔女らしく小さな木の杖つえを持ったハルマは、とたたたた、と駆かけよってきた。

　むぎゅ、とキヨタカの手首を、つかむ。

「来て！　早く来て！　とにかく来て！」

　体格どおりの小さな手で、なのに意外なほど強い力でもって、ハルマはキヨタカを引っぱりだした。

　とっ、とっ、とっ、と椅い子すから立ちあがり、片足で跳ねながら、キヨタカはいう。

「ちょ、ちょっと待てよ、ハルマ。オレ、まだメシ……弁当……」

「――だから、その弁当がっ！」

　そうハルマは声を荒げて、すぐに、はっ、と自分の口元を押さえた。

「ん？　弁当？　オレの弁当がどうしたって？」

「い……いいから、来ーい！」

「にゅはあ!?　は、ハルマー!?」



　　★　★　★



　てなもんやな三さん度ど笠がさで、キヨタカはハルマによってムリヤリ、強引に屋上まで連れてこられて、で、いったいなにかと思えば、いきなり。

「んー……」

　である。

　そりゃ、おでこにチョップのひとつぐらい、したくもなる。

　キヨタカは、がしがしと自分の頭を掻かいた。

「頼むぜ、ハルマ……てっきりオレは、また〈災さい厄やく〉でもあらわれたのかと思ってさ……」

　およそ一ヶ月前、キヨタカとハルマは、パンドラの箱の封印を解といてしまった。

　解いて、世のなかに〈災厄〉を放ってしまった。

　放ってしまった以上、キヨタカとハルマにはすべての〈災厄〉を回収して、また元どおりに封印しなくてはならない責任が、義務がある。

　なにしろ、〈災厄〉は文字どおりに〈災厄〉だったのだから。

〈災厄〉には、〈色しき欲よく〉〈暴食〉〈郷愁〉と、さまざまな種類が存在するらしい。

　そして、それらみなすべてが、人々に災いをもたらすものらしい。

　キヨタカの友人、中なか田た譲ゆずる）が、〈色欲〉の〈災厄〉に取り憑つかれ、なんとか解放することに成功したものの、その過程で入院を余儀なくさせたこともある。街の人々が〈暴食〉に取り憑つかれ、体重を増加させてしまったこともある。〈郷愁〉に取り憑かれたキヨタカの両親が、青春時代に戻って、夜な夜な暴走行為を繰り返してしまったこともある。

　ってゆーか、アレ？　なんかオレの関係者が犠ぎ牲せいになること、多くね？

　ふとキヨタカは妙な事実に気づいたが、まあそれはさておき。

　とにかく、これ以上、自分たちが解放してしまった〈災さい厄やく〉による犠牲者を増やすわけにはいかない。不幸中の幸さいわいというべきか、これまでに起こった〈災厄〉による騒動では、だれか死んでしまうとか、そういった取り返しのつかない犠牲は出なかったのだが……この先もそんな幸運が続くとは、決して限らないのだから……。

「――だから、その〈災厄〉のためでしょ！」

　と、まだおでこを両手に当ててしゃがみこんだままのハルマが、叫ぶようにいった。

「は？　〈災厄〉のためって……なんで？　なんでおまえが眼めをつぶって『んー……』ってやるのが、〈災厄〉のためになるわけ？」

「わかんないの、キヨタカ？」

　ぷう、と頬ほおをふくらましながら、ハルマは立ちあがる。

「魔力がぜんぜんナイナイなキヨタカは、パンドラ・バスターを一発撃うつだけでへろへろになっちゃうでしょ！　そしてへろへろになったキヨタカは、わたしに『んー……』ってされて魔力を分けてもらわないと、動けないじゃない！」

「ん？　ま、まあな？」

　パンドラ・バスター――。

　それは、キヨタカの右腕に宿やどったパンドラが、対〈災厄〉用に変形した姿すがたのことだった。

　パンドラは宿ったキヨタカの右腕を砲身へと変形させ、そこから光弾を放てるようにすることができた。その光弾でもって撃ち抜くことで、キヨタカたちは〈災厄〉を回収することができる。なかなかの威力があって、撃たれた譲ゆずるなんか黒こげになったほどだ。

　ところが、このパンドラ・バスター、問題がひとつあった。

　使用するのに、魔力が必要なのである。

　そんな魔力なんて、一般人であるキヨタカはほとんど持ちあわせちゃあいない。

　さきほどハルマがいったとおり、魔力なんてぜんぜんナイナイなので、一発撃つたび、歩けなくなるほど消しよう耗もうして、その場にぶっ倒れてしまうのだった。

　そこから回復するためには、キヨタカはハルマとキスしなくてはならなかった。

　ハルマは〈魔女〉というだけあって、その魔力ときたらハンパないらしく……らしい、というのはキヨタカには魔力なんて感じとれないので、パンドラの言葉を信用するしかないから……そのハンパない魔力を、キヨタカはキスというかたちでハルマから分けてもらうことで、虚きよ脱だつ状態から回復することができるのだった。

　つまり、パンドラ・バスターを撃うつたび、キヨタカはハルマとキスしてるわけで。

　だ……だってしょうがねえじゃん……。

　キスしなくちゃ、オレ、立ちあがることすらできないんだし……。

　べつにだれからも文句はいわれてないのだが、なんとなくキヨタカは心のなか言い訳して、なぜだろう、頬ほおをほんのりと熱くもして、当のキスの相手、ハルマに尋たずねた。

「で……そのパンドラ・バスターの話と、さっきおまえがオレに向かって『んー……』ってやったことと、いったいどうつながるんだ？」

「だー、かー、らー！」

　つま先立ちになって伸びあがりながら、ハルマはいった。

「いちいちパンドラ・バスターを撃つたびにキスするんじゃなくって、あらかじめ、前もってキスして、魔力をキヨタカに注そそぎこんでおけば……」

「あ」

　なるほど！

　ぱん、とキヨタカは手を叩たたく。

「あらかじめ、前もって魔力を分けてもらっていれば、パンドラ・バスターを撃っても、オレはぶっ倒れずにすむってわけか！」

「そうそう。ようやくわかった？　キヨタカ」

　へー、とキヨタカはあらためてハルマの姿すがたを見つめた。

「ハルマ……おまえ、賢いなー」

　えっへん。

　賞賛の眼めで見つめるキヨタカに、ハルマは、そのあんまりというか、まったくふくらみのない胸を、大きく張る。

「じゃ、さっそくキヨタカ！」

　そういって、ハルマは眼を閉じ、つま先立ちになって、唇くちびるを尖とがらせた。

「んー……」

　と、キヨタカの唇を待ち構える。

「――でも、ダメだ」

　そう告げて、キヨタカはくるりとハルマに背を向けた。

　背後で、カモン、キヨタカ、カモン！　状態だったハルマが、とっとっとっ、とバランスを崩す。

　そのまま、キヨタカの背中にしがみついてきた。

「な、なんで!?　どうして、キヨタカ!?」

　背中からのハルマの問いかけに、キヨタカは胸の前で腕を組み、答える。

「それはだな……」

「なあに？」

　ふっ。

　鼻で笑って。

「――ナイショだ！」

　ずるり。

　どうやらハルマは、キヨタカの背中にしがみついたままこけたらしい。後ろから引っぱられて、ぴん、とキヨタカの制服は張りつめた。

　と、思ったら。

　いきなりハルマは、キヨタカの背中に飛び乗ってくる。

「な、なんだ、それー！　バカー！　ちゃんと答えろ、キヨタカー！」

　がしがしとよじのぼって、耳元で怒鳴った。

「ダメだダメだ、ナイショだ！　これはオトメの……いや、オトメンのヒミツだ！」

　はっはっはっー！

　キヨタカは豪快に笑う。

　笑って、ごまかす。

　ごまかしながら、キヨタカは思った。

　いえるかよ……。

　シラフの状態でキスするのは恥ずかしいから、ムリだなんて……！

　だっていつもはパンドラ・バスターを発射したあとなわけで、だいぶ衰すい弱じやくしてるわけで、頭のなかも霞かすみがかかったような状態なわけで、だからキスするのも恥ずかしくなかったわけで……魔力を分けてもらわなきゃ立つこともできないっていう、言い訳もあったし！

　でも、いまはそうじゃない。

　たしかに寝不足ではあったが、ちゃんと頭は働いていた。

　こんな状態でキスだなんて……ムリっス！　ムリムリ！

「バカー！　キヨタカのゴリラー！　どこがオトメンだー！　オトメンっていうより、みそにんにくとんこつラーメンって顔のくせにー！」

　それはまた、ずいぶん濃そうなメンですね！

　しかし、とキヨタカは背中によじのぼり、耳元で怒鳴り続けるハルマを、思った。

　どうも最近……ハルマの様子が、おかしいような……？
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　たとえば、やれ、足が疲つかれたからおんぶしろだの。

　やれ、その疲れた足をマッサージしろだの。

　やれ、ミルクティーが飲みたいだの。

　やれ、そのキヨタカが買ってきたミルクティーは熱いからふーふーして冷ませだの。

　やれ、ケーキバイキングにいってみたいだの。

　やれ、そのケーキをあーんしろだの。

　なんといえばいいのか、妙に最近のハルマは、キヨタカをこきつかってくる。

　なんでだろ？

　ずっと〈災さい厄やく〉があらわれてないからだろうか？

〈災厄〉は、約三週間ほど前――〈災厄〉にさらわれたハルマを救うべく、敵地である県庁屋上に乗りこんだキヨタカがパンドラ・バスター百連発なんて大技を決めて以来――まったく出現していなかった。

　いくら回収したくったって、あらわれてくれなきゃ、どうしようもない。

　とはいえ、出てきたら出てきたで、騒動を引きおこし、あらたな犠ぎ牲せい者しやを作ってしまうわけで……なかなかにジレンマでは、あったのだが。

　だからなのか？

　一刻も早くすべての〈災厄〉を回収したい、でも出てきてくれない、だからハルマは焦あせって、ついついキヨタカに八つ当たりをしてしまうのだろうか？

　なんて、キヨタカが背中のハルマについて、考えを巡らせたときのことだった。

（はあ……）

　キヨタカの右腕に宿やどるパンドラが、わざとらしーく、ため息をつく。

　今朝の件けんでお互いにわだかまりを抱えたままだったので、キヨタカは苦にが々にがしく感じながらも、いちおう、尋たずねてみた。

（なんだよ、その意味ありげなため息は）

　今回、キヨタカは声には出さず、心のなかだけでパンドラに話しかけていた。

　なぜなら、いまのパンドラのため息は、キヨタカにしか聞こえていないからだ。

　なのに口から声を出して会話しても、ハルマには意味不明だろう。

　いちいちハルマに説明しながらパンドラと会話するのもめんどくさかったので、心のなかでの会話にとどめて置いたのだった。

（キヨタカ……あなたってば本当、虫並みに鈍にぶい男ですよねえー）

（な、なに？　虫？　これまた耳慣なれない罵ば倒とうだなオイ）

（知ってますか？　トンボって、首と身体からだをちぎっても、気づかずに羽ばたいて飛んでいってしまうそうですよ……つまりはそういう意味です）

（んなこといわれても意味がわかんねーし気味もわりーよ。なにがいいたいんだオマエ）

（ほら、来ましたよ……ハルマの様子が最近、おかしくなった原因が）

（原因……？）

　と、そのときだった。

　立ち入り禁止で、だれも来るはずのない、校舎から屋上へと出るためのドアが、開く。

「――ああ！　やっぱりここにいた！　富ふ士じ山やまくん……！　と、穂ほ村むらさん」

　あらわれたのは、頬ほおにほんのりとそばかすを浮かせた、おさげ髪の女の子だった。

　キヨタカ、ハルマとおなじく一年生の制服姿すがたで、まったく飾かざり気がなく、とても素そ朴ぼくで清せい楚そな雰囲気の持ち主でもあった彼女は、まずキヨタカへと笑顔を向けてきた。続けて、キヨタカの背中によじのぼったままのハルマを、ちら、と一いち瞥べつする。と、すぐにまた表情をほころばせて、キヨタカへ微笑ほほえみかけてきた。

「あ……綾あや織おり？」

　キヨタカは、突然の彼女の登場に、驚き、まぶたをぱちぱちとさせる。

　綾織さな。

　まったくもってキヨタカは覚えていなかったのだが、キヨタカとはおなじ中学校だった彼女は、かつて、〈恋れん慕ぼ〉なる〈災さい厄やく〉に取り憑つかれたことがあった。

　もちろん、すでに〈恋慕〉は回収してある。

　が、回収する際、キヨタカがパンドラ・バスターを放つところを、彼女には目撃されてしまっていた。腕が砲身に変化したところもふくめて、バッチリと。

　本来ならば大事になるところだったのだが、なんと彼女は、非常に奇き特とくなことに、キヨタカに対して好意を持ってくれていた。中学校時代、不良に絡まれたところを、キヨタカに助けられたらしく……これまた、まったくもってキヨタカは覚えていなかったのだが。

　とにかく、キヨタカに好意を持ってくれていたさなは、沈黙を約束してくれた。

　その上、〈災厄〉を回収する際、またキヨタカが身をもって彼女を助けたこともあって、かなりの恩おん義ぎを感じてくれているらしい。

　あれから、お礼と称して、手作りのクッキーを持ってきてくれたりなんかして。

　これがまた、メチャクチャ美う味まいんだ……バターたっぷりでさあ……。

　まだ昼食を摂とっていなかったキヨタカは、思いだして、ぐきゅりと喉のどを鳴らした。

　しかし。

　ふと、思う。

　なぜ、そのさなが、こんなところまで？

　人のことはまったくもっていえないが、本来、屋上は立ち入り禁止のはずだ。

　そんな屋上に、なぜさなはやってきたのか？

　心のなかに浮かびあがった疑問を、そのままキヨタカはぶつける。

「ど、どうしたんだ、綾織？　こんなとこに……」

「あ、あの……これ！」

　キヨタカの問いかけに、さなは草色の布に包まれた小さな丸い箱を、両手で持って差しだしてきた。

　なぜだろう、その頬ほおは、赤い。

「ん？　なに、これ？」

　いや、さなが持っているのがお弁当だってことは、キヨタカにだってわかっている。

　だが、そのお弁当が、どうしたというのだろう。

　本当にわからなくて、だから尋たずねて、しかしすぐに、まさか、いっしょにお昼を食べようだなんて夢のようなイベントのお誘いなんじゃ……とキヨタカはすこし興奮したのだが。

　違った。

　そんなレベルの話じゃあ、なかった。

「お、お弁当……わたし、作ったんだけど……もしよかったら、キヨタカくんに……」

　キヨタカは、固まる。

　女の子から手作りのお弁当をもらうだなんてイベント、キヨタカが受けとめられる幸福のキャパシティーをはるかに超えていた。

　信じられなくて、あまりに信じられなくって。

　キヨタカは、泣いた。

「きゃっ!?　き、キヨタカくん!?」

　たうー、と頬を伝う熱い涙もそのままに、キヨタカはさなに礼を述べる。



    

  
    
      



    

  
    
      

「あ、ありがとう……ありがとう……オレ、オレ、本当に、いままで生きてきてよかったって思うよ……あるんだなあ……生きてさえいれば、報われるときが……瞬間が……こうして、あるんだなあ……」

　さなの手を、お弁当ごとつかんで、ぶんぶん、キヨタカは振った。

「や、やだ、富ふ士じ山やまくん、そんな、大げさだよ……」

　真っ赤になってうつむき、それでも口元に笑みを浮かべながら、さなは手を振られる。

　ずすーっ、とキヨタカは鼻をすすった。

「なあ、ハルマ！　おまえも祝福してくれよ！　オレ、生まれて初めて、女の子から手作りのお弁当なんてもらったんだぜ！　ゲームじゃなく、夢じゃなく、現実でさ！」

　と、振りむいて、背中のハルマにも喜んでもらおうと思ったら。

「――ひっ!?」

　キヨタカは、固まる。

　こんどはさきほどのフリーズとは違っていた。キャパ以上の幸福を受けて、それで処理しきれなくなって固まったのではなかった。

　ハルマが、凄すさまじい形相を浮かべていたからだ。

　眉み間けんに皺しわを深く刻きざみ、鋭い三角形に尖とがらせた眼め――興奮のためか、血走っていた――を、まばたきもせず、まっすぐにキヨタカへと向けてくる。

　普段、とても愛らしいだけに、その顔つきにはとてつもない恐ろしさがあった。

「ど……どうしたの、ハルマ、さん？」

　ぞびぞびと背筋を駆かけぬける寒気に、立ちまくる鳥とり肌はだに、なかば無意識のうちに『さん』づけしながら、おそるおそる、キヨタカはハルマに向かって問いかけてみる。

「き……」

　振り絞るような声で、ハルマがいった。

「き？」

　キヨタカが聞き返したら、ハルマは、すぅ、と大きく息を吸う。

「――キヨタカの、バカー!!　あーんぱーんまーん!!」

　と、思いっきりキヨタカの耳に向かって叫んで、そして、ぴょん、といままでよじのぼっていた背中から、降りた。

　とたたたた、とかわいらしい足音をたてて、屋上のコンクリートの上、駆けだしてゆく。

「そ……それをいうなら……あんぽんたん……じゃないのか……」

　大声に三さん半はん規き管かんを揺ゆさぶられて、くらーり、とふらつきながら、キヨタカは遠ざかるハルマの背中に向かって手を伸ばした。

　が、それもむなしく、ハルマの姿すがたは校舎へと続くドアのなかへと消えてしまう。

　どだん！

　と、大きな音をたてて、ドアを閉めていきながら。

「な……なんなんだ……？」

　わからない。

　キヨタカには、ちっとも、さっぱり、まったくもってわからない。

　な、なんで？

　なんでハルマさんったら、あんなに怒ってたの？

　だって、どれだけキヨタカがモテなかったかって、ハルマだって知ってるはずだよ？

　そんなオレに、ようやくモテ期っぽいものが訪おとずれたんだよ？

　なのに、なんであんなに怒ってるの？

　モテちゃダメなの？

　しもべは、一生、ロンリーボーイじゃなきゃダメなの？

　あ、もちろん、ひとりじめにするつもりなんてなかった！

　ハルマにも分けてあげるつもりだった！

　だってすでにオレにはオフクロが作ってくれた弁当があるからね？

　綾あや織おりのお弁当とオフクロの弁当、ひとりで食べるにはちょっと多い感じだからさ！

「――って、んなこと考えてる場合じゃねえ！」

　キヨタカはハルマのあとを追いかけようと駆かけだし――かけて、思いとどまる。

「あ、綾織！　弁当、ありがとな！　で、悪いんだけど、ちょっとそのまま持っててくれ！　絶対に食う！　たとえ死んでも食うから！　ごめんな！」

　ハルマを追いかけるのに、さなの弁当を持ってゆくわけにはいかなかった。

　邪魔になってしまう――からでは決してなく、手に持って走ったりなんかしたら、中身がぐちゃぐちゃになっちゃうじゃんか！　だから！

　というわけで、いったん、さなにそのまま弁当を持っていてもらって。

　キヨタカは、あらためてご主人さまであるハルマを求め、駆けだす。

「ハールマー！　待てー！」

　屋上から校舎へと続くドアを、開くとどうじになかに飛びこんで、下への階段を二段、三段飛びで駆け下りてゆく。

　ったく、手のかかるご主人さまだぜ……！
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　キヨタカが階段を、二段、三段飛びで駆け下りてゆく音は、開けっぱなしだった屋上へのドアを抜けて、ひとり屋上に残されたさなの耳にも届いていた。

「富ふ士じ山やまくん……」

　お弁当を持っていた手を、祈るように重ねあわせて、つぶやく。

　と。

　きぃ。

　開けっぱなしだったドアが、風に揺ゆれてだろうか、かすかに動く。

　動いて、そして、あらわれた。

　屋上から走り去った振りをして、こっそりと陰に隠れ、キヨタカをやり過ごしたハルマが、校舎のなかから、黙って。

　ハルマは、立ち止まって、さなを見つめる。

　キヨタカにぶつけたような剥むきだしの怒りではなく、感情を内に秘ひめた、まるで真っ白になった炭のように、静しずかな、しかし息を吹きかければすぐに真っ赤に燃もえあがるだろう緊張に満ちた顔つきで、じっ、とハルマに見つめられて――。

　さなは、微笑ほほえんだ。

　じつににこやかに、一切の敵意なく。

　突然あらわれたハルマに驚くこともなく、彼女の鋭い視線を、さなは完かん璧ぺきな笑顔でもって、真っ向から受けとめた。

　まるで、ハルマが隠れていたのを最初から承知していたかのごとく――。



　　　２



　ハルマを求め、キヨタカは廊ろう下かを駆かけぬけてゆく。

　昼休みなので、廊下にはそれなりに生徒たちの姿すがたがあった。

　が、必死なキヨタカの顔といきおいと、あとたぶん、入学早々、不良のセンパイたちに囲まれるも逆に相手をボコボコにしたなんていう不ふ名めい誉よな噂うわさでもって、みな、行く手を開けてくれた。

（――ところで、キヨタカ）

（なんだよ！　いま忙しいんだから、あとにしろ、あとに！）

　話しかけてきたパンドラに、キヨタカは足を止めず、心のなか、いい返す。

（どうせおまえはアレだろ？　オレがゴキブリ並みに鈍にぶい男だとか、そんなこというつもりなんだろ？　わかってんだよ、もう！）

（おー）

（って、ホントにいうつもりだったのかよ！）

　感心したような声をあげるパンドラに、すこし、キヨタカのナイーブな心は傷ついた。

（いえ、正確にはですね、ミジンコ並みに鈍い男ですねえっていいたかったんですけども……あと、もうひとつ）

（うぐっ……な、なんだよ、まだなにかあるのかよ……の、ノミとか？）

（違いますよ？　キヨタカ、あなた、ずいぶんないきおいでハルマのあとを追っているようなんですが、ちゃんと当てはあるんですかー？）

「はん……」

　キヨタカは、にたりと口くちの端はを曲げ、笑う。

（おまえ、オレをだれだと思ってるんだ？）

（えーっとですねえ……サナダムシ並みに鈍にぶい）

（オレはな、ハルマのしもべだぜ！　しもべがご主人さまの行き先がわからないだなんて、そんなことがあるわけねーだろ！）

　キヨタカは心のなかで叫んでパンドラの言葉を打ち消しつつ、走るスピードを速めた。



　　★　★　★



「――ハルマ！」

　キヨタカは、いきおいよく教室のドアを開く。

　心の導みちびきによってキヨタカが訪おとずれたのは、ハルマのクラスの教室だった。

　キヨタカとハルマは、学年は一緒だったが、クラスが違う。

　でもって、なにか用事があるときはいつもハルマのほうからやってきてくれるので、キヨタカはほとんどこちらの教室には来る機会がなかった。

　なので、ちょっと入るのには勇気が必要だったのだが……。

　ご主人さまを捜さがすためだ！　しもべはがんばる！

　そう思って、キヨタカはドアを開け、ハルマの名を呼んだ。

　しかし。

「……う」

　しーん。

　返ってきたのは、静せい寂じやくだった。

　なかは無人だったわけではない。

　人はいた。

　たくさんいた。

　机に座ったり、立っていたり、大勢、教室のなかには、いた。

　なのに、キヨタカの姿すがたを見るなり、みな、黙りこむ。

　黙って、ただ、キヨタカの様子をうかがってくる。

「……えーと」

　ははっ。

　とりあえず、キヨタカは愛あい想そ笑わらいなんてしてみた。

　ノー・リアクション。

　いっさいの反応がなかった。

　キヨタカは、静しずまり返った教室のなかをぐるりと見回して、ハルマの姿すがたがどこにもなかったのを確認して。

「……失礼しました」

　一礼して、去る。

　そうして、後ろ手にドアを閉めたときだった。

「――なんだよ、いまの！」

「――おっかねー！　やっべえ、いまマジでションベンちびりそうになった！」

「――あの笑顔、見た……？」

「――見た見た、怖かったよねー。絶対、眼めを合わせたら殺される！　って思ったもん」

「――なんか穂ほ村むらの名前、叫んでなかったっけ？　ハルマとか……」

「――いや、わかんね。あの猛もう獣じゆうの顔見たとたん、耳、聞こえなくなったから。恐怖で」

　と、閉じたドアから、ハルマのクラスメイトたちの声が、いっせいに洩もれてくる。

「……なんだよっ」

　ぐすっ。

　キヨタカは鼻をすすった。目元に滲にじんだ涙を、ぐしぐしと拭ぬぐう。

　とぼとぼと、歩いて。

　その歩みを、だんだんと速くして。

　最後には全力疾しつ走そうして、そして、そしてそしてそして、キヨタカは吠ほえた。

「うがああああああああああ!!」

　猛獣のごとく、声を振り絞って。



　　★　★　★



「――ハルマ！」

　と、いろんなものを振り払って、つぎにキヨタカが訪おとずれたのは、校舎の裏だった。

　校舎裏――。

　それは、かつてキヨタカが入学早々、不良と称されるセンパイたちに呼びだされて、囲まれて、そして返り討ちにした場所だった。つまりは現在のキヨタカの学校における立場を決定づけた場所でもあるわけで、非常に思い出深くある――悪い意味で。

　その風景は、以前、キヨタカが呼びだされたときと、さほど変わらない。

　雨が降ってもぬかるまず、水たまりができてしまうような硬かたい地面に、ぽつぽつと雑草が生えている。センパイたちがキヨタカを呼びだす場所に選んだことでもわかるとおり、非常に寂さびしい雰囲気のあるところだった。

　ただ、あのときと、ひとつだけ違う点があった。

　奥に、小さな畑があることだ。

　それはつい先月、ふたりの女生徒によって作られた畑だった。

　硬かたい土を掘り返し、入れ替えてと、けっこうな重労働だったにもかかわらず、彼女たちはやりとげた――まあ、彼女たちの親友であるハルマの命令で、キヨタカも手伝わされたのだが――しかし、ほとんどは彼女たちの努力の成果だといっても過言ではない。

　そのふたりは、いま、畑のそばに自分たちで置いたベンチに、ならんで座っていた。

　座って、仲良くお弁当を広げていた。

「あ、キヨちん、どったの、そんなせっぱ詰まった顔してハルちんの名前を呼んだりなんかして……しんぼうたまらなくなっちったの？　春だけに、ハルちんに対して」

　と、うちひとり、こざっぱりとしたショートカットの髪型に、健康的な小麦色の肌で、上がジャージに下がスパッツなんてスポーティーな格かつ好こうだった女の子、佐さ々さ山やまみさきが、キヨタカに気づいてケタケタと笑いだす。

　みさきは、見た目どおりに、スポーツ万能少女だった。

　万能も万能、陸上、水泳、球技、なんでもござれで、いままで数々の記録を塗ぬり替えてきた。当然ながら運動部からは引っ張りだこなのだが、そんなみさきは、なぜか菜園部の部長であった。

　とにかく、彼女は野菜が大好きらしくて。

『なんで野菜を育てるかって？　ふっ……そこに野菜があるからだよ、キヨちん』

『野菜がわたしに育てろとささやいている』

『野菜を育てろ。野菜は疲つかれない』

　などなど、かつてキヨタカに数々の名言を残したこともあったみさきは、べつにベジタリアンというわけでもないらしいのだが――とうとう、この学校にいままで存在しなかった菜園部を作りあげ、そして校舎裏には畑まで作ってしまった。部費は、他の運動部に助っ人として参加して、その助っ人料を当てているらしい。

「みさきちゃん……ちょっぴり、下品」

　そして、となりでバカ笑いするみさきをたしなめながら、膝ひざに乗せたお弁当箱からたこさんウインナーをフォークで突き刺し、食べていたのが、おなじく菜園部に所属する、こちらは副部長の、白しら塚つか白しら乃のだった。

　見るからに活発そうなみさきとは違って、白乃はまさしくお嬢さまタイプであった。

　髪は長く、黒く艶あでやかで、肌はすこしか弱さを感じてしまうほどに白い。体つきも華きや奢しやで、実じつ際さい、少々病弱であるらしい。

　白しら乃のの親は医者で、白しら塚つか医院なんてけっこう大きめな病院を経営していた。

　つまり、本物のお嬢さまなわけで……しかし、ハルマもかなりのお嬢さまなはずなのに、ふたりの違いはなんなんだろう？　なーんて、たまにキヨタカは思ったりもする。ハルマには絶対いえないが。

　このふたり、みさきも白乃も、ハルマの無二の親友だった。

　なにせハルマは、その黒いフードつきのマントを学校でも着用しているのを見てもわかるとおり、すこし――うん、すこしだけ――変わっている子だった。どうも、昔からずっとおなじ格かつ好こうで、自分は魔女だと名乗っていたらしく――そうなれば、やはり、どうしても交友関係は狭まってしまうもので。いや、友達の数に関してはキヨタカにはなにもいう資格はないのだけれども。

　そんなハルマの親友であるみさき、白乃は、キヨタカにも普通に接してくれる。

　まあ、普通というか……。

　たぶん、ハルマのしもべとして、なんだけど……。

「ねえ、富ふ士じ山やまくん？」

　と、白乃が、口元をナプキンで拭き拭き、キヨタカに尋たずねてくる。

「どうしたの？　もしかして、ハルマちゃんのこと、捜さがしてるの？」

「あ、うん。見なかった？　ハルマのこと」

　わー、口元をナプキンで拭ぬぐうだなんて、さっすがお嬢さまだなあ！

　なんて、一瞬、白乃に見とれてしまっていたキヨタカは、彼女からの問いかけにあわてて答えた。ハルマの行方ゆくえを訊きく。

「ううん……わたしたちは見てないけど。ね、みさきちゃん」

「うん。ハルちん、ここには来てないよ？　ってゆーか、本当にどったの、キヨちん？　ご主人さまとケンカでもしちゃった？」

　白乃は首を横に振り、みさきはソフトボールほどもあるおにぎりにかぶりついて、もきゅもきゅと口を動かしながら、逆に問いかけてきた。ほっぺたにおこめつぶをつけつつ。

「ん？　んー……いや？　いーんや？　ナンデモナイヨ？」

　問いかけてきたみさきだけではなく、となりの白乃にまで、じーっと見つめられ、キヨタカは我ながらぎこちないなー、と思える声で、視線を逸そらしながら、返す。

「本当ね、富士山くん？　もし、ハルマちゃんを泣かせたりなんかしたら……」

「あはははー、そうなったときは、もう畑の肥ひ料りようだねー、ねー、しらのん」

「うん。埋めちゃう」

　そう告げたときの白乃の笑顔ときたら、もう、あまりにも素晴らしすぎて、は、はは……とキヨタカは引きつった笑いを返すしかなくなるほどだった。

「き……肝きもに、銘じておきまーす！」

　キヨタカは身をひるがえして、逃げた。全力疾しつ走そうで。



　　★　★　★



「おっかしいなあ……」

　キヨタカは、首をひねる。

「絶対にハルマは、あのふたりのところだって思ったんだけどなあ……」

「――さっすがキヨタカは、ハルマのしもべですねー♪」

　と、パンドラが、キヨタカの頭のなかに声を響ひびかせるのではなく、直接、口を使って声を発して、揶や揄ゆした。

　キヨタカは、じろりと頭上を睨にらむ。

　パンドラはいま、実体化して、キヨタカの頭の上にふよふよと浮かんでいた。

　全ぜん裸らだった今朝とは違って、きちんと服を着た状態で――普段、彼女が実体化するときにはいつも着用している、やたらひらひらのついた、見ようによってはメイド服にも見えないこともない、白と黒のドレス姿すがたで――だ。

　そんな彼女の真下で、キヨタカは胸の前で腕を組み、うーん、と首をひねっていた。

　パンドラの実体化にともなって、黒く金属的に変化した右手でもって、ぬめぬめと光を反射させながら――。

「あのな……オレはおまえにバカにされるためにおまえを呼びだしたわけじゃ」

「だってキヨタカったら、『オレはな、ハルマのしもべだぜ！　しもべがご主人さまの行き先がわからないだなんて、そんなことがあるわけねーだろ！（キリッ）』なんて、思いっきりカッコつけていたじゃないですかー。なのに……うぷぷぷぷー」

「悪かったな！　ああ、オレはご主人さまの居所ひとつわからないダメなしもべだよ！　なんとでもいえ！　ダメ夫とでもなんとでもな！」

　キヨタカは頭上のパンドラに向かって、吠ほえた。

　人の眼めは気にせず、思う存分に。

　なぜなら、まわりには人の眼なんてものはなかったからだ。

　いま、キヨタカとパンドラは、無人の教室のなかに、いた。

　さきほど、みさきと白しら乃のから『もしハルマになにかあったときは……』と最さい後ご通つう牒ちようめいたものを突きつけられ、あわてて校舎内へと逃げ帰ってすぐ、キヨタカは手近な場所にあった無人と覚しき教室のなかへと飛びこんだ。どうやら演劇部が部室代わりに使っていた教室だったらしく、ところ狭しと小道具が並び、衣服がずらりとハンガーにかけられ、または山になっていたりしたのだが……とにかく、人の気配はまったく感じられなかった。

　なぜ、こんな無人の教室なんかに、キヨタカがやってきたのかといえば。

　おのれひとりの力に、限界を感じてしまったからだ。

　なにせ、ぴぴーん！　と感じてハルマのクラスの教室を訪おとずれてみれば、人ならぬ扱あつかいを受け、では、もう一度と、ぴぴーん！　と感じて校舎裏を訪れてみれば、美少女ふたりから処刑宣告を受け……もうたくさんだった。恥も外聞もなかった。

　パンドラに相談しよう！

　だってアイツ、なんかハルマのこと、オレよりわかってるみたいだったし！

　と、いうわけで、無人の教室に入って、ハルマの居場所について訊きこうと、いざキヨタカがパンドラを呼びだしてみたら……居場所ではなく、皮肉を聞かされる始末だった。

「ってゆーかなんだよ！　まだ今朝のこと根に持ってんのかよ！　根に持ちたいのはオレのほうだろ！　あ……足なんかで、あんなことしやがって！」

　つーん、とパンドラはふよふよと宙ちゆうに浮きながら、そっぽを向く。

　こ、コノヤロウ……！

　キヨタカは、パンドラを見あげながら、わなわなと震ふるえた。

「――誠意って、なんですかね、キヨタカ？」

　そっぽを向いたまま、空中で、パンドラがぽつりという。

「あん？　誠意だあ？」

「誠意って、やっぱり、目に見えるものじゃなくっちゃいけないと思うんですよねえ……」

「あのな、いちご大福が欲しいんなら、そういえ」

「おや？　ギョウ虫並みに鈍にぶいキヨタカも、ようやく人並みになってきましたか」

「なあ、パンドラ？　もう虫扱いでもいいからさ、せめて寄生虫扱いするのだけはやめてくれないかな……？」

　どちらかといえば、おまえのほうが寄生虫じゃねーか……とキヨタカは黒光りする右腕をさすりさすり思ったりもしたが、もちろん口には出さずにおく。

「まあ、よろしいでしょう。では、ハルマの居場所ですが」

「おう！　ハルマの居場所は！　どこだ、どこなんだ！」

　頭上のパンドラに向かって、ぐっ、とキヨタカは前のめり――というか、頭上のめりになって、つぎの言葉を待った。

「……むー」

「……ん？」

　なぜかパンドラは、天井を見る。

　キヨタカもつられて、天井を見あげた。

　なにもない。

　ごくごく普通の、蛍けい光こう灯とうが並ぶ、教室の天井があるだけだ。

「なんだよ？　どうしたんだよ？」

「いえ……」

　にっこり。

　と、パンドラは、輝かんばかりの笑顔を見せた。

「まだ、ヒミツにしておきましょう」

　な、なぬ!?

「な、なんでだよ!?　教えろよ！　いじわるするなよ！　ちゃんと買ってやるからさ！　いちご大福、絶対に！」

「ええ、もちろんいちご大福は絶対に買っていただきますが、嘘うそついたら針千本を呑のんでいただきますが、でも、まだ、ヒミツです。だいじょうぶですよ。時が来たら、かならずハルマとは再会できます。闘いが終わったら……」

「た、闘い？　なんの？」

　しかし、いくらキヨタカが尋たずねても、うふふー、とパンドラはただ笑うばかり。

　なんだかバカにされた気分になって、キヨタカは、ちっ、と舌打ちしながら、あたりを見回した。

　さすがは演劇部の部室というべきか――ただキヨタカがそう思ってるだけで、じつは違うのかもしれないが――西洋のお城やら、リンゴのなった樹とか、茂みとか、かと思えば昔話にでてきそうな古びた農家の家とか、そんな背景が描かれた板が、たくさん、まわりには置いてあった。その横に積み重なっているダンボール箱を見れば、刀やちょんまげ、剣や王冠など、小道具類が放りこんである。

　なんとなく、キヨタカはその小道具類が入ったダンボール箱の元へと、向かってみた。

　乱らん雑ざつに詰めこまれてる小道具のひとつ、刀へと手を伸ばして、つかみ、えい、やあ、と振り回してみる。

「ふふふふ……子供ですねー、キヨタカは」

「う、うるさいな！　少年の心を忘れない、かわいらしい人っていえ！」

　微笑ほほえましげな口調でパンドラにいわれて、キヨタカはいい返しつつ、持っていた刀を元のダンボール箱へと乱暴に突っこんだ。

　子供扱あつかいされた恥ずかしさに、かーっ、と頬ほおを熱くしながら……。

「ったく……早くおまえと別れたいよ！」

「別れるためには……」

「わかってるよ！　すべての〈災さい厄やく〉を回収して、あらためて封印しなくちゃならないんだってことは！　だけどな、当の〈災厄〉がでてこないんだから、どうしようもないだろ！　くそっ、〈災厄〉のやつら……あれから、ぜんぜん姿すがたを見せないんだからな……」

　およそ三週間――。

　さらわれたハルマを救うべく、キヨタカがパンドラ・バスター百連発を決めた日からずっと、〈災さい厄やく〉はひとつたりとも出現していなかった。

「なあ……もしかして、あのとき、パンドラ・バスターを百連発しちゃったとき……じつは〈災厄〉をぜんぶ倒しちゃってたとか、そんなオチはないかな？」

「残念ですがキヨタカ。もし倒してれば、その時点でわたしは回収してますよ？」

「だよなあ……あー、もー！　さっさとでてこーい、〈災厄〉どもめ！」

　と、キヨタカがやけくそ気味に叫んでみたら。

「――はーい」

　なんと、無人のはずの教室に、なにものかが返事する声が響ひびく。

　ぎょっ、としてキヨタカが振りむくと、置いてあったセット――お城とか、樹とか、農家の家とか――の後ろから、ひとりの女性が、姿すがたをあらわした。

　それは、なんとも不思議な髪の色の持ち主だった。

　植物を連想してしまう、瑞みず々みずしくも淡あわい、緑色の髪――。

　そんな、到底人間ではあり得ないだろう色あいを持つ緑色の髪を、彼女は襟えり足あしだけをやや長めにして、あとは短くしていた。

　顔は、美人といっていい。

　眼め、鼻、口と、じつに凛り々りしく整っていて、その短めの髪型もあいまって、男装の麗人、といった言葉がしっくりとくる。

　そう、彼女は男装の麗人だった。

　ってゆーか、どこからどう見ても、男装の麗人だった。

「おや、どうしたんだい、キヨタカくん？　そんな鳩はとが豆鉄砲を喰くらったような顔をして……キミが呼んだんじゃないか？　だから出てきたというのに……つれないな」

　なんていって笑う彼女の名は、〈希望〉。

　キヨタカとハルマがすべてを回収しなくてはならない〈災厄〉たちの、ボスというかドンというか、いわゆるそんな存在だった。

　そんな〈希望〉が、突然、目の前にあらわれたからキヨタカは驚いた――のではなく。

　いや、もちろん驚いたが、すっごくびっくりしたが、キヨタカが鳩が豆鉄砲を喰らったようなマヌケ面をさらしているのは、それだけが原因ではなかった。

「な……なんだ、その格かつ好こう……？」

　キヨタカは、震ふるえる指先で、〈希望〉を指さす。

〈希望〉は、なぜだろう、まるでフランス革命前夜の貴族のような格好というか、ぶっちゃけ、ベルばらにでてくるオスカルのような格好だった。肩に飾かざりのついた、軍人の格好というべきなのか……ご丁てい寧ねいなことに腰にはレイピアまでくくりつけ、でもって白手袋をつけた手には、真紅の薔ば薇らまで持っている始末だった。

「いやあ……こんな服があったものだから……ついね！」

　持っていた薔ば薇らを口にくわえて、腰のレイピアを抜き、〈希望〉はポーズを決める。

　まったく、ほれぼれするほどの、宝塚スタイルであった。
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　と、キヨタカが校内を右う往おう左さ往おうして、あげく、自分の立場を思い知らされたり、ハルマの友人たちに優しく脅おどしをかけられたり、パンドラになぶられたり、突とつ如じよあらわれた〈希望〉を前に口をあんぐりとさせていたころ――。

　屋上では、ハルマとさなの対決が、粛々と進められていた。

　じつに静しずかな対決だった。

　校庭からは、食後の運動なのだろうか、サッカーに興ずる生徒たちの、だむん、とボールを蹴ける音や、楽しげな笑い声なんかが、屋上にまで聞こえてくる。

　そんななか、ハルマとさなは、動かない。

　微び動どうだにせず、ハルマは例の白くなった炭のような、吹けば白熱化する感情を内に秘ひめた表情で、さなは完かん璧ぺきな笑顔で、ひたすら見つめあっていた。

　ひゅるり。

　五月の涼すずやかな風が吹く。

　ハルマが胸元に垂たらした赤い三つ編みと、さなが背中に垂らした黒いおさげ髪が、それぞれ揺ゆれた。さなが後ろ手に持つ、キヨタカへの手作りのお弁当も、かすかに。

　と。

「――どうしたんですか、穂ほ村むらさん？」

　先に口火を切ったのは、さなだった。

「キヨタカくん、ハルマさんを捜さがして、いっちゃいましたよ？」

　変わらず完璧な笑顔で、丁てい寧ねいな口調で、軽く言葉のジャブを放つ。

「――き、キヨタカは、わたしのしもべなんだから！」

　対するハルマの返答は、渾こん身しんの右ストレートだった。

「ええ、知ってます。富ふ士じ山やまくんは、穂村さんのしもべなんですよね」

　しかし、あっさりさなは柳に風と、受け流す。

　受け流され、一瞬、ハルマはたじろいだ。

　が、すぐに体勢を立て直して、ならばとつぎの攻撃を与えようとする。

「そ……そう！　キヨタカはわたしのしもべ！　だから――」

「そしてわたしは、富士山くんのお友だちです。いまのところは、ですけど」

　さなのカウンターが、炸さく裂れつした。

　はたして、ハルマは、まぶたをぱちぱちとさせる。

「い、いまのところは？」

「はい。だってわたし、富ふ士じ山やまくんのこと、好きですから」

　どーん。

　さなはズバリ、いい切った。

「す、すすす!?」

「好きなんです。ですから、いまはまだただのお友だちなんですけど、いつかは、恋人同士になりたいと思っています……穂ほ村むらさんのしもべである、富士山くんと」

　と、『しもべ』の部分を強調して、さなは、にっこり、微笑ほほえむ。

　さなの攻撃の前に、ハルマはすっかりやられてしまった。

　うつむき、「す、好き……恋人……」と、小声でさなの発言を繰り返す。

　そんなハルマの様子を見て、さなは、ふふ……と小さく勝利の笑みを浮かべた。

　そのときだった。

「――わたし、キヨタカとキスしたもん！」

　顔をあげたハルマからの、逆襲の一手が飛びだしたのは。

「き……キス!?」

　さなは、まるで実じつ際さいに肩を小突かれたかのように、わずかによろめく。

「それもなんども！」

「なんども！」

　かつてさなは、キヨタカとハルマがキスする場面に遭そう遇ぐうしたことがあった。

　それは、パンドラ・バスター発射後の、衰すい弱じやく状態から回復するためのキスだったのだが……そんな事情を知るはずもないさなは、大きなショックを受けた。そのトラウマを思いだしたのだろうか、さなは、しばし、呆ぼう然ぜんと立ちつくす。

　が、すぐに我に返った。

　きゅっ、と唇くちびるを噛かんで、一瞬だけ悔くやしげな表情を浮かべ。

　その表情はすぐさま笑顔で塗ぬりつぶして、得意げなハルマに向かって、こう問いかけた。

「ねえ、穂村さん？　その先は、どうなんですか？」

「え？　そ……その先？」

「ええ。その先です。キスの先」

「き……キスの先って……」

「え？　もしかして、ご存じないんですか？　キスの先というのはですね……」

　さなは笑顔でハルマのそばに近づき、身を屈めて、こしょこしょと、ささやく。

「――ふに!?」

　とたんに、ハルマの顔は驚きで固まった。

　しゅわしゅわしゅわー、と、顔の色を真っ赤に染めてゆく。

「そ、そそそ、そんなこと!?　そんなこと!?」

　と、ハルマは酔ったようにふらついて、胸元に垂たらしていた自分の三つ編みを両手でつかみ、ぐいぐいと引っぱりだした。

「ああ、まだでしたか……それはそうですよね、だって富ふ士じ山やまくん、あくまでも穂ほ村むらさんのしもべなんですもんね。しもべとそんなこと、するわけないですよね、普通」

　オトナの世界の深しん淵えんをかいま見て、すっかり混乱の渦に叩たたきこまれた、ハルマ。

　そんなハルマを見て、さなは笑顔の度を深めてゆく。

　現在のところ、ふたりの勝負は、さなのほうが優勢だった。

　だがしかし、乙女の闘いは、まだ終わったわけではない。

　まだ闘いは、そして昼休みは、続くのだった――。
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　とかなんとか、屋上にてハルマとさなが、キヨタカを巡っての熱く静しずかな闘いを繰り広げていたころ。

　キヨタカは、〈希望〉と対たい峙じしていた。

　演劇部が部室として使っていたのだろう、無人の教室にて。

　ちゃぶ台を囲んで、じつにまったりと。

　おそらくは劇に使う小道具なのだろう、教室にはちゃぶ台だけではなく、座布団ざぶとんまで転がっていた。その座布団も借用させてもらって、キヨタカと〈希望〉、そしてパンドラは、ちゃぶ台を囲み、座る。

〈希望〉はすでに、例のオスカルファッションから着替えていた。

　肩が剥むきだしのノースリーブのワイシャツに、ネクタイを締めて、下はロングパンツなんて格かつ好こうになって――パンドラとおなじく、どうも羞しゆう恥ち心しんというものを持ちあわせていないのか、キヨタカの目の前で着替えだしたときはたまげたが――生まれて初めて、キヨタカはＴバックというものを生で見てしまった――〈希望〉は、どこから用意したものか、ポットのお湯を急きゆう須すに注そそいで、いま、お茶を淹いれていた。

　でもってパンドラは、箱に入っていた。

　そこらに置いてあった、小道具入りのダンボール箱のなかに、である。

　パンドラは小道具入りのダンボール箱を両手で持って、傾けて倒して中身をあたりにぶちまけて、キヨタカが「あー、あー、あー」と声をあげる前で、ぱんぱん、と箱の底を叩いてなかの埃ほこりも落としてから、笑顔で持ち帰り、座布団の上に置いて、そのなかに入った。

　まるで捨て猫のような構えのパンドラに、もちろんキヨタカは尋たずねた。

『なにやってんだ、オイ？　だれか拾ってくださいとでもいいたいのか？』

『だれが捨て猫ですか。それをいうなら箱入り娘と呼んでくださいキヨタカ』

『あのな』

『なんとなく、こうしていると落ちつくんです』

　なんて、しれっとパンドラは笑顔で答えたのだが。

　そんなパンドラは、いま、〈希望〉がちゃぶ台の上に用意したお茶菓子に飛びついて、満面の笑顔でもって、パクついている。

　なんとも準備のいいことに、〈希望〉の用意したお茶菓子は、いちご大福だった。

　それもちゃんと和菓子店で買ったものらしく、もうパンドラの喜びようったらなかった。

「んー！　さすが〈希望〉です！　ドケチのキヨタカとは大違いですぅー！」

「ドケチとかゆーな。おまえなあ、コンビニで一個百円のいちご大福だってなあ、毎日買ったら三千円なんだぞ！　おまえ、オレのひと月のこづかいがいくらか、わかってんのか」

　ったく……。

　キヨタカはぶつぶついいながら、目の前に置かれたお茶に手を伸ばす。

　湯飲み茶ぢや碗わんをつかんだキヨタカの右手は、パンドラが実体化したままなため、変わらず、金属的な光沢を持ったまま、黒光りしていた。

「……お？」

　お、おいしい……。



    

  
    
      



    

  
    
      

　香りよく、苦みよく、ほのかに甘さがあって、渋みも残らない。

　思わずキヨタカは、手にした湯飲み茶ぢや碗わんのなかを覗のぞきこんだ。

　あ、茶柱、立ってる……。

「……んん？」

　きゅーん。

　突とつ如じよ、キヨタカの脳のう裏りには、なにかひらめくものがあった。

　アレ？

　なんか前にもこんなこと、なかったっけ？

　どこかで、パンドラ、〈希望〉と、こうして、ちゃぶ台を囲んで、お茶を飲んだような記憶が……いわゆるデジャビュ現象を感じて、キヨタカは、んー、と眉み間けんに皺しわを刻きざみこむ。

　ふいに、視線を感じて、顔をあげた。

「なんだよ」

　視線の先では、〈希望〉がキヨタカを見つめ、にこやかに眼めを細めていた。

「いやね……まさかこうして、歓迎してもらえるとは思っていなかったからね」

　ふふ、と〈希望〉は笑った。

「なにせ前回、ボクたちはキミのご主人さまをさらって、怒りのパンドラ・バスター百連発を喰くらってしまった身だ……てっきり、顔を見せたとたんに問答無用でパンドラ・バスターを撃うたれるんじゃないかと、覚かく悟ごしていたんだけどね？」

　そういって微笑ほほえむ〈希望〉に、キヨタカは「ちっ」と舌打ちを返す。

「おまえもアレか、まわりのやつらとおなじかよ。オレがなんでも暴力で解決する人間だと思ってやがる……」

　しかめっ面を作って、ずす、とお茶をすすった。

　内心、冷や汗をかきながら。

　やっべー……。

　オレの態度がヘンなの、バレてるー……。

〈希望〉の推測は、じつに正しかった。

　本来、〈希望〉はキヨタカが回収しなければならない〈災さい厄やく〉のひとつであり、そしてハルマをさらった、憎むべき相手でもあった。実じつ際さい、キヨタカは彼女がいまいったとおり、もしまた出会うことがあったら、問答無用でパンドラ・バスターを撃つつもりでいた。

　が、しかし。

　いまキヨタカは、ハルマを怒らせてしまっていたわけで。

　でもって、どうして怒らせてしまったのか、さっぱりわからなかったりするわけで。

　だってパンドラ、ちっとも教えてくれないから！

　鈍にぶい、鈍いとバカにするばかりで、肝かん心じんの理由をぜんぜん教えてくれないから！

　怒らせた理由がわからないんじゃ、仲直りのしようもないじゃん？

　なにせ、なにを謝あやまればいいのかわからないわけで……『いやー、ごめんごめんハルマ、こんどおまえにもゲーム貸かすからさあ。成人女性がランドセル背負ってるゲーム！』なんていった日には、もう金輪際、永久に口をきいてくれなくなりそうだ。

　そこで、〈災さい厄やく〉だった。

　キヨタカとハルマには、〈災厄〉を回収しなくてはならない責任と、義務がある。

　つまり、〈災厄〉が出現すれば、どうしたってキヨタカとハルマはふたりで事に当たらなくてはならなくなってしまうわけで……たとえケンカしていたって、たとえ、相手に怒っていたって。

　おまけに、〈災厄〉を回収するため、キヨタカがパンドラ・バスターを放てば！

　魔力を失ってぶっ倒れたキヨタカを回復させるために、ハルマは、キスをしなくてはならなくなるわけで！

　そうなれば……！

　多少のわだかまりなんて……ふふふっ……！

　と、いうわけで、キヨタカはいま、〈災厄〉の出現を心待ちにしていたのだった。

　自分とハルマが仲直りするための、きっかけとして。

　だからこうして、腹立たしいのをこらえて、キヨタカは〈希望〉とちゃぶ台を囲んで、彼女が語るだろう〈災厄〉の出現情報を、おとなしく待っていたわけなのだが。

「ごめんごめん」

　と、そんな心を見透かされたかと動揺しつつ、ごまかすためにふてくされてみせたキヨタカに、〈希望〉は笑いながら謝ってくる。

　ほっ、と胸をなでおろしたキヨタカに、〈希望〉は微笑ほほえみながら、いう。

「お詫わびといっちゃなんだけどね、キヨタカくん？　キミに、ひとつお知らせがあるんだ。きっと、喜んでもらえると思うんだけどね……」

　きたきた……！

　キヨタカは、ついつい笑みのかたちに緩んでしまいそうになる口元を、お茶をすすることでごまかしながら、〈希望〉のつぎの言葉を待った。

　なんだ！

　こんどはどんな〈災厄〉があらわれるんだ！　ほら、早く早く早く！

「――っと、その前に」

　自分の湯飲みへと手を伸ばした〈希望〉に、キヨタカはこけそうになる。

「だあ！　早くいえよ！」

「ん？　まあまあ、そうあせらずに……どうだい、美味しいだろう、このお茶？　なんたって狭山茶だからね、味わいがいい……」

　語りながら、〈希望〉はお茶をすすりだした。

「た、たしかに美味かったけどさあ……ってゆーか、狭山茶？　おまえって……ずいぶんと日本文化に詳くわしいんだな？　ギリシャ生まれなのに……」

「うん？　だれがギリシャ生まれっていったんだい？」

「は？　いや、だって、パンドラの箱って、ギリシャ神話に登場するエピソードなわけで……となれば、当然、おまえらも、ギリシャ生まれじゃないの？」

「なにをいってるんですか、キヨタカ……」

　と、横から口を挟んできたのは、ダンボール箱入り娘のパンドラだった。

　いままでひたすらいちご大福に夢中になっていたのが、すでに自分のぶんは食べ終えてしまったらしく、さりげなくではあったが、パンドラはキヨタカの前に置かれたいちご大福に熱い視線を注そそぎながら、語る。

「いいですか、わたしたちは人間じゃあないんですよー？　つまりは親もいないわけで、ギリシャ生まれとかなんとか、そんな概念はありません。あえて生まれをいうならば、天界生まれです。空。お星さまの彼方かなた」

　いちご大福を見つめたまま、パンドラは真上、天井を指さした。

「お星さまの彼方って……おまえら、宇宙人だったのか？　いやいや、たとえ宇宙人だって、なんだってそんな日本文化に詳しいんだよ？」

「それは、ボクたちが日本担当だからだよ」

〈希望〉はそういって、お茶を片手に、にっこり、微笑ほほえむ。

「に……日本担当!?　なんだそれ!?」

「当たり前じゃないですか、キヨタカ？　まさかキヨタカは、わたしたちだけで世界中をカバーしていたとでも思っていたんですかー？　それはいくらなんでも、ムチャってものですよ……もきゅもきゅ」

　パンドラが、いちご大福にかぶりつきながら、当然のような顔で、いった。

　ん？　とキヨタカが自分の前にあったはずのいちご大福を見ると、いつのまにやら、影もかたちもない。盗ぬすみやがった！　やりやがった、コイツ！

　いや、そんなことより。

「じゃあ……世界中に、おまえたちみたいなのが、いるわけ？」

「いるんじゃないかな？　キヨタカくん、キミのように巻きこまれる不幸な犠ぎ牲せい者しやも」

　わ、ワールドワイドだなあ！

　思わずキヨタカは、各国のパンドラや〈希望〉の姿すがたを想像して、やっぱりアメリカ版のふたりは金髪でぼいんばいーんなのかなあ、中国版はチャイナドレスを着てるのかなあ……などと、もやもやもや～ん、とイメージ像を作りあげてしまう。

「ところで……キヨタカくん、お知らせの件けんなんだけどね？」

「んー、ロシアはマトリョーシカ？　いや、なんだマトリョーシカって。なかに小さいのが入ってるのか？　って、うん？　なに、お知らせ？　……ああ！　そうだそうだよお知らせだよ！　早く教えろよお知らせってやつ！　余計な脱線してないでさ！」

　あまりにも衝撃的すぎる事実を前に危うくキヨタカはすっかり忘れてしまうところだったが、そう、〈希望〉からはお知らせがあるのだった。

　キヨタカとハルマの仲をつなぐ、〈災さい厄やく〉の登場を伝えるお知らせが！

「あのね……」

「おう！」

「しばらく、ボクたちは活動を自じ粛しゆくすることにしたよ」

「はっ、そーかいそーかい、しばらく活動を自粛するかよ……って、なんだって？」

　活動を……自粛？

　なんの？　バンド活動の？

「だから、ボクたち〈災厄〉は、しばらく問題を起こさず、黙っておとなしくしてるっていったんだよ、キヨタカくん。どうだい？　嬉うれしいだろう？　しばらくのあいだではあるけど、ボクたちの相手をせずにすむんだから……まあ、すこしのあいだ、学生生活をエンジョイしてくれれば……」

「待て！　困る！　それ、スッゲー困る！」

「ははっ、キヨタカくん、そんなに興奮して喜ばなくても……って、なんだって？」

　笑顔のまま首を傾げた〈希望〉に向かって、キヨタカは身を乗りだす。

　ちゃぶ台に両手をついて、ぐい、と顔を近づけた。

「なにいってんだ！　がんばれよ！　活動自粛なんて、そんなこというなよ！」

「あの、キヨタカくん？　キミは自分がなにをいっているのか、わかっているのかい？」

「おまえこそどうしたんだよ！　それでも〈災厄〉のリーダーを務める女なのかよ！　なんなんだ、その活動を自粛するってのは！　メンバーのひとりがなにかイケナイことでもやっちゃったアイドルグループなのかよ！　なんだ？　マズイ写真でも流出しちゃったのか？　それともイケナイお薬でもやっちゃったのかってんだ！」

「いや、キミこそ、イケナイお薬でもやっちゃったのかい……ねえ、パンドラ？」

〈希望〉は、間近にまで迫せまったキヨタカの顔面から逃れて、パンドラへとすがるような視線を送る。

「まあ、なんといいましょうか、青春ってやつは、得てして思うようにはならないってことですかねえ～？」

　そう答えて、キヨタカのいちご大福もすっかり平らげたパンドラは、満足げな面持ちで、ずすー、と〈希望〉の淹いれた狭山茶をすするのだった。
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　なんて、校内におけるキヨタカと〈希望〉の攻防が、にわかに激しさを増したころ。

　屋上におけるハルマとさなの攻防も、いよいよヒートアップしようとしていた。

「――わたし、富ふ士じ山やまくんのためなら、脱げます！」

「ぬ、脱ぐ!?」

　まるで『芸術のためなら、わたし、脱げます！』といい放つ女優のような、そんなさなの断言っぷりに、ハルマはすっかり眼めを丸くする。

「だって、男の人ってやっぱり、そういうことに興味があるっていいますし……富士山くんが求めるなら、いつでもこの身を捧ささげる覚かく悟ごは……」

「さ、捧げる!?」

「たとえ、すこし乱暴にされたとしても……」

「ら、乱暴!?」

　あわわわわ。

　連続して繰り出されるオトナ攻撃の前に、ハルマはもうすっかりＫＯ寸前になってしまっていた。その様子に、さなはこんどこそ勝利の笑みを浮かべようとする。

　が、しかし。

「そ、そうなんだ……さなちゃんって、もうオトメじゃないんだね……」

　そんな、うつむきながらのハルマの言葉に、さなの笑みは凍こおりついた。

「……え？　ええ？」

「あんなことやこんなこと、してるんだね……しまくってるんだね……」

「あ、あの、穂ほ村むらさん？」

「すっかりメタメタのグチャグチャになって、それでも微笑ほほえむ聖女なんだね……」

「穂村さーん！」

　思わず、といった様子で叫んださなに、ハルマは、え？　と顔をあげた。

「あれ？　さなちゃん、どうしたの？」

　まったく悪びれた様子もなく、尋たずねる。

「あ、あああ、あの、あのですね、ひとつお訊ききしたいんですけど、穂村さんのなかで、わたしはいま、いったいどんなイメージになっているんですか？」

「え？　えっと……」

　屈んださなの耳元に向かって、ハルマはつま先立ちとなって、身体からだを伸ばした。

　こしょこしょこしょ……と、ささやく。

「――なっ！」

　みるみるうちにさなの顔は、赤く染まった。

「そ、そんなこと、そんなこと、そんなこと、わたし、してませんっ！　そもそもわたし、まだ、男の人とつきあったことすらないんですから！」

　真っ赤な顔で、もう泣きそうになって、ぶんぶん、とさなは両手を振って抗議する。彼女が持っていたキヨタカへの手作り弁当は、もちろん、ぶるんぶるん、振られた。

「え？　それじゃ……ゆきずりの？」

「ちーがーいーまーすー！　わたしはまだ、清らかです！　清純です！」

「だって……さっきさなちゃん、脱ぐのや捧ささげるのや乱暴なのがたまらないって」

「たまらないなんていってません！　た、ただ、富ふ士じ山やまくんが求めるのなら、わたしは受け入れる覚かく悟ごがあるって、そういっただけで……」

「あれ？　じゃあ……どうしてさなちゃん、あんなにオトナのこと、くわしかったの？」

「そ、それは……」

「それはー？」

　疑うことを知らない、まるで幼子のようなハルマのきらきらした瞳ひとみに見つめられて――。

　とうとう、さなは正直に白はく状じようしてしまう。

「ほ……本、とかで……」

「なーんだ！」

　ハルマが、お日さまのような笑顔を弾けさせて、いった。

「さなちゃんもわたしとおんなじ、まだまだコドモだったんだね！」

　う……と、さなはたじろぐ。

「で……ですけど！　わたし、富士山くんのためならなんでもできるっていう言葉に嘘うそはありませんから！　本気ですから！」

　自分の胸に手を当てて、さなはいった。

「キヨタカだってわたしのためならなんでもできるもん！　だってしもべだから！」

　と、ハルマもいい返す――微妙にズレた反論ではあったが。

「そ、そうやってご主人さまにコキ使われて疲つかれ果てた富士山くんを癒いやしてあげるのが、わたしの役目ですから！　どうぞ！　穂ほ村むらさんは遠えん慮りよなくコキ使ってください！」

「わ、わたしだって癒せるもん！　チュウで！　ごほうびのマジカルチュウで！」

「チュウならわたしだって！　初めてのチュウで！　ファーストチュウ！」

　ちゅー、とお互いに唇くちびるをキスのかたちに尖とがらせて、ハルマとさなは睨にらみあった。

　激しく、火花を散らす。

「――癒す、か……」

　と、そのとき、ふたりの頭上から、男の声がした。

　はっ、とハルマとさなは声のした方向を、ふたりそろって見あげる。

　声は、屋上と校舎とをつなぐドアがあった出っ張りの部分、その屋根の上から聞こえていた。

　むくり。

　ひとりの男が、立ちあがる。

　立ちあがって、青空を背に、ハルマとさなに向かって微笑ほほえみかける。

「はたして、キミたちにキヨタカを癒いやすことができるかな……？　おふたりさん？」

「あ……」

　ハルマとさなは、その男の姿すがたに、眼めと口とを大きく開いた。
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「だから、なんだってそんなにボクたちに活動して欲しいんだ、キミは」

　校内の空あいていた教室にて、なおもしぶとく〈災さい厄やく〉の活動を迫せまっていたキヨタカに、〈希望〉は呆あきれたような口調で、そう問いかけてくる。

　ちゃぶ台に片足まで乗せて詰めよっていたキヨタカは、う？　と固まった。

「な、なんでって……ほ、ほれ、アレだよ。アレ。わかるだろ？」

「うん？　アレとはなんだろう？　わからないなあ、さっぱり」

　なにが楽しいのか、〈希望〉はにやにやしながら、キヨタカに続きを促す。

「あ、アレっていうのは……なあ、パンドラ！　アレだよな、アレ！」

　困り果てたキヨタカは、つい、やってしまった。

　パンドラに、すべて丸投げしてしまった。

　まあ、ダメだろうなあ……。

　また、虫扱あつかいされるんだろうなあ……。

　と、思っていたら。

「ああ、アレですね？」

　驚いたことに、パンドラはキヨタカが丸投げした話を、笑顔で受けとめてくれた。

「え？　わ、わかるの？　ぱ……パンドラ、さん？」

「もちろんですとも、キヨタカ。アレというのは、つまり――ついさきほどケンカしてしまったハルマと仲直りするのに〈災厄〉の存在を利用したかったから――の、アレですよね？　ほら、〈災厄〉を回収するためなら、怒ったハルマもきっとしぶしぶながら手伝ってくれるだろうなんてそんな虫のいいことを考えて――虫だけに――あと、パンドラ・バスターを撃うてば、ハルマにチュウしてもらえるなんてことまで企たくらんで」

「ぬふあああ！　パンドラー！　おまえ、おまえェエエエー！」

「おや、どうしたんですか、キヨタカ？　そんな興奮して……なにかわたし、間違っていましたか？」

　違ってないけど合ってるんだけどビックリするほど大正解なんだけど！

「おまえなあ、人の心のなか、勝手に覗のぞくなって、アレほど……お、オクトパシーってもんがあるだろーが！」

「それをいうならプライバシーですよ、キヨタカ」

「あ……」

「さらにつけくわえるならば、キヨタカ。いま、わたしはあなたの頭のなかなんて覗いてませんよ？　覗かなくったって、キヨタカの考えることぐらい、わたしにはお見通しです」

　間違いを指摘され、かーっと頬ほおを熱くするキヨタカの前で、パンドラは、ふふん、と得意げに胸を揺ゆらした。

　そんなパンドラをたしなめるように、〈希望〉はいう。

「まあ、素直だからねえ、キヨタカくんは……」

「素直というより、単純ですよ。それこそ、単細胞生物並みに」

「おやおや、いくらなんでもアメーバ扱あつかいはヒドイんじゃないかな、パンドラ？　いちおうキヨタカくんにだって脳や脊せき椎ついはあるんだし」

「だって〈希望〉、あなただってきっと思いますよ？　キヨタカがハルマを怒らせた理由を聞けば……本当、どうしてこんなに鈍にぶいのやら。あれだけ日々、熱心にやっている恋愛ゲームはなんのためなんでしょう。まったく現実に生いかせていない」

　はあ、とパンドラは、ため息をついた。

　ぴくぴく。

　キヨタカは、自分のこめかみが、激しく強く脈みやく動どうするのを止められない。

「て、てめえ……パンドラ、黙って聞いてれば好き勝手なこといいやがって……！」

「おや、キヨタカ？　なにか反論でも？」

「ああ、あるね！　大ありだね！　まず最初に！」

「――最初に？」

〈希望〉とパンドラが、じっ、と見守ってくるなか、キヨタカは感情をぶちまけた。

「恋愛ゲームは、べつに現実に生かすためにやってるわけじゃ――」

　いくらオレでも、二次元と三次元の区別ぐらい、つくんだぜ！

　なんて訴えようと、キヨタカが声を大きく張りあげたときだった。

　どたどたどた……。

　と、足音が迫せまってくる。

　ん？　なんだ？　とキヨタカが振りむくのと、どうじに。

　教室のドアが、いきおいよく開かれた。

「うい!?」

　キヨタカは、あまりの驚きに、びくつく。

　ハルマとさなが、ふたりそろって、開かれたドアの向こうに立っていたからだ。

「あ！　やっぱりここだった！　キヨタカ！」

　ハルマは、キヨタカを指さし、そして教室のなかへと踏ふみこんでくる。

　さなもハルマのあとに続いて、なにやら妙に気負った表情で、やってきた。

　え？　アレ？　なんで？

　つかつかと近づいてくるふたりに、キヨタカはいままで自分たちが囲んでいたちゃぶ台から立ちあがりつつ、戸と惑まどった。

　ど、どうしてハルマと綾あや織おりが、いっしょにいるわけ？

　だって、ハルマは屋上から怒って飛びだしていったわけで……それを追って、キヨタカは校内や校舎裏へと走りまわったわけで……なのに、なんで？　えー？

「でも、すごい……穂ほ村むらさん、富ふ士じ山やまくんの居場所が、こうして本当にわかるだなんて」

「うん！　だってわたし、キヨタカのご主人さまだもん！」

　キヨタカの元まで歩きながら、さなは感嘆した様子で語り、ハルマは眼めを輝かせる。

　どうやらハルマは、その超感覚でもって、キヨタカの居所を感知したらしい。

　さっすが〈魔女〉……そしてオレのご主人さま！　オレとは大違いだ！

　と、キヨタカも心の底から感嘆して、ふと、気づく。

〈希望〉とパンドラが、そろってその姿すがたを消していたことに。

　おそらくは、ふたりともハルマとさなの接近を感じとって、素早く姿を消したのだろうが……それにしても、湯飲み茶ぢや碗わんから急きゆう須す、ポット、いちご大福の乗った皿に、自分たちが座っていた座布団ざぶとんまで、あらゆる痕こん跡せきを消すあたり、驚くほどの早はや業わざだった。

　と。

「――キヨタカ！」

「――富士山くん！」

　ハルマとさなが、キヨタカの前までやってきて、そして、詰めよってくる。

「は、はい？　なに？　なんですか？」

　思わず敬語を使ってしまったキヨタカに、ハルマとさなは、さらに一歩、迫せまった。

「キヨタカは……」

「富士山くんは……」

　ぐっ、とハルマとさなは、そろって言葉を溜ためた。

　ごきゅり、と喉のどを鳴らしたキヨタカに向かって――。

「そんなにおっぱいが好きなの!?」

「そんなにおっぱいが好きなんですか!?」

　ふたりは、途中までハモって、しかし語尾は別々にして、問とい質ただしてくる。

「……へ？」

　キヨタカは、間の抜けた顔と声で、そう返すほか、なかった。
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　時間は五分ほど前にさかのぼって。

「あ……」

　と、屋上にてハルマとさなを驚かせ、その眼めと口とを大きく開けさせた人物は、続けてふたりにこう呼ばれて、くくっ……と笑った。

「――キヨタカのトモダチ！」

「――中なか田たくん！」

　ハルマとさなにそう呼ばれたとおり、彼は、キヨタカの唯一の友人、中田譲ゆずるだった。

　およそ一ヶ月ほど前、譲は〈色しき欲よく〉の〈災さい厄やく〉に取り憑つかれて、キヨタカのパンドラ・バスターを受け、全身黒こげとなって、しばらくのあいだ入院していた。

　最近になって、ようやく退院したのだが――その姿すがたは、以前とさほど変わらない。

　変わらず、ちょっとヘンだった。

　頭はぺたりとした髪質で、某ゲゲゲな少年のごとく、前髪で片目を隠す。

　でもって顎あごには高校生だというのに細かく整えた髭ひげを生やして、美形といえばいえるのだがどこか爬は虫ちゆう類るいを思わせる無機質な顔つきで、屋上と校舎とをつなぐドアのある出っ張りの上に立って、ハルマとさなを見下ろす。

　その譲の細身な長身を目の当たりにしたハルマは、なぜか、さなの後ろへと隠れた。

「ど、どうしたんですか、穂ほ村むらさん？」

　さなの問いかけに、ハルマは彼女の背後から油断なく譲を見つめながら、答える。

「キヨタカがいってた！　『譲には気をつけろ』って！」

「え？　だって、富ふ士じ山やまくんと中田くんは友達で……」

　さなは、キヨタカ、譲とおなじ中学校だった。

　そのためとキヨタカと譲の関係についても、ある程度のことまでは知っていた。

　しかし、ハルマは首をぶんぶんと横に振る。

「トモダチだけど、ヘンタイだって！　キヨタカがいってた！　アイツはイイヤツだけど、オレの唯一の友人だけど、老若男女、ゆりかごから墓場まで、時と次第によっては性別すら問わずロックオンできちゃうヘンタイだから、絶対にキヨタカがいないときは近づいちゃダメだって！　脳内で……えっと、オカズ？　にされちゃうからだって！」

「そ、そういえば……」

　さなが、なにかを思いだしたかのように、ゆっくりと譲を見あげながら、つぶやいた。

「たしか中田くん……エロス男だん爵しやくだなんて、呼ばれて……エロスバロンって！」

　だが、そんな怯おびえるふたりの少女を前にして、譲ゆずるは、くく、と笑う。

「やれやれ……キヨタカのやつ、親友に向かってなんていいぐさだ」

　肩をすくめて、微笑ほほえみながら、いった。

「たしかにオレは品行方正な聖人君子では決してないがね、しかし、友人の知りあいである女性に対して、そんな邪よこしまな欲望を抱くほど下等な人間ではないつもりだよ」

「あ……ご、ごめんなさい、中なか田たくん……」

　さなは、譲の言葉に素直に反省したそぶりを見せ、しょぼんとうつむく。

　が、すぐに顔をあげ、小首を傾げながら、尋たずねた。

「――でも中田くん、そんな、屋上のさらに上なんかで、いったいなにをしていたの？」

「うん？　ああ……」

　尋ねられた譲は、校舎へと続くドアのある出っ張りの上で、さなとハルマには背中を向けるかたちで屈みこみ、なにかを手にとる。

「ここから、ちょっとした撮影をね」

　そういって見せたのは、バズーカのような望遠レンズがついた一眼レフカメラだった。

「さ……撮影？」

　いぶかしげに、ぎゅっ、と眼めを細めたさなに向かって、譲は説明を始める。

「ほら、いまは春だろう？」

「え、ええ、春ですね」

「春といったら、春一番――いわゆる、強風だろう？」

「そ……そうですか？」

「そうなんだ。そして、ここからは、校庭で遊ぶ女生徒の姿すがたが、よく見える……」

　と、譲が屋上のさらに高みから、眼下の校庭へと視線を移したとき、春一番とまではいかないものの、けっこうな強風が吹きぬけた。

　スカートがまくれあがりそうになって、さなは「きゃっ」と悲鳴をあげつつ、抑おさえこむ。

　抑えこんで、はっ、と気づいた。

「ま、まさか……」

　見あげたさなに向かって、譲はただ、にやりと、笑みを浮かべる。

「へ……ヘンタイ！　やっぱりヘンタイさんなんじゃないですか！　それって盗撮ですよ知ってますかれっきとした犯罪ですよ！　おまわりさーん！　おまわりさーん！」

「おっと、あまり人聞きの悪いことはいわないでもらいたいな……オレはただ、ここから風景を撮影しているだけだよ。まあ、たまたま、なんの因果か、春風が少女にいたずらする様をメモリーカードに記録してしまうことは、ごくごくまれにあるかもしれないが……」

「なにを迂う遠えんかつ詩的に表現してるんですか！　ただ単にパンチラするところを盗撮しているだけじゃないですか！　ほ、ほ、穂ほ村むらさん！　富ふ士じ山やまくんのいうとおり、中田くんは危険です！　逃げましょう！　一刻も早く、彼の領域から！　視界から！」

「う、うん！」

　ハルマとともに、さなは譲ゆずるに向かって駆かけだした。

　譲がその上に立つ、校舎へと続くドアのなかへと、逃げこもうとする。

「おや……いいのかな？」

　ふたりが真下を通り過ぎる瞬間、譲はひとりごとのように、いった。

「せっかく、教えてあげようと思ったんだがな……キヨタカに関する、ある真実を」

　譲の真下を走りぬけ、ハルマとさなは校舎のなかへと消える。

　が、すぐに戻ってきた。

「――キヨタカに関する」

「――ある真実？」

　譲を見あげて、ふたりはそう尋たずねる。

　ふたりを見下ろして、譲は、薄く静しずかに笑った。

　そして語りだす――。

　キヨタカに関する、ある真実を――。

「じつは、キヨタカは――」
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「――キヨタカは、オトナの女性が好みのタイプだって！」

「――それも、胸の大きな女性にこよなく惹ひかれるんだと！」

　と、つい先ほど屋上にて譲より明かされたらしい真実を、ハルマとさなは興奮した面持ちであらためてキヨタカに語り、詰めよってくる。

　ふたりに詰めよられて、そのあまりの迫力に退きつつ、キヨタカは奥歯を噛かみしめた。

　ゆ……譲ゥー！

　人のいないとこでテメエ、いったいナニをバラしてやがるんだあああー！

　ダメだろ？

　普通、ダメだろ？　親友の性せい癖へきをバラしたりなんかしちゃ？

（ですよねえ……。ダメですよねえ……。親友が老若男女、性別すら問わずに性の対象にできる男だなんて、バラしちゃあねえ）

　あっ。

　鋭すぎるパンドラの指摘に、キヨタカは口をあんぐりとさせてしまった。

　い、いや！　でもでも！

　アレはほら、あくまでもハルマの身が、ご主人さまの身が心配だったからであって……。

「――キヨタカ！」

「――富ふ士じ山やまくん！」

「――は、はい！」

　いつだって現実は、キヨタカの都合なんておかまいなしで、やってくる。

　ハルマとさなに詰めよられるまま、キヨタカは退いて、気がついたらもう教室の壁際にまで追いこまれていた。

　どん、とキヨタカの背中に、演劇部が使っているのだろう、ロッカーが当たる。

「キヨタカ……正直に、答えて！」

「富士山くん……お願いします」

「キヨタカは――」

「富士山くんは――」

　完全に追いこんだキヨタカに対して、なおも顔を迫せまらせ、ハルマとさなは、いった。

「――おっぱいの大きな、オトナの女がっ！」

「――好きなんですか、どうなんですかっ！」

　ぎりぎり、もう数センチのところまで近づいた、ふたりの顔に。

「ハイ。おっぱいの大きなオトナの女性が、オレは、好きです。大好物です」

　つい、うっかり、キヨタカは正直に答えてしまった。

　ずががががーん。

　なんて効果音が聞こえてくるいきおいで、ハルマとさなはショックを剥むきだしにする。

　眼めは大きく見開き、口はＯの字にして、身体からだはわなわなと震ふるわし、若じやつ干かん、肌の色は青ざめて――そんな驚きよう愕がくに満ちた表情で、ふたり、ゆっくりと顔を見あわせた。

　ぎこちなく互いに相手を見あって。

　そして、相手の顔を見つめたまま、自分の胸元をまさぐりだす。

　両手を当てて、上下に撫なで撫で、さすりさすり。

　続けて、相手の顔へと向けていた視線を、相手の胸元へと落とした。

　ハルマは見たまんまの幼女体型なため、見事なまでのぺたんこな胸だった。

　さなも、正直、胸に関してはあまり恵まれてるとはいえない。

　つまり、けっこういい勝負だったわけだが……なぜか、互いの淡あわい胸元を見つめあうふたりの眼には、みるみる涙が湧わきあがりだして。

「さなちゃん……！」

「穂ほ村むらさん……！」

　ひしっ。

　互いに、熱く、固く抱きしめあった。

「あ……あのー」

　ハルマとさな、そのふたりが、いま自分の目の前でとっている行動の意味がさっぱりわからなくって、だからせめて理解の助けになればと、キヨタカは話しかけてみたのだが。

「この、オッパニア！」

「ちなみにオッパニアというのはオッパイマニアの略ですからね、富ふ士じ山やまくん！」

　と、涙目になったふたりに、思いっきり睨にらまれるばかりだった。

　ひいいっ!?

「ふんだっ。もうこんなオッパニア、置いていこうよ、さなちゃん！」

「ええ、そうですね。どうせわたしたちみたいな貧乳――貧しい乳の持ち主になんて、富士山くん、興味なんかないでしょうし！　いきましょう、穂ほ村むらさん！」

「あ、『穂村さん』なんて、そんな堅苦しい呼びかたじゃなくっていいよ、さなちゃん！」

「そ……そうですよね！　わたしたち、戦友ですもんね！」

「うん！　戦友だよ！　敵はキヨタカにありだよ！」

「じゃ、じゃあ……ハルマ、さん」

　なんだか、妙に仲良くなったハルマとさなは、ふたりそろって、キヨタカに背を向ける。

　ひとりキヨタカを置いてけぼりにして、歩きだした。

　教室から出てゆく寸前、立ち止まって――。

「覚えとけ、キヨタカ！　わたしたちの未来を！」

「そうです！　一年後……いや、半年後を見ていてください、富士山くん！」

　ねー、と首を傾け微笑ほほえみあって、ふたりはドアをくぐり、廊ろう下かへと去る。

「な……なんなの？　いったい……？」

　ぽつねん。

　ひとり残されたキヨタカは、ただふたりを呆ぼう然ぜんと見送ることしか、できなかった。

「――なるほど、これはヒドイものだね」

「――でしょう？　最悪でしょう？」

「うひゃあ！　な、なんだよ、いきなり！」

　突然、〈希望〉とパンドラに再登場され、キヨタカは飛びあがってしまう。

〈希望〉とパンドラは、キヨタカの左右、両側から覗のぞきこんで、じーっ、としばらく黙って見つめてくる。

　そして。

　ふたりは黙ったままため息をつき、首を横に振った。

「な……なにかいえよ！　頼むからいってくれよ！　おおおおおーい！」

　キヨタカの叫びとともに、昼休みの終わりを告げるチャイムが、鳴り響ひびく。

　しかし、〈希望〉とパンドラは、ただただため息をつき、首を横に振るのだった。
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　放課後になって――。

　とくに部活にも入っていなかったキヨタカは、ひとり、家いえ路じについていた。

「はー……」

　通学路の途中、まわりに家々がならぶ住宅街の道路を歩きながら、ため息をつく。

「ホント、女って生き物は……」

　がしがしがし。

　キヨタカは頭を掻かいて、ちら、と自分の真横を見た。

　ただ、道路のアスファルトと、家々を囲む塀へいとが見えるだけだった。

　いつだってキヨタカのとなりで、無む邪じや気きに笑っていたハルマの姿すがたは、いま、ない。

　まだ怒っていたからだ。

　どうしてハルマが怒っているのか、いまだにキヨタカにはぜんぜん、ちっとも、さっぱり、まったくもってわかってはいなかったのだが――とにかく、昼休み時間に怒らせてしまったハルマは、放課後になっても、キヨタカを許ゆるしてはくれなかった。

　かくして、キヨタカはひとり、孤独にとぼとぼと学校から帰ることとなって。

　ハルマといえば、さっそく仲良くなった綾あや織おりさなと、前から仲良しだった佐さ々さ山やまみさき、白しら塚つか白しら乃のらとともに、いわゆる女の子グループでもって、帰った。帰る間際、校門にひとり置き去りにしたキヨタカに向かって、あっかんべー、と舌を出しながら――。

　わかんねー。

　本当に、わかんねー。

　女って生き物がなにを考えているのか、キヨタカには、ぜんぜん、ちっとも、さっぱり、まったくもってわからなかった。そういや、たまーにアイも、なにを考えているのかわからないときがあったなー……などと、妹について思いを馳はせてみたりもする。

「家族ですらわかんないんじゃあ、なあ……」

　わかるわけねーよなー……。

　ハルマのことなんかなー……。

「こんなんじゃ、しもべ、失格だなー……」

　キヨタカは、住宅街の道路で、ひとり、がくりとうなだれた。

（――キヨタカ）

「うっせえ！」

　キヨタカは脳のう裏りに響ひびいたパンドラの声に対して、反射的に噛かみつく。

　パンドラが宿やどっている自分の右手を目の前まで持ちあげ、睨にらみつけた。

「虫だのアメーバだの余計な皮肉なんかブチまけてないで、いいかげん、さっさとハルマが怒ってる理由、オレに教えやがれ！　さもないとだなあ……！」

（いちご大福、もう買ってやらないぞ、ですか？）

「そ、そうだよ。いいのか？　本気だぞ？　二度と買ってやんないぞ？」

（やれやれ……本当、キヨタカはゲスですねー……）

「げ、ゲス!?　今回はかなりストレートに来たな！　けっこう効くぞ！　傷つくぞ！」

（いいですか、キヨタカ）

「な、なんだよぅ、あらたまって」

（ここでわたしがあなたに対して、なぜハルマが怒っているのか、その理由を説明するのは簡単です）

「だったら……」

（話は最後まで聞いてください本当にカスですねキヨタカ。いいですか、理由を説明するのは赤子の手をひねるより簡単ですが、だってそれじゃ赤子がかわいそうじゃないですか？　ちなみにこれは比ひ喩ゆですよ？　わかりますかキヨタカ？）

「わ、わかんないです……」

　自分、カスっスから……。

（赤子というのは、キヨタカ、あなたでありハルマのことです。答えを教えるのは簡単ですが、それをやってしまうと、あなたがたふたりにとってよくない。だって問題集は、答えを見て解といても意味がないでしょう？　自分で考え、悩み、解いていかなくては……たとえ導みちびきだした答えが間違っていたとしても、決して、無駄にはならないのだから……そう、青春という名の問題集は……おや、いまのわたし、かなりいいこといってません？）

「ど、どうなんだろーな……。なんかいいこといってるような気は、するけどな……」

（まあ、それはさておき）

「さ、さておくのか？　さておいちゃうのか？」

（〈災さい厄やく〉ですよ、キヨタカ）

「はっ、〈災厄〉がどうしたって……あん？　〈災厄〉だあ？」

（前方、右です）

　パンドラの言葉に、キヨタカは弾けるような動きで、指示されたとおり、見た。

　前方、右。

　住宅街を抜ける道路を歩いていたキヨタカの左右には、家々が並んでいた。

　その各々の家の、無骨なブロック塀べいや、煉れん瓦がを積み重ねた風なおしゃれな塀、ガーデニングのほどこされた花々の咲きほこる塀などの切れ目に、細い路ろ地じへと続く道がある。

　その、細い路ろ地じへと続く道から。

　ぬっ、とやたら体格のいい、ごつい男が姿すがたをあらわした。

　男は頭にバンダナを巻いて、タンクトップにカーゴパンツと、まるでジムでトレーニングするボディービルダーのような格かつ好こうだった。その姿も、タンクトップから覗のぞく太い首も、盛りあがった肩も、厚い胸板も、太い腕も、まったくもってこの幸せそうな住宅街には似つかわしくない。なによりまとっていた剣けん呑のんな雰囲気が、完全にアウトだった。

　そんな、とても堅かた気ぎには見えない男は、路地からあらわれるなり、立ち止まった。

　立ち止まり、バンダナの下で鋭く尖とがる眼めを、じっ、とキヨタカへと向けてくる。

「んー……？」

　キヨタカは眼を細めて、男を見つめ返した。

　べつにガンを飛ばしているわけではなく、威嚇しているわけではなく、売られたケンカを買っているわけでもなく、ただ単に、キヨタカは記憶を探っていた。

　どこかで会ったことが……？

　すぐさまキヨタカの脳のう裏りには、ある光景が呼び起こされる。

　あれはそう――。

　三週間ほど前、〈災さい厄やく〉たちにさらわれたハルマを救いだそうと、キヨタカが乗りこんだ県庁の屋上で――。

　ハルマを囲んでいた〈災厄〉のなかに――。

　いた！

　コイツ、このオッサン、たしかにいた！

「富ふ士じ山やまキヨタカ――」

　驚きよう愕がくに眼を見開いたキヨタカに向かって、〈災厄〉である男は、重々しく口を開く。

　しかし、キヨタカは無視した。

　無視して、男に背を向け、駆かけだす。

　アイツ……！

〈希望〉のやつ、騙だましやがって！

　しばらくのあいだ、〈災厄〉はいっさいの行動をおこさない。

　そう〈希望〉が昼休みのときに告げたからこそ、キヨタカはハルマと別行動をとったのに。信じて、黙って、ハルマとその友人たちが自分から離れてゆくのを見送ったのに。

　なのに、〈災厄〉はいま、こうしてキヨタカの前にあらわれた。

　ということは――。

　ハルマの元にだって――。

「アイツ、あの男女、ちょっと美人だからって……こんど会ったら、絶対に問答無用でパンドラ・バスターぶちこんじゃる！　絶対にだ！　うおおおおおおー！」

　と、キヨタカが住宅街のなかを貫く道路を走りながら、吠ほえたときだった。

「――富ふ士じ山やまキヨタカ」

「ぬはあ!?」

　気づかないうちにキヨタカの真横を併走していた〈災さい厄やく〉の男が、しつこく語りかけてきたのは。

　男の走る姿すがたは、呆あきれるほどに美しかった。

　まるでテレビの国際大会に映うつる陸上選手のように、腕は直角、太ももは高くあげた理想的なフォームで、キヨタカと並び、顔だけをこちらに向けながら、話しかけてくる。

「富士山キヨタカ……キミはずいぶんとせっかちだな」

「な、なんだって？」

　これでも、キヨタカは自分の足には自信があったのだが。

　相手は見るからにマッチョマンで、だからきっと、足は遅いと思っていたのだが。

　男は息も切らさず、かろやかな足音を立てながら、キヨタカと併走してくる。

「キミが心配しているのは、穂ほ村むらハルマのことだろう？　心配しなくてもいい。今日の昼に〈希望〉が告げたとおり、我々〈災厄〉が行動することはしばらくない。つまり、穂村ハルマの身に危害が及およぶようなことは、絶対にないということだ」

「し、信じられるか、そんなの！」

「む、なぜだ」

「なぜっておまえ、いま行動してんじゃねーか！　思いっきりしまくってるだろ、いま、オレの目の前で！　腹立つぐらい綺き麗れいなフォームで走りやがって、このォ！」

「ふむ、なるほど……だが、それは違う。誤ご解かいだ、富士山キヨタカ」

「なにが違うってんだー！」

「これは、〈災厄〉としての行動ではない」

「はあ？」

「わたしは、あくまでもわたし個人として、いま行動している」

「そ……その差はどこにあるんだよ……？　オレにはおなじにしか見えねーんだけど」

「簡単だ。今回、わたしは〈災厄〉としての能力を使わない。ただ、この肉体だけを使用する。肉体だけで、富士山キヨタカ、キミに勝負を挑む」

「オレに、勝負を……？」

　たっ、たっ、たっ……。

　キヨタカは、走る速度を弱めた。

　男も、キヨタカにあわせてスピードを落とす。

「つまり……それって、どーゆー意味だ？」

「つまり……オレとケンカしよーぜ、という意味だ、富士山キヨタカ」

　立ち止まったキヨタカの前で、〈災さい厄やく〉の男は、ぱん、と右の拳こぶしを自分の左手に当てた。

　いままでけっこうなスピードで走っていたというのに、男は息ひとつ、乱してはいなかった。おなじく走っていたキヨタカは、まったく腹立たしいことに、はっ、はっ、とまるで犬のように呼吸を荒げていたのだが。
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「――わたしは〈憤ふん怒ぬ〉。〈憤怒〉の〈災厄〉だ」

　と、キヨタカを『勝負』のための場所まで案内して、そう男は名乗った。

　男が選んだのは、キヨタカたちが思いがけず競走してしまった住宅街から、ほどよく離れた先にあった、小さな公園だった。

　まわりは木々で囲まれて、薄暗く、訪おとずれる人の姿すがたもない。

　そんな、なるほど『勝負』するのにはとても都合の良さそうだったこの公園は、かつてキヨタカが〈災厄〉に取り憑つかれた友人、中なか田た譲ゆずる）をパンドラ・バスターにて黒こげにして、入院生活へと追いやってしまった地だった。

　その事実をわかっていて、わざとここを選んだのか……はたまた、ただの偶然か。

　キヨタカは、小さな薄暗い公園のなか、自分の正面に立つ男を、じっ、と見つめた。

「〈憤怒〉、ね……」

　まったく、名前どおりの姿、しやがって……。

　いわれてみれば、その血管が表面に浮かびあがるようなぱんぱんの筋肉といい、バンダナの下から覗のぞく鋭く尖とがった目つきといい、なにより、ぶら下げた両の握にぎり拳こぶしのごつさが、まさしく〈憤怒〉という感じをあらわしていた。

「つーか、なんでオレとケンカなんだよ？　それも個人的な勝負、ときた」

「それは、富ふ士じ山やまキヨタカ……」

　キヨタカの問いに、〈憤怒〉は、ぬっ、と両の拳を持ちあげ、いった。

「ケンカこそが、キミのもっとも得意なことだろうからだ」

「いや、べつにオレ、ケンカがもっとも得意ってわけじゃねーし！」

「先ほどもいったとおり、わたしは〈災厄〉としての能力は使わない。この肉体だけを用いて、キミに勝負を挑む」

「だから聞けっての！　なんならゲームとかで勝負しても……恋愛ゲームとか」

「我々〈災厄〉は、それぞれに個別の能力を持っている。覚えているか、富士山キヨタカ？　たとえば、ここでキミが回収した〈色しき欲よく〉は、人々を発情させる能力があった」

　あ、やっぱり、わかってて、この場所を選んだんだ……って、ナニ？

「ちょ、ちょっと待った。あったのか？　譲に取り憑いてたヤツに、そんな能力？」

　そういえば……と、キヨタカは思い返す。

「〈暴食〉だったっけ、あのときはみんな、腹ぺこになってたな……」

「そのとおりだ、富ふ士じ山やまキヨタカ。〈暴食〉は、その名のとおり、人々の食欲を煽あおって、暴飲暴食させるのが能力だった。〈色しき欲よく〉もおなじだ。人々の性欲を煽って――」

「発情させるってか！」

　あ、あぶなかったー！

　譲ゆずると闘ったとき、もしその能力を使われていたら、どうなっていたことやら……ま、まさか、ハルマと？　あんなことやそんなこと？

「うひあおへあ!?」

　ついつい、キヨタカは頭のなかに、ほわほわほわ～ん、と乱れ制服姿すがたでおへそやら太ももやらをさらけだしてしまっているハルマの幼い容よう姿しを浮かびあがらせてしまって。

　あわてて、ぱたぱたと両手両足をまるで踊るがごとくに上下させた。

　ふと、上下させていた右手を止め、見やる。

（いまのは絡んでこないんだな？　オイ？）

　しかしパンドラは、黙ったまま、返事をしない。

　それでもキヨタカが、じっ、とパンドラの宿やどった右腕の手のひらを見つめていたら。

（……なぜ、さっさと回収してしまわないんですか、キヨタカ？）

　と、尋たずねてくる。

「な、なに？　おまえ……」

　思わずキヨタカは声に出してしまって、はっ、と〈憤ふん怒ぬ〉の前であることに気づいた。

　口をつぐんだキヨタカに向かって、パンドラはなおも続ける。

（だって待ち望んだ〈災さい厄やく〉の登場ではありませんか、キヨタカ？　ケンカだかなんだか知りませんが、なぜ、わたしを使わないんです？　パンドラ・バスターを撃うたないんです？　保証しますよ。いまなら確実に目の前の〈憤怒〉は回収することができます。嘘うそついたらいちご大福千個、食べます）

　針千本ならともかく、いちご大福千個食べるって、それはおまえにとってただのごほうびだろう……と思いつつ、キヨタカは素直な感想を述べた。

（ひ……卑ひ怯きようだなー、おまえって！）

（なにが卑怯なんです？　相手はハルマをさらうような卑劣漢なんですよ？）

　んっ。

　キヨタカは、心のなか、口ごもる。

（それは……そのとおりなんだけどさ……）

　ちらりと、目の前に立つ〈憤怒〉へと、視線を送った。

〈憤怒〉はバンダナの下の鋭い眼めをキヨタカへと向けて、黙って立っていた。

　もしかして、キヨタカがいま、パンドラと心のなかで会話していることに、〈憤ふん怒ぬ〉は気づいているのだろうか？　わからないが、とにかく〈憤怒〉はキヨタカを見つめて身じろぎひとつせずに立ち、こちらの反応を静しずかに待ってくれていた。

（なにを悩むことがあるんですか、キヨタカ？）

　パンドラが、悪魔のようなささやきを、キヨタカの心にぶつけてくる。

（わたしを使えば、キヨタカは難なく〈災さい厄やく〉のひとつを回収することができる。のみならず、ハルマとの仲直りだってできちゃうんですよー？　パンドラ・バスター発射による魔力の枯こ渇かつで衰すい弱じやくしたキヨタカを、きっとハルマは助けにきてくれますから。なんたってハルマはキヨタカのご主人さま。しもべのピンチにはかならず訪おとずれ、そして魔力たっぷりのキスを……なんて素晴らしい。まさしく一石二鳥、一挙両得ではありませんか～）

　キヨタカはパンドラがささやくなか、〈憤怒〉を見つめていた。

〈憤怒〉もまた、キヨタカを見つめ返していた。

「へっ……」

　キヨタカは、静かに笑う。

「なあ、オッサン？」

　笑って、〈憤怒〉に語りかけた。

「富ふ士じ山やまキヨタカ。わたしには〈憤怒〉という名があるのだが」

「オッサン、あんたの能力って、なんだよ？　〈災厄〉としての、本来の能力は」

「……名前のとおりだ」

　ぼそりと、〈憤怒〉は答える。

「名前のとおりってことは……まわりのやつら、とにかく怒りっぽくしちゃうのか？　そいつは迷惑な話だなー」

　まあいいさ、とキヨタカは拳こぶしで自分の手のひらを、打った。

　それは、ついさっき〈憤怒〉がキヨタカに向かって『オレとケンカしよーぜ』といったときの動作と、まったくおなじ動きだった。

　その意味が伝わったらしく、〈憤怒〉は口元ににやりとした笑みを浮かべる。

「受けてくれるわけか？　わたしとの勝負を」

「ああ……理由はわかんねーけど、とにかくケンカしたいんだろ、オレと？　互いの肉体を使ったガチンコ勝負……この富士山キヨタカ、正々堂々と受けてやるよ！」

　と、キヨタカは右の拳を引いて、半はん身みの構えをとった。

　じゃり、と引いた右足の下で、公園の土が鳴る。

（……なぜです、キヨタカ？）

　臨戦態勢となったキヨタカに向かって、なおもパンドラは問いかけてきた。

（わかんねーかな、パンドラ……）

（まさか男だから、とかいわないでくださいよね）

（まさに男だから、だよ。あのな、真っ正面から身ひとつで殴なぐりあいを挑んできた相手にだな、いきなりパンドラ・バスターをぶつけるなんて……そんな卑ひ怯きような真ま似ね、男ができるか！　絶対ハルマだっていうぞ！　『キヨタカの卑怯者ー！』って！　だってパンドラ・バスターって武器だもん！　飛び道具だもん！　ケンカに使っちゃダメなんだもん！）

　ふっ……と、パンドラが、笑う。

（甘いですよねえ、キヨタカは……まあ、そんなお人好しだからこそ、ハルマは……）

（あん？　なに？　ハルマがどうしたって？）

「――では、いいのかな、富ふ士じ山やまキヨタカ？　勝負を始めても？」

　身構えたキヨタカに、〈憤ふん怒ぬ〉もどっしりと腰を低くした構えをとって、尋たずねてくる。

「お？　おう！　いつでもいいぜ！」

　キヨタカは、直前にパンドラがいいかけたハルマについての話も気にはなっていたが、さすがにこの期におよんで相手を待たせるわけにもいかなかったので、目の前のケンカに集中することにした。

「ただーし！　ひとつだけいっておくけどな、オッサン！　オレは本当に、自分でもちょっと嫌なんだけど、ケンカの腕前は本気でスゴイからな！　だからボコボコにされても恨んだりなんかしないでくれよ！　自分で選んだ道なんだからな！」

「ああ……覚かく悟ごするとしよう……」

　と、〈憤怒〉が笑みを浮かべたと、そうキヨタカが思った瞬間。

　キヨタカの目の前には、青空が広がっていた。

　あれ？

　一瞬のうちに、キヨタカの目の前には青空が広がり、と思ったら、ぐるりと回転して、公園の地面である土があらわれる。

　その土の上に、キヨタカは顔面から落ちて、どうん、と跳ねた。

　自分が〈憤怒〉に殴られ、そのいきおいで一回転したのだとキヨタカが気づいたのは、倒れた地面で、腹部に激しい違和感を覚えてからだった。

　待てよ、オイ――。

　腹を殴られて、それで一回転って――。

　どれほどのパワーがあったら――。

　そこまで考えて、キヨタカは激しく咳せきこむ。

　地面に落ちて、土に染みをつけた唾つばには、あきらかに赤いものが混じっていた。

　じゃり、と目の前で、ごつい靴が、大地を踏ふみしめる。

　見あげた先には、バンダナの下、鋭く尖とがった、〈憤怒〉の眼めがあった。
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　もう、いったい何発殴なぐられたのだろうか。

　キヨタカにはわからない。

　殴られる。

　吹っ飛ばされる。

　どうにか立ちあがる。

　また殴られる。

　ひたすらその繰り返しだった。

　たまーに、ごくまれに、キヨタカが反撃することはあったが。

　ただ、殴った頬ほおの上、〈憤ふん怒ぬ〉の鋭い眼めにじろりと睨にらまれ、あげくキヨタカが与えた打撃の何倍にも値する拳こぶしをしたたかに叩たたきこまれるだけだった。

「ははは……」

　何十回目かのダウンのあとで、キヨタカはとうとう立てなくなって、笑った。

　地面に大の字になって青空を見あげ、思う。

　ったく……。

　なんなんだよ、これは……！

　もうキヨタカは、全身が痛かった。

　なにせ身体中からだじゆういたるところが痛いものだから、どこをどうやられたのやら、自分でもさっぱりわからないくらいだ。視界だってほとんどふさがってしまっている。両眼とも、殴られてすっかりまぶたが腫はれあがってしまっていた。

　そんなわずかに開く視界を、両眼から流れる涙が、さらに歪ゆがませる。

　この涙は、決して哀かなしさや悔くやしさなど、感情の高ぶりによるものではなかった。ただ単に、眼に受けた衝撃に対する反応として、流れただけのものだった。

　だが、それでも、涙を流してしまえば、やっぱり心は揺ゆらぐ。

　涙を流している自分に気がついたとたん、キヨタカの心は、千々に乱れてしまう。

　くそっ……。

　くそっ、くそっ、くそっ……。

　いままで、どんな相手にだって、勝ってきたのに。

　たとえ相手がオトナだって、なにか格闘技をやっていたって、ナイフとか武器を持っていたって、みんな、全員、ぶちのめしてきたっていうのに。

　なのに、こんな、手も足も出ないだなんて。

　ボコボコに、やられてしまうだなんて。

「くく……」

　キヨタカは笑った。

　涙を流しながら――こんどは眼めに受けた衝撃によるものではなく、乱れた感情に従って――キヨタカは、ひたすらに笑った。もう、笑うしかなかった。

　と、足音が近づいてくる。

　足音は、大の字になって仰向けで倒れるキヨタカの、その頭のすぐそばで止まった。

　そうして、キヨタカの頭のすぐそばに立って、〈憤ふん怒ぬ〉は見下ろしてきた。

「よぅお、オッサン……」

　口のなかが切れているため、やや不ふ明めい瞭りような声で話しかけたキヨタカに向かって、〈憤怒〉は返事せず、黙って手を伸ばしてくる。

　むんずと、首根っこのあたりの襟えりをつかまれた。

　つかんで、強引に引きおこす。

〈憤怒〉に首根っこをつかまれ、そのまま持ちあげられたキヨタカは、まるで親猫にくわえられた子猫のような状態で、ぶらん、と宙ちゆうに浮いた足を揺ゆらした。

　持ちあげられたため、目の前にあった〈憤怒〉の顔を、キヨタカは見つめる。

　腫はれたまぶたでふさがれ、流れる涙で滲にじむ視界のなか、〈憤怒〉の頭にはまだバンダナが乱れなく巻かれてあった。つまり自分は、相手のバンダナひとつ乱すことができなかったのだと、このときキヨタカは知った。

「オッサン……あんた、強すぎなんだよ……」

「違うな、富ふ士じ山やまキヨタカ」

　キヨタカが殴なぐった頬ほおがわずかに赤い以外、ほぼ無傷の〈憤怒〉は、静しずかな口調で語った。

「わたしが強いんじゃあない。富士山キヨタカ、キミが弱いんだ」

「……はっ」

　こらえきれず、キヨタカは笑った。

　笑って笑って、笑いまくった。

　最後に、ふう、と息を吐ついて、そして〈憤怒〉に向かって、告げる。

「わかった……もうトドメ、刺してくれよ、オッサン」

　無言で、〈憤怒〉は左手でキヨタカの首根っこをつかんで持ちあげたまま、右の拳こぶしを引いた。

　その〈憤怒〉が引いた拳を、キヨタカは瞳ひとみのなか、じっ、と宿やどす。

　忘れねーからな。

　オレは、この瞬間を、絶対に忘れねー……！

「富士山キヨタカ」

　トドメを刺す寸前、〈憤怒〉はいった。

「もっと強くなれ……でなければ、キミはなにも守れやしない」

　その言葉とどうじに、〈憤ふん怒ぬ〉の右みぎ拳こぶしは、キヨタカの顔面へと炸さく裂れつした。

　視界もろとも、キヨタカの意識は闇やみのなかへと叩たたきこまれて――。
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「――キヨタカ！　キヨタカ！」

　だれかが、揺ゆさぶってきた。

　激しくキヨタカを揺さぶって、そして、なにやらぱらぱらと熱い雫しずくを垂たらしてきた。

「――起きて、キヨタカ！　お願いだから……もう、眼め、開けろー！　バカー！」

　ぱらぱら、ぱら。

　当たる。

　熱い雫が、やたらとキヨタカの顔面には当たる。

　もしかして――。

　コレって、もしかして、涙だろうか？

　やめろよ――。

　涙なんか、流すなよ、ハルマ――。

　おまえに泣かれると、オレは、オレは――。



    

  
    
      



    

  
    
      

「ハル……マ……？」

　キヨタカは、眼めを開けた。

　いや、開けようとしたのだが、うっすらとしか開けることができなかった。

　その、やたらとせまくて、うまく焦点を合わすこともできない視界のなかで。

　ハルマは泣いていた。

　顔をすっかりくちゃくちゃにして、涙やらなにやらでぐじゃぐじゃにもなって、ぼろぼろぼろぼろ、キヨタカに向かって涙をこぼしてくる。

「き……キヨタカー！」

　と、いきなりハルマは抱きついてきた。

「バカ、バカ、バカバカバカバカバカバカ！　もう、死んでるかと思ったんだからー！」

　母親と再会した迷い子のように激しくしがみつかれ、キヨタカの全身は悲鳴をあげる。

　あだだだだだだ、とうめきながら、アレ？　なんでオレ、こんな身体中からだじゆうが痛いんだ？　アレ？　なんだってオレ、こんなまぶたが開かないんだ？　アレ？　どうしてオレ、いまいち手足に力が……と、キヨタカは悩んだ。

　すぐに、すべてを思いだす。

　ああ――。

　そうか、オレは――。

　キヨタカは、自分にしがみついて泣きじゃくるハルマの背に、痛みをこらえながら右手を動かして、当てた。

　その手でハルマの背中を撫なでつつ、目の前に広がるあかね色の空を、見つめる。

　あのオッサンとケンカしていたときは、たしかまだ明るかったはずなのに――。

　あれからどのくらい、オレは気絶していたんだろう――？

「――キヨタカ！」

　と、突然、ハルマが涙で濡ぬれた顔をあげた。

「どうしてキヨタカ、そんなボコボコなの!?　どうして？　ねえ、どうして？」

　妙に興奮した様子で、質問を浴びせてくる。

「どうしてって……決まってんだろ……」

　ははっ、とキヨタカは、力なく笑った。

「負けたんだよ……ケンカに、さ……」

　なんて、最後は、もう小声でつぶやくような感じになってしまったのだが。

「――それはパンドラに聞いた！　キヨタカがケンカして、ボッコボコにされたんだって！　でもどうして？　だってキヨタカ、あんなにケンカ、強かったのに！」

　と、さらに興奮して眼を大きく見開きながら、なおもハルマは質問をぶつけてくる。

　パンドラ？　とキヨタカが思ったとたん、図ったかのように、例のひらひらした白黒のドレス姿すがたをしたパンドラが、ふよふよふよ～、と視界のなかへと入ってきた。ハルマの背中を撫なでていた自分の右腕を見たら、ちゃんと黒く光ってもいた。

　いや、それより。

　だってキヨタカ、あんなにケンカ、強かったのに――！

　というハルマの言葉が、キヨタカの脳のう裏りでリフレインして、止まらなかった。

「違う……」

「え？」

「違うんだ、ハルマ、オレは強くなんか……」

　あ、ヤバイ。

　認識したとたん、キヨタカの眼めには、鼻には、なにか熱いものがこみあげてくる。

　あのオッサンの――〈憤ふん怒ぬ〉の言葉――『富ふ士じ山やまキヨタカ、キミが弱いんだ』――を、キヨタカは真っ正面から、まともに受けとめてしまって――理解してしまって――認識してしまって――そうだ――オレは強くなんか――。

「くっ……！」

　キヨタカは、いまにも自分の眼や鼻からこぼれてしまいそうな熱いものを隠すために、ハルマから顔を背けた。さらに腕を使って、目元を覆おおう。

「ど、どうしたの、キヨタカ？　キヨタカ？」

「な、なんでもない……」

「なんでもないことないよ！　どうしたの、どこか痛いの？　キヨタカ！」

「頼む、ハルマ……すこしでいいから……放っておいてくれ……頼むから……」

　キヨタカは、ぎりりと歯を食いしばった。

　食いしばらなくては、もう嗚咽おえつを洩もらしてしまいそうだった。さすがに、いくらなんでも、ハルマの前でブザマに泣きじゃくるなんて真ま似ねだけは、避さけなくてはならない。

　みんな……こんな思いをしてきたのかな？

　キヨタカの思考は飛ぶ。

　自分に負けた相手みんな、こんなキツイ思いをしてきたのかな？

　自分が情け容よう赦しやなく殴なぐり倒してきた相手、みんな？

「うっ……」

　ぐぐっ、ぐっ……！

　エナメル質が砕けてしまいそうないきおいで、キヨタカは歯を食いしばる。

　オレは……。

　オレは、オレは……！

　自分は、負けた。

　生まれて初めて、ケンカに負けた。

　その事実がようやく身に染みて、理解できて、認識できて、キヨタカは、ひたすらに歯を食いしばりながら、ずすすーっと、鼻をすすった。

　そのときだった。

　なにものかが、キヨタカの肩を、つかむ。

「んー！　んー！」

　つかんで、引っぱりだす。

　声から察するに、どうもハルマらしいが……キヨタカは、ちらりと自分の目元を覆おおっていた腕をずらして、確かめてみた。

　ハルマは真っ赤な顔でふんばって、キヨタカの肩をつかみ、引っぱっていた。

　どうやら、キヨタカの身体からだを起こしたかったようだが……しかし、ハルマの小学生のような身体では、標準的な高校生男子の体格を持つキヨタカを起こすのは、なかなか困難な作業だった。つかまれた制服こそ引っぱられ、ぴん、と張りつめるが、本体が持ちあがる気配はいっこうにない。

「お、おい、ハルマ……」

「んー！　んー！」

　ハルマは答えず、ひたすらキヨタカの肩をつかんで、引っぱるばかりだった。

　しかたなく、キヨタカは自分自身で身体を起こす。

　あうっ……！

　さんざんうめきながら、脂汗までかきながら、どうにかキヨタカは上半身を起こすことに成功した。いったいどのくらいのダメージを負ったものやら、肉だけではなく、骨まで軋きしんで痛んだのにはまいったが。

　そうしたら。

　ハルマは起きたキヨタカの片腕を自分の肩へと回し、こんどは立ちあがらせようとする。

　やはり、んー！　んー！　と懸命な様子で、顔を真っ赤にさせて――。

「だ、だから、いったいなにをやってるんだよ、おまえは！」

　キヨタカは目元を乱らん雑ざつにこすってあふれる液体を拭ぬぐってから、ハルマに問いかけた。

「運ぶの！　キヨタカを！」

　んー！　んー！　と、ふんばりながら、ハルマは答える。

「運ぶって……どこへ？」

「だってキヨタカ、ボコボコだから！　治さなくっちゃ！　すっごく痛そうだし！　だからわたし、キヨタカ、運ぶの！　運んで、治すの！　だってキヨタカはわたしのしもべで、わたしはキヨタカのご主人さまだから！　だから、だからだからだからっ！」

「ハルマ……」

　ふぎー！

　ぐぎぎぎ、と白い歯を食いしばって、真っ赤な顔をして、ハルマはキヨタカを立ちあがらせるべく腕を肩に回して、その小さな身体からだで、懸命にふんばった。

　そのハルマが。

　ふんばるのを、止めた。

　止めて、眼めをぱちくりとさせて、そして、こちらを見あげてくる。

「キヨタカ……？」

　立ったからだ。

　キヨタカが、まったく力の入らない身体で、まるで生まれたての子こ鹿じかのように全身をぷるぷると震ふるわせながら、どうにかこうにか、立ったからだ。

　って、ゆーか。

　立たざるを得ないだろ！　こんなの！

　ぷるぷるぷるぷる、震える身体で、ぷるぷるぷるぷる、震える腕を動かして、ぷるぷるぷるぷる、震えながら親指を立てて、そしてキヨタカは、ぷるぷるぷるぷる、震えながら、にっかりとハルマに向かって微笑ほほえんで見せた。

「だいじょうぶ……もう、だいじょうぶだよ……な？　ハルマ？」

　しかし、ハルマはキヨタカを見あげて、首を横に振った。

「ちっとも……だいじょうぶには見えないよ、キヨタカ……」

　そういって、笑う。

　安心したのか、目め尻じりに浮かんだ涙を指先で拭ぬぐって、それでも、ハルマは笑ってくれた。

　つられてキヨタカも笑って――。

「う？」

　つい、気が抜けてしまったのか、意識を遠のかせてしまって、ふらーり、バランスを崩してしまう。

「キヨタカ！」

　あわてて飛びついてきたハルマに、間一髪、キヨタカは支えられた。

「なあ、ハルマ……」

「うん？　なあに、キヨタカ？」

　自分に肩を貸かそうとするハルマに、キヨタカはなるべく自分の体重がかからないように気をつけながら、寄りそって、そして、告げる。

「オレ……強くなるからさ」

「え？　だってキヨタカは、もう充分に強いでしょ？」

「いーや……ぜんぜんだよ、ぜんぜん……正直、ちょっと調子こいてた。ケンカっていうか、人生そのものをナメてました。このままじゃあ……」

　と、ハルマを見つめた。

　ハルマも、キヨタカを見つめていた。

「なにも……守れやしないもんなあ……」

　ん？　とハルマは、ただきょとんとした表情を浮かべるだけだった。

　キヨタカは笑う。

　あらたな決意を秘ひめて、頬ほおやら顎あごやらの痛みをこらえつつ、笑った。



　　★　★　★



　そのころ――。

　キヨタカに初めての敗北を味あわせた〈憤ふん怒ぬ〉は、キヨタカをさんざんボッコボコにしたときと変わらない、頭にバンダナ、身体からだにタンクトップ、下にはバギーパンツなんて格かつ好こうで、街中を歩いていた。

　暮れなずむ街のなか、あたりは人々の姿すがたで、にぎにぎしい。

　いまから遊びにいくのだろうか、繁華街の方向に向かって、私服の若者たちがぞろぞろと歩いてゆく。逆に、こちらは帰るのだろうか、反対方向に向かってゆくのはスーツ姿のサラリーマンだ。近くのスーパーの客なのだろう、買い物袋を手にした親子連れの姿もあった。でもってガードレールごしの車道を見れば、ヘッドライト、テールランプを点けた車が、びっしりと並んで信号待ちをしている。

　そんな、ごくごく普通の夕方の街の光景のなかに、すっかり〈憤怒〉は溶けこんでいた。

　閑静な住宅街のなかでは異質だった彼の威容も、雑多な人間があたりを占しめる街のなかでは、それほどひどく目立つこともない。

　人々の流れに乗って、スムーズに〈憤怒〉は歩道を進んでゆく。

「――派手にやってくれたものだね」

　と、背後から声をかけられ、そんな〈憤怒〉のスムーズな歩みが、よどんだ。

　声をかけたのは〈希望〉だった。

　いつのまに近づいたものか、〈希望〉は〈憤怒〉のすぐ後ろで、例の淡あわい緑色の髪で、微笑ほほえんでいた。その姿は学校でキヨタカと会ったときとおなじ、袖そでの無いシャツにネクタイを締め、下はロングパンツだ。

「……勝手な行動を取ったことについて、言い訳するつもりはない」

　振りむかず、歩みも止めず、〈憤怒〉は答える。

「どんな処分でも受けるつもりだ。もちろん、消去してくれてもかまわない」

　ふっ……。

　そんな〈憤怒〉の言葉を受けて、〈希望〉は笑った。

「勘かん違ちがいしないでくれよ、〈憤怒〉。処分どころか、ボクはキミに感謝してるんだよ？　よくぞキヨタカくんに、ここで敗北の味を教えてくれた。ここで負けたことは、きっと彼を強くしてくれるだろう……」

「強くなってもらわなくては、困るのだろう？」

　横に並んで歩いてきた〈希望〉に向かって、〈憤ふん怒ぬ〉は正面を見ながら、いう。

〈希望〉も正面を向いたまま、返答した。

「ああ、困る。今回、予想以上に動きが早い。もうやつら、動きだした」

「それだけ期待が持てるということではないのか……」

「さあて、どうかな？　たしかに、この時点でやつらが動くなんてことは、いままでの例にはなかったことだ……つまりそれだけキヨタカくんのイレギュラー度が高いってことなんだろうけど……でも、けっきょくのところは、あのふたり次第なわけだしねえ」

「で、どうするんだ、〈希望〉？　守るのか、あのふたりを」

「いまのところはまだ様子見かな？　まだやつらも、キヨタカくんを消してしまうべきかどうか、迷っているようだし……もし仮にしかけられたとしても、それでやられてしまうようなら、むしろそのほうが幸せだろうし……」

　そういって、〈希望〉は星のまたたき始めた夜空を、見あげた。

「さあて……どう動く？　やつら、〈天使〉たち……」



　　★　★　★



　キヨタカとハルマは、ゆっくり、ゆっくり、道をゆく。

　住宅街のなか、なるべく人には見られないように――なにせ、キヨタカの顔ときたら無事な場所がないほどボコボコ状態だったのだから――路ろ地じ裏うらを選んで進んでいた。まだ身体からだに力の入らないキヨタカをハルマが支えて、ふたり、たまによろめきながら、歩く。

「そういえば……なあ、ハルマ？」

「ん？　なあに、キヨタカ？」

　キヨタカを見あげたハルマの瞳ひとみが、すでに点り始めた街灯の光に、きらめいた。

　なるべくキヨタカは体重をかけないように気をつけてはいたのだが、ハルマの顔はもうすっかり汗だくだった。まったく、申し訳なかった。

「おまえさあ……どうしてオレのところに、来てくれたんだ？　すっげー助かったけど……嬉うれしかったけど……でもおまえ、綾あや織おりや、佐さ々さ山やまや、白しら塚つかといっしょに帰ってたろ？　あ……パンドラか？　パンドラが実体化して、呼びにいったのか？」

（違いますよー、キヨタカー？）

「違うよー、キヨタカ」

　キヨタカの右腕に宿やどるパンドラと、横のハルマは、ほとんどどうじに答える。

「じゃあ……どうして」

「感じたから」

「感じた？」

「うん。キヨタカがピンチだって、わたし感じたから。だからいったの。あそこまで」

　へへー、とハルマは汗だくの顔で、笑った。

「べつに気にしなくていーよ、キヨタカ。だってわたし、キヨタカのご主人さまだもんね。キヨタカのピンチに駆かけつけるのは当然の義務だもんね。でも……明日、みんなには謝あやまらなくっちゃ。みんなでパフェ食べてたのに、勝手に抜けだしてきちゃったから」

「ハルマ……おまえ……」

　キヨタカはもう、すっかりたまらない気持ちになってきた。

　感動といって差し支えない感情が、胸の奥からずんどこずんどこ湧わきあがってくる。

「おまえってやつは……」

「うん？」

「スゲエよ……ホント、スゴすぎるよ……スゴすぎ！　マジで！」

「な、なあに、キヨタカ、いきなり、そんなこといって！　わかった！　ボコボコにされすぎて、頭、おかしくなっちゃったんだ！」

　突然キヨタカに褒ほめられた、それは照れ隠しなのだろうか。

　ハルマは真っ赤になってあわてだし、そんなことをいう。

「いや……なんていうかさ……オレも、もっとがんばらなくちゃなあって思ってさ……しもべとしてオレは……まだまだだなあってさ……」

「そ、そんなことないよ！　キヨタカはわたしの立派なしもべだよ！」

「いやあ……まだまだっス……」

「だいじょうぶだって！　立派だって！」

「自分、まだまだっスから……」

「だーかーらー！　立派だってばー！　話を聞けー！」

「ダメっス……一からやり直しっス……」

「なんなの!?　キヨタカ、ヘンだよー!?　ヘン、ヘンー!!」

「もっと精しよう進じんするっス……一日一日が、しもべとしての稽けい古こっス……」

「そのおすもうさんみたいな言葉づかい、やめれー！」

「うす……ご主人さま、もっと厳しく、ご指導ご鞭べん撻たつのほど、よろしくくださいっス……」

　きー！　とハルマが、金切り声をあげた。

　そんなやりとりを続けながら、キヨタカとハルマは、ふたり、寄りそって歩く。

　空の三日月に、見守られながら――。



    

  
    
      


04　〈ぱわーあっぷあっぷ〉



　突とつ如じよあらわれた〈憤ふん怒ぬ〉の前に、生まれて初めての敗北を喫してから、一週間、キヨタカはずっと学校を休んでいた。

　というより、休まざるを得なかった。

　なにせ、顔ときたらまるでアンパンマンのように丸く腫はれあがってしまっていたし。

　病院での検査の結果、幸さいわい、骨にこそ異常は無かったものの、腕やら肩やら胸やら腹やら――つまり上半身の前面ほとんどには、〈憤怒〉に殴なぐられたあとがドス黒く痣あざとなって残って、鈍にぶく痛み、キヨタカの動きをすっかりおじいちゃんへと変えていたしで、とても学校に通える状態にはなかったからだ。

　しかたなく、キヨタカは自宅の自分の部屋で、おとなしく寝ていたわけなのだが。

「んー……」

　一週間が経って、だいぶ顔の腫れも引いたキヨタカの前には、いま、ハルマがいた。

　いつものように制服の上に黒いフードつきのマントなんて羽織った姿すがたで、キヨタカが用意した座布団ざぶとんの上に正座して、両手はスカートから伸びた太ももの先について、そして、眼めを閉じて、唇くちびるを軽く尖とがらせて、なにかを待っていた。

「……」

　そんな、なにかを待ち受ける体勢のハルマを前に、キヨタカは、ぽりぽりと頬ほおを掻かく。

　自宅療りよう養よう中のキヨタカは、学校帰りにお見舞いに来てくれたハルマとは違って、普段着＆寝間着でもある、イエローのジャージ姿だった。

　そのまま、ジャージ姿でハルマの前に正座をしたまま、時は流れて。

　ぱちり。

　閉じていたハルマのまぶたが、開く。

　そして、ぎろり。

　開くなり、ハルマの眼は三角形へと尖った。

「キーヨーターカー！」

「い、いや、ごめん、悪い、悪かった」

　座布団から腰を浮かせて、膝ひざ立だちの状態となってぶんぶんと両手を振っていきどおるハルマに、キヨタカはひたすらぺこぺこと頭を下げて、謝あやまる。

「だけどさ……なあ、しなくちゃダメか？　やっぱり？」

「いまさらなにいってるのキヨタカ！　キヨタカのためでしょ！」

　ぷんすか！

　ハルマは頬をふくらまして、すっかりむくれてしまった。

「そりゃ……そうなんだけどさあ……」

　キヨタカは、はー、と深くため息をつく。



　　★　★　★



〈憤ふん怒ぬ〉にボコられて一週間、キヨタカはなかなか楽しい療りよう養よう生活を過ごしていた。

　顔のアンパンマンっぷりや身体からだの自由が利かないことから外出こそできなかったものの、親友である譲ゆずるが新たな恋愛ゲームや、撮とれたてほっかほかの『外の景色を撮影していたらたまたま偶然、撮れてしまった、春風が女性のスカートにいたずらする瞬間』の写真なんかを差し入れしてくれたり、さなや、みさき、白しら乃のといった女性陣がお見舞いに来てくれたりなど、もうちょっと学校、休もっかなー……なんてキヨタカが思うくらいだった。

　まあ、家族の反応は、多少、アレだったのだが。

　初めてケンカに負けて帰ってきたキヨタカの姿すがたがよほどショックだったのか、父、母、妹の総出で、食事の世話から入浴の世話、あげくの果てには下の世話までしようとしてきて……だいじょうぶだから。自分でできるから！

　そんなこんなの、療養生活、一週間。

　ご主人さまであるハルマは、さすがというべきだろう、毎日、休むことなくキヨタカの家に通ってきてくれていた。

　それも、朝、登校前に一回と、午後、下校後の一回の、一日二回にわたってだ。

　さすがに、朝、学校にゆく前はキヨタカの顔を見るだけですぐに出てゆくが、午後はゆっくりと、あれやこれや、さまざまな出来事を語ってゆく。

　まったく、素晴らしかった。

　素晴らしすぎるハルマのご主人さまっぷりだった。

　まあ、その一日二回の訪問のとき、見るからに高そうな高級車に乗ってやってくるのは、多少、アレだったのだが。

　なにせ、運転手つきだったし。

　キヨタカの自宅前に、ぴたっ、と停まった高級車から、まず運転手を務めていた白髪、白しろ髭ひげのじいやさん――かつてキヨタカもお世話になったことがある――が、びしっとした黒いスーツ姿で降りてきて、うやうやしく後部座席のドアを開けたところで、ようやくハルマは飛びだしてくるとか……ちょっとお嬢さますぎるっスよ、ご主人さま！　近所で噂うわさになってしまったっスよ！

　そういった多少のアレはありつつも、キヨタカは、一週間、幸せに過ごして。

　で、ようやく顔の腫はれも引いてきたことだし、そろそろ明日から学校にいこうかな、とハルマに切りだしたときのことだった。

『じゃあ、キスだね！』

　なんて、ハルマが笑顔で告げてきたのは。

『……は？』

　どうやら、一週間前の、あの屋上での話――『あらかじめキスして魔力を移して、パンドラ・バスターを撃うっても倒れないようにしよう！』計画を、実行しようなんてお誘いだったらしい。

　ええ？　な、なんで？

　当然ながら渋るキヨタカに、ハルマはぶつぶつと、哀かなしげな顔になって、つぶやく。

『だってキヨタカ、また〈災さい厄やく〉と会って、ボコボコにされちゃったら……』

　いや、〈憤ふん怒ぬ〉にボコられたときは、べつにパンドラ・バスターが撃てなかったからやられたわけじゃなくて、ただ単にオレが弱かったからで……とキヨタカが説明しようとしたら、パンドラから制止された。

『ご主人さまの好意、ここはしもべとして、素直に受けるべきですよー、キヨタカー？』

　しもべとして受けるべき……なんていわれちゃあ、さあ。

　と、いうわけで、キヨタカは自室にてハルマとふたり、向きあって座布団ざぶとんの上に正座して、魔力のチャージをするべく、対たい峙じしていたわけなのだが――。



　　★　★　★



（ホント、キヨタカはヘタレですねえ）

　右腕のパンドラが、呆あきれきった口調でいう。

　まったくもって、キヨタカには返す言葉もない。

　目の前でふくれっ面になって、ぷんすか！　とすっかりむくれてしまったハルマに対しても、ただただ小さくなるばかりだ。

　だ、だってさあ……。

　恥ずかしいじゃんか……。

　たとえ前もって自分に魔力を充じゆう填てんしておくためだとはいっても、やはり、こうしてあらたまってハルマとキスするというのは、キヨタカにとってたまらなく恥ずかしいことだった。

　だって、いつもは、パンドラ・バスター発射後で、へろへろになってるわけで。

　なんていうか、緊きん急きゆう事じ態たい？　みたいな感じで、しかたない感が漂ってるわけで。

　でも、いまって、キヨタカは普通の状態なわけで。

　多少、顔に腫はれが残ってるくらいで、あとは平気なわけで。

　なのにキスするのって――。

　まるで、恋人同士みたいなわけで――。

　くうううう～！

　キヨタカは、正座した自分の足に置いた手を、ぎゅー、っと握にぎる。

　イエローのジャージを、ぴん、と張りつめさせる。

「ほら、いくよ、キヨタカ！」

　悩めるキヨタカに、ハルマがいった。

　どうやらハルマは、魔力のチャージを諦あきらめるつもりはまったくないらしい。

　あらためてキヨタカに向き直って正座し、眼めを閉じて、んー……と唇くちびるを尖とがらせた。

「うう……」

　たじろぐキヨタカを、パンドラがせかす。

（ほら、キヨタカ……）

　ハルマが、唇を尖らす。

「ん！」

　パンドラが、せかす。

（ほらほらほら、キヨタカー？）

　ハルマが、唇を尖らす。

「んんー！」

「わ、わかった、わかったよ！　やればいいんだろ、やれば！」

　キヨタカはやけっぱちになって、腰を浮かせ、目の前で正座し、眼を閉じているハルマの肩をつかんだ。

　びく、と身体からだを震ふるわせたハルマに向かって、身を乗りだして。

　ちう。

　自分も眼をつぶって、キヨタカは、ハルマと唇を重ねあわせる。

　ん……んん？

　重ねあわせた唇から、なにか暖あたたかなものが、キヨタカのなかへと入りこんできた。

　ハルマの魔力だった。

　その暖かな力は、キヨタカの唇から、なかへと入りこみ、身体のすみずみまで広がってゆく。いつもそうだった。パンドラ・バスターを撃うって虚きよ脱だつ状態に陥おちいったキヨタカの身体を、いつだってこうしてハルマの魔力は、癒いやしてくれるのだった。

　いつもなら、だいたいこのあたりで、キスは終わるのだが。

　今回は、前もって、ある程度の魔力を充じゆう填てんしておくのが目的だった。

　なので、キスは継続された。

　ちうううううう。

　お、おお、おおおおお、おお！

　す、スゲエ！　スゲエぜ！　コイツはスンゲエ！

　キヨタカの体内はハルマが注そそぎこんだ魔力でこってりと満ちて、つぎからつぎから、活力をあふれさせる。

　いまなら、あいつにだって……！

　あのオッサンにだって、オレは、簡単に……！

　きっと簡単に、あの〈憤ふん怒ぬ〉にだってリベンジを果たすことができる。キヨタカはそう確信した。確信してしまうほどの活力だった。

　そう、それは、まるで、身体からだが数倍にもふくれあがるほどのエネルギーで――。

　うおおおおおおおおおおー！

　キヨタカは、心のなか、吠ほえた。



　　★　★　★



「……キヨタカ？」

　気がついたら、キヨタカは、仰向けになって倒れていた。

　あれ？　と思って、キヨタカは、なぜか自分の上に乗って、不安げな顔つきで見つめてくるハルマに向かって、尋たずねる。

「おわーあ？」

　尋ねて、驚いた。

　なんだ？　いまの？

　たしかいま自分は、『ハルマ？』と呼びかけたはずなのに。

　なのに口から洩もれた言葉は、なにか怪獣のうなり声のようなシロモノだった。

　あれー？　あれれー？　と思って、キヨタカは、身体を起こそうとする。

　できなかった。

　とにかくきつかった。

　なにがなんだかさっぱりわからないのだが、とにかく、着ている服がきつくって、ぱんぱんになってしまっていて、キヨタカは仰向けになって倒れたまま、どうにも身動きが取れないのだった。

「おうあ？　おうああ？」

　口からこぼれるのは、やはり意味不明なうなり声ばかり。

　でもってハルマは、なぜだろう、キヨタカに乗って、ひたすら不安そうな顔をしていた。

「き、キヨタカ……ごめん」

　なぜか謝あやまりだす。

「キヨタカ……トトロになっちゃった……」

「おわ？」

　オイオイ、意味がわかんねーぞ……。

　しかたなく、キヨタカは横にごろりと転がった。

　さっきは、なぜか服が窮きゆう屈くつだったために手足が動かせず、キヨタカは起きあがることができなかった。そこで横に転がって手をつくことで身体からだを起こして、部屋の鏡を使って自分の状態を確認してみようとしたら。

　まず、きゃっ！　と悲鳴をあげて、ハルマがキヨタカの身体の上から落ちた。

　そんな小さな犠ぎ牲せいを払いつつ、キヨタカはどうにか身体を起こして、部屋の隅すみに立てかけてあった姿すがた見み用の長方形の鏡を覗のぞいて見てみたら……。

　そこには、トトロが映うつっていた。

「おふあ？」

　なんでこんなところに、トトロが？

　そうキヨタカはつぶやこうとして、鏡のなかのトトロの口が、自分がつぶやこうとしたとおりに動いていたことに気づく。

　って、ゆーか。

「おふああああー!?」

　これ、オレじゃねーか!?



    

  
    
      



    

  
    
      

　鏡のなか、トトロのようにはち切れんばかりになって、まるですもうとりのような体型になって、着ていたイエローのジャージもぱんぱんになって、おなかなんかぼろりんとさらけ出してしまっていたのが、ほかならぬ自分だとわかって、キヨタカは叫び声をあげた。

「あー」

　と、トトロと化したキヨタカの右腕が黒く染まり、そこからパンドラが姿すがたをあらわす。

　心なしか、パンドラの身体からだも、いつもよりグラマラスに見えた。

「魔力、注そそぎこみすぎちゃったんですねえ～」

　なんともののどかな調子で、パンドラは語る。

「ふおあ？」

　キヨタカは、首を傾げた。

　鏡のなかのトトロな自分も、いっしょに。



    

  
    
      


05　〈愛ゆえに〉



　　　１



　ハルマに魔力を過か剰じよう注入された結果、キヨタカは丸々と太ってしまった。

　人は、突然、トトロのように丸々と太ってしまったりはしない。

　となれば、当然、そんなトトロのようになってしまったキヨタカを見て、『なんでそんなことになっちゃったの!?　いきなり!?』とまわりは疑問に思うだろう。いや、学校のクラスメイトたちや教師たちなら、あるいは一週間休んでいるあいだに太ってしまったと説明すればどうにかなるのかもしれないが、しかし見舞いに来てくれていた数少ない友人たちや、まして毎日顔を合わせている家族をごまかすのは、さすがに無理があった。

　だから、キヨタカは身を隠すことにした。

　しばらくのあいだ、そう、元の体型に戻るまで――。

　ハルマの、実家に。

　すなわち、穂ほ村むら家の豪ごう邸ていに。

　なぜキヨタカは、ハルマの家に身を隠すことにしたのか？

　理由はふたつあって、まずひとつめ。

　穂ほ村むら家の人間は、ハルマが本当に〈魔女〉であることを知っていたからだ。

　なにしろ、ハルマの祖母は〈魔女〉として、実じつ際さいに長らく穂村家を守護してきたのだ。ハルマは祖母の跡を継ぐ〈魔女〉で、そのため家族は彼女が本当に魔力を持っていることを知っており、だからどうしてキヨタカがトトロになってしまったのか、どうして身を隠さなければならないのか、簡単にわかってもらうことができた。

　理由のふたつめ。

　とにかくハルマの家は、バカでかかったからだ。

　郊外の小高い丘の上に建てられた穂村家の屋敷は、高い塀へいに囲まれた広大な敷地のなかに、本館がひとつ、別館がふたつ、プールがひとつ、テニスコートがひとつ、ゴルフの打ちっ放しがひとつ、あとは池やら噴水やら庭園やら、とにかく大きくって、これならトトロなキヨタカがお世話になっても、スペース的にちっとも邪魔じゃなかった。

　かくして、キヨタカがハルマの家に厄やつ介かいになって。

　はや、一週間が経っていた。

「……うん」

　キヨタカは、廊ろう下かの途中にあった姿すがた見みに、自分の姿を映うつし、うなずく。

　大きな大きなハルマ家の廊下の、やはり大きな大きな鏡には、いつも自分が家にいるときのような、イエローのジャージの上下に身を包んだキヨタカが、手には掃そう除じ機きなんて持って、映っていた。

　その普段着であるジャージ上下は、さておき。

　体型自体は、だいぶ元の状態へと戻りつつあった。

　そんな自分の姿を眺めつつ、キヨタカはパンドラの言葉を思いだす――。



　　★　★　★



「――人は、おのれのキャパシティー以上に、魔力を保持しておくことはできないのです」

　と、パンドラはいった。

　キヨタカがハルマの家に入って、初日のことだった。

　トトロになってすぐなので、まだキヨタカは丸々と太っていた。

　うまく動けず、話せず、だからしかたなく、穂村家の人々にあてがわれた部屋――これがまた、まるで高級ホテルの一室のような部屋で、家のなかだというのにバス、トイレつきで、ベッドなんかキングサイズだった――の、そのバカでかいベッドに仰向けに転がって、キヨタカは空中にふよふよと浮くパンドラの話を黙って聞いていたのだが。

「つまり、それって、どーゆーこと？」

　キヨタカの代わりに、ベッドの端はしにちょこんと腰かけていたハルマが、尋たずねる。

「つまりですね、キャパシティー以上の魔力は自然と洩もれだしてゆきますから、放っておいてもキヨタカは元の体型に戻ることができるってことです。およそ……一週間から十日といったところでしょうか」

「パンドラ・バスターを撃うっちゃうなんてのは、ダメなの？」

「もちろん、それでもかまいませんよ？　そうですね、五、六発も撃てば、元の体型に戻ることができるでしょうか。ただし」

「ただし？」

「ただし、急激に魔力を消費するということは、つまり急激に痩やせてしまうということで……急な変化に、肉体が対応できない可能性も……」

「たとえば？」

「たとえば、皮が余あまって、だるんだるんになっちゃうとか」

「おふあー！　おふあー！」

　やだよ、そんなの！

　だるんだるんなんて！　だるんだるんなんて！

　たまらずキヨタカは、吠ほえた。

　って、あれ？　ちょっと待てよ？

　ふと、キヨタカはあることに気づく。

　あれ？　だって、おのれのキャパシティー以上に魔力を保持できないんだったら、ハルマにあらかじめ魔力を注そそぎこんでもらって、パンドラ・バスターを撃っても倒れないようにするなんて……無理なんじゃね？

「お、さすがキヨタカ、いいところに気づきましたねー。ええ、そうですよ。キヨタカ自身が魔力のキャパを増やさないかぎり、いくらハルマから魔力を分けてもらったところで、なんの意味もありません。だってすぐに洩れてしまいますからね」

「おふ？　おふわおわ？」

　トトロチックな声で、キヨタカはパンドラに疑問をぶつけた。

　なんで？　どうしてそれを黙っていたの？

　それを先にいってくれれば、オレ、こんなトトロにならなくってもすんだのに？

「なぜって……ふふふっ、そのほうが楽しそうでしたしー」

　などとふざけたことを抜かして、パンドラはおかしそうに空中を飛び回りだす。

「ふおああああ!?　あふあー!?」

　キヨタカは吠え、ベッドの上で、ぴこぴこと両手、両足をバタつかせた。それがかえっておかしかったのか、パンドラはさらに空を飛ぶ速さを増して――。
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　む、ムカツク……！

　嫌なことを思いだしてしまって、ぎりり、とキヨタカは表情を歪ゆがめた。鏡のなかのジャージ姿すがたなキヨタカも、ぎりり、といっしょに顔つきを歪ませる。

　パンドラの言葉どおり、キヨタカはみるみるうちに痩やせていった。

　穂ほ村むら家に厄やつ介かいになって、もう三日目あたりには普通に動けるようになっていた。言葉も、きちんと人間の言葉を発することができるようになっていた。

　キヨタカが使用人として働き始めたのは、その日からだった。

　なぜ働き始めたかといえば、ただ黙って厄介になるのは、心苦しかったからだ。

　とはいえ、なにかキヨタカに特技があるわけでもなかったのだが――唯一の特技だったケンカの強さは、ついこのあいだ特技じゃなくなった――それでもハルマのじいやさんに頼みこんで、白いワイシャツにベスト、ズボン、そして蝶ちようネクタイなんていう使用人用の服を貸かしてもらおうと思ったら、ハルマがなにを勘かん違ちがいしたのか、キヨタカが普段、家で着ていたイエローのジャージを大量に用意していて、せっかくだからそのジャージを着ながら、おもに屋敷の清掃をおこなっていたのだった。

　に、しても……。

　掃そう除じ機きを手に、キヨタカはあたりを見回す。

　まったく、穂村家の屋敷は豪ごう華かというほかなかった。

　それも、なんといえばいいのか、まるで時の流れが止まったかのような、歴史ある豪華さだ。

　たとえるならば、明治、大正時代の華族の屋敷のよう、というか。

　以前、キヨタカがハルマと儀式をするためにつきあわされた旧穂村邸もそうだったが、洋風の造りで、廊ろう下かには真っ赤な絨じゆう毯たんが敷きつめられ、壁にはところどころ絵画なんてかけられており、高そうな壺つぼやら花瓶の姿も見える。

　天井に目をやれば、繊せん細さいに飾かざりつけられたシャンデリアが、そこかしこにあった。

「スゲエよなあ……マジで」

　キヨタカがジャージ姿で廊下に掃除機をかけるようになって、もう今日で五日目となるのだが、いまだに穂村家の豪華さには慣なれることができなかった。

　あと、慣れることができないといえば――。

「――やーだ。キヨタカったら、なに仕事サボって、鏡なんか見とれちゃってるの？」

　きた。

　ぴきーん、と固まったキヨタカの背後、廊下の向こうから、声は続く。

「なあに、意外とキヨタカってばナル夫？」

「でも、そんな見とれるほどカッコイイかな……いや、わたしは嫌いじゃないけどね？」

「ちょっとちょっと、光みつ子こ、それ、どういう意味？」

「やだ、光子、あなた、抜ぬけ駆がけするつもり？」

「抜け駆けって……まさか悟さと子こ、あなたも？」

　これらは、ぜんぶ、おなじ声だった。

　しかし、違っていた。

　声を発した人物は、みな、違っていたのだ。

　嫌いや々いやながら、しかたなく、ぎこちなく、ゆっくりとキヨタカは振りむく。

　総そう勢ぜい、六人。

　キヨタカの後ろでは、総勢六人の女性が、おなじ顔、おなじ姿すがたで、ぞろぞろと廊ろう下かを連れ立って、こちらに向かってやってくるところだった。

　その髪は、みな、燃もえあがる炎のように、赤い。

　眼めは切れ長で、その眼をふちどるまつ毛は長くて、鼻は小高く、唇くちびるは自信ありげに微笑ほほえむ。背は高く、手足も長い。腰の位置の高さときたら、まさしくモデル並みだ。

　そんなモデル並みの容よう姿しを持つ彼女たち六人は、みな、なぜかメイドの姿をしていた。

　ゲームやなんかで登場するようなミニスカートのメイドではなく、きっちりと長いスカート丈で派手なところなんてまったくない、それは穂ほ村むら家のメイドの姿だった。洗いたてのエプロンが、じつに輝かしい。

　やがて、真っ赤な髪をしたメイド姿の女性六人は、キヨタカの前にずらりと並んで立つ。

「さあて、キヨタカ？」

　うち真ん中に立つひとりが、代表して、話しかけてきた。

「な、なんスか？」

　ふふっ、と六人は互いに目配せして、笑って。

「「「わたしは、だれでしょーか！」」」

　と、綺き麗れいなハーモニーを廊下に響ひびかせ、キヨタカに名前当てクイズをしかけてくる。

　キヨタカは、ぽりぽりと頬ほおを掻かいて、答えた。

「……なにやってんスか、ハルマのお姉さんがた」

「「「ブー！　ブー！」」」

　そろって、お姉さんたちは口を尖とがらす。

「「「それぞれの名前を呼びなさいってば、キヨタカ!!」」」

　そういって、ぷう、と頬をふくれさせた。

　いまキヨタカがいったとおり、彼女たちは、ハルマのお姉さんだった。

　それも、驚くべきことに、というか実じつ際さい、キヨタカも初めて会ったときには驚きまくったのだが、ハルマのお姉さんたちは、なんとまあ、六つ子の姉し妹まいなのだった。

　六つ子である。

　正しよう真しん正しよう銘めいの、六つ子。

　名前は、それぞれ、長女から、巫子いちこ、尼あま子こ、光みつ子こ、夜や子こ、悟さと子こ、夢ゆめ子こだった。

　もちろん、キヨタカには彼女たちの見わけはまったくつかない。

　なにせ、おなじ顔、おなじ髪型、おなじ体型なものだから――しかし、見わけがつかないのは彼女たちの両親、すなわちハルマのパパさん、ママさんもおなじらしく、判別がつくのは当人たちと、あとはハルマのじいやさんだけなそうな。まったく、恐るべし、ハルマのじいやさんであった。

　そんなハルマのお姉さんたちは、なぜか、やたらとキヨタカにべたべたしてくる。

　べたべたするのは、初めて出会ったときからだった。

　穂ほ村むら家にお世話になったばかりなので、まだトトロ状態だったキヨタカのおなかを、ぺたぺたぺたぺた、しつこく触れてきては、『きゃー！』とか『やーん！』とか嬌きよう声せいをあげ、すぐそばにいたハルマに『でてけー！』と怒られたりする。

　いまだってそうだった。

　さっきまで、ぷう、と頬ほおをふくらませ、むくれていたというのに……いきなり機き嫌げんを直したと思ったら、六人でもってキヨタカを囲んでくる。囲んで、つんつんとキヨタカの頬を突いてみたり、腕や肩を撫なでてみたり、髪に触れてきたりする。

「や、やめてください……」

　むせかえるようなオトナの女性の香り――香水なのだろうか、シャンプー、リンス、トリートメント、ボディーシャンプーなのだろうか、とにかく甘ったるい香りに包みこまれて、眼めが回りそうになりながら、キヨタカはべたべたするのを止めるよう、頼んでみた。

　だって、辛いんだ。

　相手は美人で、オトナで、スタイルもよくって、胸なんかも大きくって、おまけにメイド姿すがたで、本来ならば男として歓喜にむせび泣くべき状況なのだろうが、なにせキヨタカは女性に対して免めん疫えきというものがまったくといっていいほどなかった。

　なのに、こんな、六人もの女性に、囲まれて、触さわられて。

　あああああ。

　逃げたかった。

　とにかくキヨタカは、ここから、この状況から、逃げだしてしまいたかった！

　ところが。

「やん、キヨタカったら、なあに、照れてるの？　かわいい！」

　どうも、止めてくれるよう、下手に出てお願いしてみたのは逆効果だったらしく。

「こら、キヨタカが困ってるでしょ、巫子ったら」

「とかいいつつ、尼子、あなたも触ってる」

「光みつ子こなんか胸、押し当ててるけどね」

「夜や子こは手を、握にぎってるよね」

「悟さと子こ、そうやってキヨタカの耳元でささやくのはどうなんだろ？」

「夢ゆめ子こだってもうほとんど後ろから抱きついてるし。じゃあ、わたしもー」

　やめてぇー！　もうやめてぇえー！

　キヨタカは助けを求めようとするが、声がでない。

　ただ、金魚のように、口がぱくぱくとするだけだった。

　あ、ああ……死ぬ……死んでしまう……過か呼こ吸きゆうで、オレ、死んじゃうー……。

　と、キヨタカが死を意識した、そのときだった。

「――こらー！　巫子いちこ、尼あま子こ、光子、夜子、悟子、夢子ー！」

　キヨタカは、自分を取り囲み、押し包む六人のハルマのお姉さんたちの、その真っ赤な髪ごしに、救世主の姿すがたを見た。

　救世主は、ハルマのお姉さんたちを、小さくデフォルメしたような容よう姿しの持ち主だった。

　当たり前だ。

　だって、姉し妹まいなんだから。

　そう、救世主は、彼女たちの妹で、キヨタカのご主人さま、穂ほ村むらハルマそのひとだった。

　キヨタカは、いつものように黒いフードつきのマントから、真っ赤な三つ編みを垂たらしたハルマの、その制服姿を見て、ふと思う。

　あれ……？　ハルマ？　どうして？

　だってまだ時間は午前中で、今日は平日で、だからハルマは学校にいるはずなのに。

　そんな、本来ならば学校にいるはずのハルマは、眼めを鋭くさせ、怒鳴った。

「わたしのキヨタカに！　なにをしてるんだー！」
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　ハルマの剣けん幕まくの前に、メイド姿をしたハルマの六人の姉たちは、きゃあきゃあと笑顔で悲鳴をあげながら、連れだって逃げ去ってしまった。

「ごめんなさいねー、御守護さまー！」

　と、妹であるはずのハルマの名前は呼ばず、『御守護さま』と、そういい残して。

　その場には、キヨタカとハルマの、ふたりだけが残された。

「あ……」

　キヨタカは、六つの女体に迫せまられていたため、熱かったり恥ずかしかったり冷や汗をかいたりで、もうすっかり汗だく状態だった。身体からだに張りついたシャツが気持ち悪くて、身をよじってぺりぺりと剥はがしつつ、ハルマに尋たずねる。

「が……学校はどうしたんだよ、ハルマ？　まだ授業中なはずだろ？」

「……早退した」

　なぜか鋭い目つきのまま、ハルマは答えた。

「そ、早退？　なんで？　おなかでも痛くしたのか？　ぽんぽん、痛いのか？」

「違う！　なんかすっごく嫌な予感がしたから！　ぴきーんって！　背中に、ぞくぞくーって！　キヨタカがまた性懲りもなくピンチになってるって、そうご主人さまは感じたから、だからこうして助けに来たんだもん！」

「あ……ありがとう、ございます、ご主人さま」

　どうしてなんだろう、自分のピンチはこうして無事に救われたというのに、ものすっごく機き嫌げんの悪いままだったハルマに、とりあえずキヨタカは深ふか々ぶかと頭を低く下げる。

「キヨタカ」

　そのキヨタカの後頭部に、ハルマのなにかを押し殺したかのような低い声が、かかった。

「な、なんでしょうか、ご主人さま」

「そこに正座しなさい」

「え？　な、なんで？　どうして？　どうしてオレ、ここに正座？」

「いいから！　早く！」

「あ……あの、オレ、掃除がまだ……！」

「――あとはわたくしがやりますので」

　と、どこからともなくあらわれたじいやさん――いつもどおり、白髪に白しろ髭ひげで、上下ともきっちりとしたスーツ姿すがただった――が、キヨタカが持っていた掃そう除じ機きのノズルを、素早く脇からかっさらってゆく。

　ずいーむ。

　なんとも軽やかな動きで、じいやさんは廊ろう下かに掃除機をかけながら、去っていった。

　そんなじいやさんの後ろ姿を廊下の奥へ消えてゆくまで見送っていたキヨタカは、すぐそばで、じっ、とこちらを睨にらみ続けていたハルマの視線を、思いだす。

「マジすんませんした！」

　ぱっ、とキヨタカはその場に正座した。

　正座して、そのまま頭を下げた。

　土下座の姿勢で、ああ、なんて廊下の絨じゆう毯たん、ふかふかなんだろう……と思う。

「あのね、わかってるの、キヨタカ！　キヨタカはね、わたしのしもべなんだから！　なのになに、あんな、巫子いちこや尼あま子こや光みつ子こや夜や子こや悟さと子こや夢ゆめ子こなんかに囲まれて、デレデレと鼻の下なんか伸ばしちゃって！　しもべとしての自覚、ちょっと足りないんじゃないの！　キヨタカ、あなたのご主人さまはだれなのか、ちゃんとわかってる!?」

「もちろん、それはハルマさまっスー！」

　とめどなく続くご主人さまのお説教に、キヨタカは、なぜ自分が年上のおっぱいの大きなお姉さん好きなんていったら、あれほどハルマが激怒したのか、なんとなーく、わかったような気がした。



　　　２



　その夕方、夕食の席にて。

「――ところで、キヨタカくん？」

　キヨタカは、テーブルの斜ななめ正面の席に座る、ハルマのパパさんに話しかけられた。

　このときキヨタカは、懸命になって夕食の前菜であるほたてのカルパッチョに舌した鼓づつみを打ちまくっていたのだが――新鮮で肉厚なほたての身がっ！　口のなかでぷりんと弾けてっ！　酸味のあるソースとまったりしたオリーブオイルの風味があいまってっ！　んまっ！　んまっ！　んままーっ！　なんてすっかり興奮して――しかし、穂ほ村むら家の長に話しかけられて我に返り、ナイフとフォークを手に持ったまま、相手のほうを向く。

「な、なんでしょうか？」

　キヨタカは、客人だからだろう、朝と夕の食事にはいつもお呼ばれされていた。

　お呼ばれされて、穂村家の家族一同と一緒に食事させてもらっていた。



    

  
    
      



    

  
    
      

　だから、いまもまわりには、ハルマのパパさん、ママさんに、例の六つ子のお姉さんたちの姿すがたがある。みな、きっちりと正装して――パパさんはらくだ色のベストにワイシャツ、ズボンなんて格かつ好こうで、女性陣はイブニング・ドレス姿で――椅い子すに腰かけ、横に長いテーブルを囲んでいた。まわりには給仕役の男女が控ひかえ、それぞれのグラスの中身が少すくなくなったのを見計らっては、飲み物を注そそいでまわったりする。オトナたちにはワインを、キヨタカにはウーロン茶を、そしてハルマにはオレンジジュースをだ。

　キヨタカはそのテーブル席の端はしに、例のイエローのジャージ上下で、座っていた。

　だって、こんなディナーに着る服なんて持ってなかったから……なにせ自分の家でご飯を食べるときなんか、いつだってジャージなのだから。しょうがない。

　でもって、そんな普段着スタイルのキヨタカのとなりには、いつだってハルマが座った。

　キヨタカとは違って、ちゃんとドレス姿でだ。

　それも日替わりで、昨日はオレンジ色の鮮あざやかなドレスだったが、今日は若草色のふんわりとした印象のドレスだった。

　じつに春らしくて、かわいらしい。

　普段、魔女っ子なフードつきのマントを羽織った制服姿のハルマしか見たことがなかったキヨタカは、そんな彼女の私服姿に、毎夕、毎夕、ひそかにどきどきしちゃっていたのだが……それはさておき。

　キヨタカは、話しかけてきたハルマのパパさんのほうを、向いた。

　ハルマのパパさんは、ひとことでいって、穂ほ村むら家の長にふさわしい風ふう貌ぼうの持ち主だった。

　まさしく、明治、大正時代の華族といった顔つきだったのである。

　頭は短く、こざっぱりとしており、その鼻の下にたくわえた髭ひげは、くるん、と両側に向かって弧こを描き、天を向く。そんな、モノクロ写真から飛びだしてきたかのような顔かたちだったハルマのパパさんは、キヨタカを見つめ、にこやかに、こう問いかけてきた。

「キヨタカくんは、いつまでここにいてくれるのかな？」

「え？」

　突然の質問に、キヨタカは戸と惑まどう。

　しかし、みな、いつまでキヨタカが居い座すわるつもりなのか、興味があったらしい。

　質問を浴びせてきたハルマのパパさんの横に座る、ハルマのママさん――娘たちとおなじく真っ赤だった髪を、くるくるくるとまるでアイスクリームのように天に向かってまとめあげていて、じつに〈魔女〉の母親らしかった――や、そのまわりにめいめい座を占しめるハルマの六人のお姉さんたちが、全員、食事の手を止め、じっ、とキヨタカの返事をうかがってくる。

「あ、あー、その、この姿を見てもらってもわかると思うんですけど、だいぶ魔力も抜けて、元の状態に戻ってきましたんで……そろそろ、と考えてましたけども」

　と、自分でも適当だなあ、と思う慣なれない敬語を使って、キヨタカは返答した。

　はたして、それが、みなの求めていた回答だったのか、どうか。

「ふむ……なるほど……」

　そうつぶやくようにいって、ハルマのパパさんはなにやら考えこむようなそぶりを見せる。いや、パパさんだけではなく、みな、いっせいにうつむいたり、視線をさまよわせたりと、物思いにふけりだした。

　な、なんだ……？

　奇妙に感じたのはキヨタカだけではないらしく、となりのハルマも、家族の反応を不思議がって、ん？　と首を傾げだす。

　そのときだった。

「そっかー……じゃあ、お別れの前に思い出作りしなくっちゃねー、キヨタカ」

　と、ハルマの姉のひとり――だれなのかはさっぱりわからない――が、唐とう突とつにそんなことをいいだした。

「ちょっとちょっと、悟さと子こ……思い出作りって、あなた、なにするつもり？」

　どうやら悟子だったらしい。

　しかし、その悟子に尋たずねた相手は、いったいだれなのやら。もちろん、実の両親にすら見わけがつかないものを、キヨタカにわかるはずもない。

「そんなの決まってるでしょー、光みつ子こ。男と女の……やだ、みなまでいわせないでよ」

「なあに、その顔……えっちすぎ！」

　ここで、ほかの姉たちも会話に混ざってきた。

「まあ、えっちな顔って、みんなおなじ顔なんだけどね」

「つまり、みんなえっちな顔ってことでしょう？」

「やめてよね、巫子いちこ……わたしは違うもの！」

「うんうん、わかってる、わかってるってば、夜や子こ……夜子は顔だけじゃなく、中身もえっちなのよね？」

「よかったわねー、キヨタカ。顔も中身もえっちなお姉さんと思い出作りできて」

「なにいってんのよ、キヨタカと思い出作りしたがってたのは悟子じゃない！　……うん、まあ、どうしてもっていうんなら、思い出作り、してあげてもいいけど」

「って、けっこう乗り気じゃないのよ、夜子！　ズルイ！　わたしもー！」

　女三人寄ればかしましい、なんて言葉をキヨタカは聞いた覚えがあるが、六人も集まれば、もう、とどまることを知りやしない。

　おまけに内容も内容だった。

　図らずも話題の中心になってしまったキヨタカは、非常にいたたまれない気持ちになって、うつむく。ああ、ほら、となりのハルマの機き嫌げんが。ああ、もう、ナイフとフォークを握にぎりしめたまま、口をへの字にして、ぷるぷると震ふるえだして。

　だ、ダメだっ！

　このままじゃ、とにかく、ダメだっ！

「あ、あのっ、あのっ、あのあのあのっ！」

　どうにかして話題を変えようと、キヨタカは勇気を出して会話に入ってみた。

　みなの視線がキヨタカの側へと集まったのを見計らって、とっておきのジョーク、「ぼ、ぼく、男にしか興味がないんで！」を放とうとしたところで。

「おまえたち……いいかげんにしなさい」

　ハルマのパパさんが、咳せき払ばらいをひとつして、そう静しずかに娘たちを叱しかった。

　さすがは一家の長というべきか、娘たちは黙りこみ、室内は、しん、と静まり返る。

「そうですよ、あなたたち」

　パパさんのとなりに座るママさんも、厳しい表情で語った。

「こういうことは――まず、年上からでしょう？」

　うんうん、そうそう、まずは年上から……と、その言葉にあやうく感心しそうになって、え？　とキヨタカはハルマのママさんの顔を見る。

　にっこり、ハルマのママさんはキヨタカを見つめ返して、微笑ほほえんだ。

「というわけで、まずはママが最初ね？　よろしく、キヨタカさん」

「あ……」

「こら、魔ま美み！」

　あまりに信じられない展開に、すっかり思考回路がフリーズして停止してしまったキヨタカに代わって、ハルマのパパさんが真横に座るママさんを鋭く睨にらみつける。

　と、思ったら。

「……わたしのほうが、おまえより年上なんだぞ？」

　にっこり、微笑んだ。

　その微笑みを、ハルマのパパさんは、そのままキヨタカへと向けてくる。

「キヨタカくん……やさしくするよ？」

　な……！

　なんだあ、そのノブレス・オブリージュ・ジョーク！

　笑えない、笑えないよ！

　残念ながら、生まれも育ちも中流階級のキヨタカには上流階級のかたがたのジョークはさっぱり理解できなかった。正直、あんまり理解したくもなかったし……って、いうか、よかった！　「男にしか興味がないんで！」なんていわなくて！　あぶなかった！

　と、あまりの波は瀾らん万ばん丈じような展開っぷりに、キヨタカが口をぽかーん、とさせていたら。

「――っ！」

　なんて声にならない声を洩もらしつつ、横のハルマが、がたん！　と乱暴に席を立った。

「――御守護さま？」

　ハルマの瞳ひとみは、激した感情のためか、すこし潤んでいた。

　その濡ぬれた瞳で、自分のことを名前ではなく、やはり『御守護さま』と呼んだ父親、母親、そして六人の姉たちを睨にらみつけて、ハルマはきびすを返す。

　穂ほ村むら家のディナー・ルームから、足早に出ていった。

　控ひかえていたじいやさんが、ジャストなタイミングでドアを開け、閉める。

「は、ハルマ！」

　あわててキヨタカも立ちあがって、あとを追った。

　ハルマの家族たちに一礼して、部屋の外へと出ようとしたキヨタカの背に、声がかかる。

「キヨタカくん……御守護さまのこと、よろしく頼む」

　そういって、ハルマのパパさんは、深ふか々ぶかと頭を下げた。

　横のママさん、まわりの姉たちが、パパさんに続く。

「――ウス！」

　キヨタカは力強く返事して、駆かけだした。



    

  
    
      



    

  
    
      

　　★　★　★



「……なあ、ハルマ？」

　キヨタカは、おそるおそるハルマに声をかけてみた。

　が、ベッドにダイブして突っ伏したまま、そのいきおいでまくれあがってしまってぱんつ丸だし状態だったドレスの裾すそを直すことすらせず、ひたすら『いまわたしに話しかけないで』オーラを全開にしていたハルマは、やはり呼びかけには応こたえてくれなかった。

　ため息ひとつ、キヨタカはがしがしと自分の頭を掻かく。

　あれから――気分を害して夕食の席を飛びだしたハルマを、キヨタカが追いかけてから――ほどなくキヨタカは、廊ろう下かでハルマに追いついた。

　しかし、無視された。

　いくら話しかけても、なだめてもすかしても、ハルマはキヨタカを無視して、肩を突っぱらせた怒り肩＆表情を尖とがらせた怒り顔でもって、ずんずんずんずん、廊下を進む。

　そうしてキヨタカを無視したまま、とうとうハルマは自分の部屋にまで戻ってしまった。

　屋敷の三階、奥にあった、〈魔女〉の間にである。

　穂ほ村むら家の守護者である〈魔女〉が住まう場所にふさわしく、豪勢な部屋だった。

　とにかく広かった。

　まるでホテルのスイートルームのように、部屋は寝しん室しつだけではなく、来客用の間、小さなキッチン、バスルームのほか、さらにはウォークイン・クローゼットまで備そなえつけてある。いままでなんどかキヨタカもなかに入れてもらったことはあったが、まったく、いつ訪おとずれても豪勢な部屋だった。

　いまキヨタカは、その〈魔女〉の間の、寝室にいた。

　寝室には、ハルマの前に住んでいた、先代の〈魔女〉――すなわちハルマの祖母の愛用品だったのだろうか、アンティークなデザインの化粧台や、キヨタカには読めない字でタイトルが書かれた本が並ぶ本棚に、あとは小さなテーブル、椅い子す、それに、ウォークイン・クローゼットへと続く通路への入り口なんかがあった。

　だが、なにより眼めにつくのは、大きな大きな、天てん蓋がいつきのベッドだろうか。

　まるで西洋のお姫さまが眠るかのような、細かな飾かざりの入った屋根つきのベッドで、そのシーツの上にはいつも部屋の主といっしょに寝ているのだろう、くまさんやらうさぎさんやらワニさんのぬいぐるみがあった。

　そのぬいぐるみたちをダイブして押しのけて、いま、ハルマは突っ伏していた。

「ハールマー……」

　あらためてキヨタカは呼びかけてみたが、やはり、返事はない。

　ばりばりと頭を掻きながら、キヨタカはハルマが突っ伏すベッドの縁へりへと、腰かけた。

　とりあえず、ベッドにダイブしたいきおいで、ぺろん、とまくれあがっていたままだったハルマのドレスの裾すそをつまみあげて、そっと戻す。純白だったぱんつを、隠した。

「あのな、ハルマ……おまえのこと、よろしく頼むってさ、おまえのパパさん、ママさん、お姉さんたちから、オレ、お願いされたぞ。ご家族ご一同さまからさ」

　突っ伏したままだったハルマの、その赤い三つ編みの頭をキヨタカは見つめる。

「だからさ、そんな怒るなよ……ほら、オレに対するアレはさ、みんなただからかってるだけだって。ほら、オレってさ、おまえが初めて家に連れてきた男の子なんだろ？　となればさ、家族なら気になるって。気になってしかたなくって、だからついついからかっちゃったんだって。オレの家のときだってそうだったろ？　おまえを初めてオレの家に連れてきたときなんて、ホント、ヒドイもんだった……」

　いや、さきほどの自分に対するハルマの家族のアレが、本当にただのからかいだったのか、じつはキヨタカにもあまり自信はなかったのだが……いや、きっとそうだ。ただのからかいだったに違いない。じゃないと……とくにパパさんのアレは……アーッ！

「……違う」

「ん？　ハルマ？」

　突っ伏したままで、ハルマがぽつり、洩もらした。

「あんなの……家族じゃない」

「って、オイオイ、ダメだろ、そんなこといっちゃ。いくらムカついたからって……」

「――だって！」

　がばりと、突然、ハルマは身体からだを起こす。

「キヨタカだってわかってるくせに！　あのひとたちは、わたしのこと、家族だなんて思ってやしないって！」

　その瞳ひとみに、いまにもこぼれそうなほど涙が浮かんでいるのを見て、キヨタカはひるんだ。

「そうだよ……あのひとたちは、わたしのこと、家族だなんて思ってやしない……だって、娘に向かって、『御守護さま』なんて、いう？　いうの？　キヨタカの家では、キヨタカのこと、そんな風にいうの？」

「いや、でも、だって、それはさ……」

「わかってる。それはわたしが〈魔女〉だから。一生をかけてこの家を守護していかなくちゃならない宿命を持つ、穂ほ村むら家の〈魔女〉だから。だから、守護者だから、家族じゃないから、だから、しきたりで、わたしは『御守護さま』と呼ばれて、だから、だから」

　うー、とハルマの顔は、くちゃくちゃになる。

　ぎゅーっ、と固く眼めをつぶって、眉み間けんには皺しわを刻きざんで、唇くちびるを噛かんで、そうして、ハルマはぽろぽろと、涙をこぼす。

　そんなハルマを、前にして。

　キヨタカは、抱きしめた。

　ただ黙ってハルマを抱きしめて、その小さな背中をさすってやった。

　抱きしめられて、ハルマは泣く。

　声をあげずに身体からだを震ふるわしてすがりつき、ハルマは、キヨタカの胸元を濡ぬらした。



　　★　★　★



「――ハルマ」

　キヨタカは、後ろのハルマに向かって、声をかけた。

　ハルマは、ベッドの上に女の子座りして、いまにも寝しん室しつから出ていこうとするキヨタカを、じっ、と見送っていた。

　その眼めは充血して、すっかり赤い。

「その……どうしてもオレはこの家の人間じゃなくって、なんていうか、部外者で、だからずっとこの家で〈魔女〉として暮らしてきたおまえの気持ちを、きっと本当の意味ではわかってやれてないんだろうけど……それでもさ、オレの眼から見たおまえたち、ハルマ、おまえと、パパさん、ママさんと、あの六つ子のお姉さんたちはさ、やっぱり……家族にしか見えなかった。本当だよ。たとえみんながおまえのこと、『御守護さま』って呼んでいても、さ……」

　しかしハルマは、キヨタカを見つめたまま、なにもいわなかった。

「……じゃ、また明日な、ハルマ」

　そういって、キヨタカは寝室の外へと、一歩踏ふみだす。

「……キヨタカ」

「ん？」

　キヨタカは踏みだした姿勢のまま、振りむいた。

「……ありがと」

　ぼそっと、キヨタカを見つめて、それだけをハルマはいう。

「……おう！」

　キヨタカは笑顔で応こたえて、こんどこそ、ハルマの部屋の寝室から、出ていった。



　　　３



「どうしたもんかな、実じつ際さい……」

　キヨタカは自分の部屋に戻って、そうつぶやく。

　穂ほ村むら家の〈魔女〉――。

　ハルマや、ハルマの祖母など、代々、穂ほ村むら家に〈魔女〉として生まれた女性たちは、〈御守護さま〉と呼ばれ、その名のとおり、さまざまな災いから家を護まもるのだという。

　実じつ際さい、これほどまでに穂村家が栄えているのは、〈御守護さま〉のおかげらしい。

　どうやら、ただ存在してくれているだけで〈御守護さま〉は力を発はつ揮きするらしく、なんでも、その膨ぼう大だいな魔力が、勝手に穂村家を幸福へと導みちびいてくれるんだそうな。

　って、ゆーか。

　それって〈魔女〉っていうより、むしろざしきわらしじゃね？

　まあ、ざしきわらしは人間からは生まれてこないだろうし、ハルマの祖母はきっちりと魔術のたぐいも修めていたらしいのだが。よくハルマが、『おばあちゃん、なのにわたしには、なにも教えてくれなかった……』とグチっていたのを、キヨタカは思いだす。

「はー……」

　キヨタカは、ため息をこぼしつつ、ベッドに腰をおろした。

　家を守護する〈魔女〉たちは、それゆえに、家族としては扱あつかわれない。

　生まれたときから敬うやまわれ、〈御守護さま〉と呼ばれる。なんたって全自動幸福導き装置だ。家族として対等に接するだなんて畏おそれ多おおい。だからああして、ハルマのパパさん、ママさん、お姉さんたちは、ハルマを『御守護さま』と呼ぶ。ハルマも、両親や姉をパパとかママとかお姉ちゃんなんて呼ばずに、名前で呼ぶのだ。

「たまんねーよなあ……」

　もしキヨタカが、家族からそんな扱いをされたとしたら。

　もう、想像するだけでツライ。

　だって家族なのに。

　本来だったら、いちばん気を許ゆるせる相手なはずなのに。

　なのに、本当の名前も呼ばれず、『御守護さま』なんて呼ばれて、敬語で話されて。

「……でもなあ。言葉遣いだけだと思うんだよなあ」

　どさっと、キヨタカは腰かけたベッドに、仰向けになって倒れこむ。

　天井を見あげながら、思った。

　本当にハルマの家族が『御守護さま』であるハルマに対して敬意を持って接しているのなら、キヨタカに対して、あんなからかいかた、してくるだろうか？

　だってキヨタカは、ハルマのしもべなのに。

　仮にしもべであることを抜きにしたって、『御守護さま』の客人のはずだ。

　客人に対して……あんな、『キヨタカくん……やさしくするよ』とか、ねえ？

　やっぱりキヨタカは、アレはハルマが初めて連れてきた男に対する、家族としてのちょっとタチの悪いからかいだと思うのだった。いや、ハルマにはまったく伝わってないんだけど。思いっきり怒らせちゃってるんだけど。

（まー、当事者だと、かえってわからないことって、よくありますよねえ）

　脳のう裏りに響ひびいた声に、キヨタカは、にやりと笑みを浮かべる。

「ずいぶんとひさしぶりだな……？　なにやってたんだ、パンドラ？」

（寝てました）

　くわあああ、とキヨタカの右腕に宿やどるパンドラは、あくびの声を聞かせてきた。

「のんきだなあ、おまえは……こっちはご主人さまの家族問題で頭が痛いっていうのにさ」

（普段、あまり使ってないから、めずらしく使うと痛むんですよ……ところでキヨタカ、そこの手紙はなんなんです？）

「た、たまには使ってるっつーの！　失礼な……って、あん？　手紙？」

　キヨタカは、寝そべっていたベッドから、身体からだを起こす。

　ベッドの脇にあった小さなテーブルの上に、なるほど、封筒に入った手紙があった。

「なんだあ、これ……？」

　キヨタカは手を伸ばして、その洋風の封筒を取った。

　きちんと封がしてあったので、とりあえず、びりびりと口を手で破る。

（あー、あー、そういうときはペーパーナイフを使うんですよ、キヨタカー）

「う、うるさいな、知ってるよ、ペーパーナイフだろ？　もちろん知ってるっつーの。ただ、ほら、いまは早く読まなきゃならないから……巧こう遅ちより拙せつ速そくってやつ？　みたいな？」

　いちいち指摘してくるパンドラに、そっか、ペーパーナイフってこういうとき使うんだ……普段、手紙なんかもらわないから……とキヨタカはひそかに思いつつ、引き裂いた部分が汚くぼろぼろになってしまった封筒から、手紙を抜きだし、広げた。

「えーっと……？」
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「失礼しまーす……よっと」

　キヨタカは、道中、だれとも会わずに、手紙で指定された場所へと行き着いた。

　穂ほ村むら家の人々が朝、晩の食事をとる、あのディナー・ルームである。

　自分の家族の、キヨタカに対するからかいがあまりにひどすぎて、怒りのあまりにハルマが途中で退席してしまった、あの部屋――ちょっとした会議室並みの広さがあったディナー・ルームに、キヨタカは静しずかに入りこむ。

「まだ……来てないみたいだな？」

　そっとドアを閉めてから、キヨタカはあたりを見回した。

　壁の一面に張られたガラス窓から、月明かりや庭の外灯など、外の光が差しこんできて、なんどとなくキヨタカもハルマの家族といっしょに囲んだ横長のテーブルや、そのまわりにずらりと並ぶ椅い子すを照らしだす。

　しかし、人の姿すがたも気配も、なにも感じられなかった。

　ふむ、とキヨタカはジャージのお尻しり側のポケットに突っこんでいた例の手紙を取りだして、あらためて広げ、読む。

『ハルマのことについて、大切なお話があります。いつも貴方あなたが家族と共に食事をとるディナー・ルームにて、今夜十二時、お待ちしております』

　キヨタカの部屋に置いてあった手紙には、そう記しるされてあった。

　だれからの手紙なのかは、わからない。

　差出人の名前が書かれてなかったし、手紙の文章自体も、どうやらパソコンで書いてプリンターで印字したものらしく、手書きじゃなかったため、字体からなにかを読みとることすらできなかった。

　現在の時刻、十一時五十五分。

　五分前行動は基本だからな……とキヨタカはディナー・ルームの壁に掛けてあった柱時計に眼めをやって、確認し、パンドラに語りかける。

「なあ、パンドラ……だれが来ると思う？」

（さあ。だれでしょうかねえ？）

「オレは……家族のだれかだと思う」

（あのう、キヨタカ。それは予想になってないと思うんですが）

「だってしょーがねーだろー？　こんな印刷された文字じゃ、相手が男なのか女なのか、若いのか中年なのか、ちっともわかんねーし」

　ぴらぴらとキヨタカは手紙を振ってみせた。

「とにかく……きっと家族だぜ。家族が、ハルマのことで、オレになにか話があるんだ。きっとそうだ。なんだろうな、いったい？」

（さあ。なんでしょうねえ）

　なぜか、パンドラの声には楽しげな響ひびきがあったことに、キヨタカは気づく。

「なんだ？　なにがおもしろいんだ？」

（いえ……そういえば、前にもキヨタカは手紙で呼びだされたことがあったなあ、なんて思いだしまして。あのときはかわいいかわいい綾あや織おりさなちゃんが待っていたわけですが）

「おまえ……なにがいいたいんだよ？」

　パンドラは、いった。

（ハルマのご家族のかた……パパさんも、ママさんも、六人のお姉さんがたも、みなさん、ずいぶんとキヨタカのことがお気に入りの様子でしたよねえ）

　ぶっ、とキヨタカは薄暗いディナー・ルームのなか、ひとり噴ふきだす。

「ばっ、ばーか、アレは冗談に決まってるだろー？　オレみたいなガキ、あの人たちが本気で相手にするわけなんかねーじゃんか！　ってゆーか、ナニ？　なんだ？　おまえ、あの人たちがオレに告白するため、この手紙で呼びだしたって、そういいたいのか？　ハルマのことをダシにして？　まさかあ！　だいたい……おまえ、ずっと寝てたんじゃねーのかよ！　起きてたのか？　今日、メシ食ってたときも？」

（キヨタカの好みはどなたなんですか？）

「話を聞け！　質問に答えろ！」

（巫子いちこですか？　それとも尼あま子こですか？　光みつ子こ？　夜や子こ？　悟さと子こ？　夢ゆめ子こ？）

「あのな……オレにはハルマのお姉さんたちは、だれがだれなんだか、さっぱり見わけがつかねーんだからさ」

（ふむ。ということは、六人、だれでもかまわないと……）

「いったか!?　オレ、いま、そんなこと、ひとことでもいったか!?」

（だってキヨタカの好みは、おっぱいの大きな年上のお姉さんタイプなんですよね？　ハルマのお姉さんがたは、まさしくドストライクじゃありませんか）

「そ、そうだけど……そうなんだけど……」

（わかった。わかりましたよ、キヨタカ。母親ですね？　ハルマのママさんに、その青い劣れつ情じようをぶつけんと……いや、もしかしたらいろんな意味で大穴、ハルマのパパさんなんでしょうか……）

「ああ、オレもわかったよ。パンドラ、おまえ、オレのことからかって、遊んでるだろ？」

（いえいえ、これが意外と本気でして。キヨタカの溜たまりに溜まった性欲をだれかに発散していただければ、それだけハルマの身は安全になるわけですから）

「だーかーらー！　オレはハルマをそんな眼めで見たことはねえっつーの！」

（しっ。静しずかに。だれかに見られたら、ひとりごとをぶつぶつつぶやいているように思われますよ？）

　この……！

　キヨタカはパンドラの言葉に、心底ムカツキながらも従った。

　まだハルマの家族も、キヨタカとハルマがパンドラの封印を解といて、〈災さい厄やく〉を世の中にバラまいてしまった件けんは知らないはずだった。

　つまり、キヨタカの身にパンドラが宿やどっていることも知らないはずで。

　なのにいまのようにパンドラと会話する姿すがたを見られたら、たしかにひとりごとをぶつぶつとつぶやく、ちょっとアブナイヤツに思われてしまうだろう。

　キヨタカは、黙りこんだ。

　黙りこんで、薄うす闇やみのなか、待った。

　待って、待って、待って。

　やがて、朝が訪おとずれた。
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「……な、なんなんだよ、いったい」

　キヨタカは、時計に眼めをやる。

　すでに朝の五時近くになっていた。

　窓から入りこむ光はとっくに明るいものとなり、横長のテーブルを、椅い子すを、というよりディナー・ルーム全体を、白々と浮かびあがらせている。徹夜明けに、朝の光はちょっと、いやかなり、優しくなかった。

「十二時に、ここで待ちあわせだろ……？　そうだろ？　だよな？」

　キヨタカは手紙を取りだし、広げて読む。

　もうなんども繰り返した作業だったので、手紙はすっかりくちゃくちゃになってしまっていた。

（もしかして、お昼の十二時だったんですかねえ）

「いや、ここにたしかに、今夜の十二時って書いてある！　ほら！　ほらほら！」

（では、答えはひとつですね）

「答えは、ひとつ……？」

　キヨタカは、はっ、となって、耳をふさぐ。

「いや、いい！　聞きたくない！　いうな、いうなよ、パンドラ！」

　しかし、パンドラの声は脳のう裏りに響ひびくのだから、耳をふさいだところで意味がなかった。

（だれかのいたずらだったと……）

「あー、あー、あー！　聞きたくないっていっただろ！　うう……」

　キヨタカは耳をふさいでいた両手を顔に当て、目元を覆おおって、うなだれる。ものすごく眼がしばしばとしていた。完全に寝不足である。

「オレ、だれかに嫌われてんのかなあ……」

（と、いいますか、どうしてこんな時間まで待っていたんです？　一時間も待ってこなかったら、普通、帰りませんか？）

「だって……ハルマのことで話したいことがあるって……」

（ああ……しもべとしては）

「そうだよ。しもべとしては、そんなの待つしかねーじゃんか」

（帰りましょうか、キヨタカ）

「うう……だれだか知らねーけど、ヒデエよ……」

（キヨタカ殺すにゃ刃は物ものはいらぬ、ハルマをダシに、すればいい……）

「パンドラ、それ、冗談になってねーから」

　とぼとぼと、キヨタカは肩を落としながら帰った。

　幸さいわいなことに、昨夜、ディナー・ルームへ向かうときとおなじく、自分の部屋に戻るときも、キヨタカはだれとも出会わずにすんだ。よかった。本当によかった。だって、「こんなに朝早く、なにをしているの？」なんて訊きかれても、非常に答えにくい。騙だまされて、朝までディナー・ルームで来るはずもない人を待っていたなんて……恥ずかしー！

　なんてヒドイいたずらだよ……。

　これがいわゆる、ノブレス・オブリージュ・ジョークなのか……？

　そう思いながらキヨタカはベッドのなか、朝の清掃までのわずかな時間、眠りについたのだが……しかし、いたずらではなかった。

　れっきとした、事件だった。
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「ネックレスがね……無くなってしまってね」

　ハルマのパパさんが、語る。

　毎朝、キヨタカもまじえた穂ほ村むら家の家族一同は、あのディナー・ルーム――昨夜、キヨタカが待ちぼうけをくらった場所――に集まって、朝食をとる。

　その朝食の席での、出来事だった。

「ネックレスって……なあに、パパ？」

「またどこかへ置いてきちゃったんじゃないの？　パパもママも、よく失くすんだもん」

　ハルマの姉たちが、うんうん、とうなずく。

「それがだね……」

　と、ここでハルマのパパさんとママさんが、互いに視線を交わし、うなずいた。

　パパさんに代わって、ママさんが頬ほおに手を当て、ため息まじりに、洩もらす。

「あのネックレスなのよ」

「あの？　あのって……あの？」

「そう、あの」

「ウソ！　あの!?」

　なにやら、みな、にわかに驚きだした。

「なあ、ハルマ……『あのネックレス』って、なんだ？」

　中ちゆう途と半はん端ぱにわずかな時間、眠ってしまったため、かえって厳しくなってしまった眠気に耐たえながら、キヨタカはとなりの席のハルマに、小声で尋たずねる。

「いちおくえん……」

　ハルマは、じっ、と自分の父親を見つめながら、いった。

　その姿すがたは昨日のディナー時とおなじ、若草色のドレスのままだった。どうやらあれから、ハルマは着替えもせずに寝てしまったようで、ところどころ皺しわができてしまっている。

　ちなみにキヨタカも、昨日とおなじ、イエローのジャージ姿であった。

　どうせ、着替えたって、おなじジャージだったし……。

　もっとも、そんな適当な姿で朝食をとっていたのはキヨタカとハルマぐらいなもので、あとのみんな、パパさん、ママさん、お姉さんたちは全員、ちゃんとパジャマを着て、それぞれ、上にガウンなりなんなりを羽織っていた。

「いちおくえん？」

　キヨタカは、聞き慣なれない言葉に、思わずハルマに向かって聞き返す。

「なんだ、それ？　どこの言葉だ？　フランス語？」

「日本語だよ、キヨタカくん……」

　パパさんが、朝、起きたばかりなはずなのに寝癖ひとつない、ぴっちりと整えられた髪と髭ひげでもって、キヨタカを優しく見つめ、いった。

「日本語って……え!?」

　それって、つ、ま、り？

　一、億、円!?

「マジっスか！」

「マジなんだ、キヨタカくん。本当に、無くなってしまった――」

　はは、と力なく、笑う。

「ダイヤがね、こう、びっしりとちりばめてあってね……」

「アレはもう、ネックレスっていうより、ダイヤの固まりよね」

「うんうん、だって余あますところなくダイヤなんだもん」

「真ん中に、ひときわ大きなのが、どん、どん、どんって、三つあって。あれ、合計何カラットだっけ？」

「八十一」

　父親の説明を、まわりに座る娘たちが補足してくれた。

　しかし、いくらくわしく説明を受けても、キヨタカは頭のなかにそのネックレスの映像を浮かびあがらせることはできなかった。そもそもアクセサリー類にはあまり縁がなかったのだ。妹のアイが持ってるのは、チープな、おもちゃのような小物類ばかりだったし、母親はそれなりに所有していたように記憶しているが、あまり興味がなかったので、具体的には覚えていない。

　八十一カラットって、どんなんだろ……。

　気がついたら、パンを片手に、ぽかんと口を半開きにしてしまっていたキヨタカは、なぜかパパさんの視線がずっと自分に注そそがれたままだったことに気づいて、我に返った。

「あの、そのすっごいネックレスが無くなったって……」

　パンを半分にちぎりながら、自分を見つめたままのパパさんに、キヨタカは尋たずねる。

　やはりキヨタカを見つめたまま、パパさんは答えた。

「……盗ぬすまれたんだ」

　えー！　一同、声をあげる。

　キヨタカだっていっしょになって声をあげた。

　だって、一億円だぜ！

　ゲーム、どのくらい買えちゃうんだよ！

　何人、二次元の女の子を攻こう略りやくできちゃうんだよ！

（いちご大福も、ですね）

　そんなに買ったって食いきれないだろ！　ってゆーか話、聞いてたのかよ！　とパンドラに心のなかでツッコミつつ、それよりも、さきほどからキヨタカには気がかりなことが、ひとつだけあった。

　パパさんの眼めが、ずっとキヨタカから、離れない。

　いや、それどころか、となりのママさんまで、じっ、と見つめてくる。

　その事実に気づいて、ハルマの六人の姉たちも、キヨタカへと視線を向けてきた。

　みなの視線を受けて、キヨタカは、自分を指さす。

「……え？」

　まさか？

「オレ？」

　まさか、オレが？

　一億円のネックレスを盗んだ、え？　犯人？
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「わたしも、そうは思いたくないのだが……」

　ハルマのパパさんが、しみじみとため息をついた。

「ち……」

「――違う！」

　違う、とキヨタカの代わりに叫んでくれたのは、となりの席のハルマだった。

　席から立ちあがって、ハルマは吠ほえる。

「キヨタカは違うもん！　キヨタカはそんなこと、絶対にしない！　たしかにキヨタカはおっぱいの大きなオトナの女には弱いし、すっごく鈍にぶいし、頭もあんまりよくはないし、すぐケンカばっかりするけど……」

「お、オイオイ、褒ほめてないぞ、ハルマ……」

「だけど、物を盗ぬすんだりなんか、他人様のものに手を出したりなんか、絶対にしない！　しないんだもん！　しないったら、しないんだからーっ！」

　ぶんぶん、とハルマは両手を振って、懸命に訴えかけた。

「ハルマ……」

　ご主人さまのご厚こう情じように、しもべであるキヨタカは、泣けてきそうになる。

　しかし。

「ですが、御守護さま……」

　パパさんは、ハルマをまっすぐに見つめ返して、いった。

「目撃者が、いるんですよ」

「――目撃者？」

　その言葉に、ずくん、とキヨタカの胸は、ひどく高鳴る。

　な、なに？

　目撃者って、なに？　なんなの？

「昨夜のことですが……深しん夜や遅く、十二時ごろ、キヨタカくんが廊ろう下かをひとりで歩いているところを、このメイドが目撃していたんですよ」

「あ、いや、それは……」

　キヨタカはあたふたしながら、パパさんの背後に控ひかえていた、メイドを見た。

　いたのかよ！

　オレが昨日、ディナー・ルームにいく途中、廊下ではだれにも会わなかったと思っていたのに……いたのかよ！　メイドさんなんか！　マジで!?

　そう思ってキヨタカがメイドを見ると、相手は、深ふか々ぶかとおじぎを返してきた。

「あ、ども……」

　反射的に、キヨタカもおじぎを返す。

「――だから!?」

　おじぎするキヨタカの横で、ハルマが席から立ったまま、反論した。

「だってキヨタカ、おしっこだったかもしれないじゃない！　いや、うんちだったかもしれないけど！　いまにも漏れちゃいそうで、だから……」

「いいえ、それはありえません、御守護さま」

　ハルマ、女の子がおしっことかうんちとか、そんなこといっちゃいけません……とキヨタカが内心、思っていたとき、ハルマのパパさんは、静しずかに娘の言葉を否定する。

「キヨタカくんの部屋には、きちんとトイレが備そなえつけてあるんですよ？　それに、キヨタカくんが目撃された廊下の先に、客人用や、使用人用のトイレはありませんでした」

　パパさんの視線が、キヨタカへと向く。

「あったのは、わたしたち、夫婦の部屋だったんだよ……」

　どこか哀かなしげな笑みを浮かべて、パパさんは語った。

「今朝、寝しん室しつから出たら、わたしたちの部屋のなかがすっかり荒らされていてね……で、調べてみたら、あのネックレスだけが無くなっていて……」

「あー、これは確定ね」

　ハルマのお姉さんのひとりが、いう。

「ほら、キヨタカ、魔が差しちゃったんでしょ？　昨日、パパとママにあんなこといわれちゃったものだから、その気になって、夜よ這ばいにいって……で、たまたまあのネックレスを見つけちゃったから、ふらふらと、ポケットに……」

「いまなら許ゆるしてあげるから。正直にいっちゃいなって」

「だいじょうぶ。ね、パパ？　だいじょうぶだよね？」

「もちろんだとも……キヨタカくんは、きっと高そうな宝石がそこらに転がってるのを見て、これでは危ないと思って、しまっておいてくれたんだろう？」

「そう！　きっとそうよ、パパ！　よかったね、キヨタカ！」

「ち……違う！　違います！」

　みんなから口々に優しく犯人扱あつかいされて自首を勧められて、さすがにキヨタカは黙っていられず、立ちあがった。

「オレは、その、昨日、だれかから呼びだされて、それで……えーっと、どこにやったっけ？　あの手紙は……手紙、手紙、手紙……ちょっと待っててくださいっ！」

　キヨタカは自分の身体からだのすみずみまでまさぐって、例の手紙を探し、部屋に置いてきたことに気づいて、すぐさま部屋から飛びだす。

　全力ダッシュして取りにいって、戻ってきた。

「こ、これ！　これがその手紙です！　ほら！」

　ぜー、はー、ぜー、はー、息を荒げながら、みなに広げて見せ、無実を訴える。

　手紙に視線を落として、ハルマのパパさんは、うーむ、と考えこみだした。

「つじつまはあっているが……しかし……」

　くるん、くるるん。

　自分の鼻の下で見事な弧こを描く髭ひげを、パパさんは指先でつまんで、さらに反そらせだす。

「ってゆーか、これ、証しよう拠こにならないでしょ？　キヨタカ」

「え？」

　パパさんの後ろから手紙を覗のぞきこんでいたハルマの姉のひとりが、信じられないことをいいだした。

「だってほら、これってプリンターで印字されたものだし」

「だよね。これならキヨタカが自分で作ることだってできるもんね」

「つまり、自作自演ってやつ？」

　ぽんぽんぽんぽん、流れるようにハルマの姉たちはコメントしてくる。

　そのコメントのすべてが、キヨタカの犯人説を裏づけるものだった。

「あ、あああ、あの？　あのー？　お姉さんがたー？」

「むしろ……キヨタカにアリバイがないことが証明されただけって感じ？」

「だってずっと、部屋にはいなかったんでしょ？」

　とうとう、アリバイの不備を指摘されるにいたって、キヨタカは思う。

　アレ？

　なんかかえって、オレの立場、悪くなってね？

「まあ、いいじゃない、みんな……」

　すっかり呆ぼう然ぜんとなるほかなかったキヨタカの前で、頭にナイトキャップをかぶって、パパさんとは色違いである紫色のパジャマ姿すがただったママさんが、しっとりと、いった。

「あんなもの、考えてみれば、そんなに大したものでもないんだし……」

「いや、そりゃたしかに金額はそんなに大したものじゃないだろうけどさ、ママ」

「ずっと大切にしてたじゃない！　パパからのプレゼントだって！」

「そうよ、初めてフランスに旅行にいったとき、買ってもらったって……」

「ねー」

「ねー」

　と、両親のまわりに集つどう娘六人、互いにうなずきあう。

　それから、じっ、とキヨタカを見つめてきた。

「キヨタカ」

「は、はい？」

「弁べん償しようしなさいよね」

「うぃあ!?　い、いや、ちょ、ちょっと、それは……」

　ハルマの姉のひとりの言葉に、すーっと、キヨタカの血の気は引いてゆく。

　だ、だって……。

　一億円でしょ!?　一億円って、あの一億円でしょ!?

　そんなの払えないよ払えるわけないよ！

　ど、どうすれば……ローン？　どのくらい？　えっと、オレの月のこづかいが、このあいだ賃上げ交渉をして五千円だから、それで払うと……。

（えー、ざっと計算して、一六六六年かかりますねえ）

　ぬっはーっ！

　パンドラの出した計算結果に、キヨタカは倒れそうになった。

　一生かかっても払いきれねー！

　いや、ちょっと待て！　オレは犯人じゃない！

　ネックレスなんか盗ぬすんでないんだ、本当なんだ……と、あわあわしながらみんなに訴えようとしたら。

「――いいかげんに、しろ」

　ハルマが、ぼそりという。

　いままで、ハルマはずっと席を立ったままで、座ることなく、途中からは黙りこんで、じっ、とみんなの話を聞いていた。

　そのハルマの顔は、白い。

　一億円という金額の前に血の気が引いて真っ青だったキヨタカとは違って、おそらくは怒りによって、ハルマは顔を凄せい惨さんといっていいぐらいの白さに変えていた。

「キヨタカは違う。絶対にやってない。それでもキヨタカを疑うっていうんなら……」

　と、なにかハルマが重大なことを話しかけたとき、こほん、とだれかが咳せき払ばらいをした。

「えー、ハルマさま……」

　咳払いをしたのは、ほかならぬ、じいやさんだった。

　おそらくは、この家のなかで唯一ハルマが心を許ゆるしているだろう、誠実が服を着て歩いているといった面持ちだったじいやさんは、ハルマを見つめ、いう。

「とにかく、ネックレスが消えてしまったのは事実です。ハルマさまのご客人であられます富ふ士じ山やまさまを疑うのは非常に心苦しくはありますが、ネックレスの行方ゆくえがわかるまで、しばらく、富士山さまには当家に残っていただく、ということで……」

「じいやまで!?　じいやまで、キヨタカを疑うの!?　じいやまで……」

　ハルマの眼めから、涙があふれ、ひとすじ流れた。

　あわわわわわわ……！

　その横で、キヨタカはもう、ひたすらあわてふためくばかりだった。

　ハルマの家族たちもあわてて、まわりの使用人、メイドたちも落ちつきなくきょろきょろしだして、場の混乱は、最さい高こう潮ちようにまで達する。

（――いいんですか、キヨタカ？）

（な、なにが!?　なにがだよパンドラ!?）

　パンドラの問いかけに、キヨタカはあたふたしながら、それでも口ではなく、心のなかで答えた。

（このままですと、ハルマとご家族の仲は、決定的に壊こわれてしまいますよ）

（そ、そうだな！　そうだよな！　どうする、どうするよ、オイ！）

（落ちついてください、キヨタカ。いいですか？　どうしてハルマとご家族の仲は、いま、こんな険悪になっているんです？　その原因は？）

（お……オレがハルマのママさんのネックレスを、盗んだと思われてるから）

（キヨタカ、あなたはネックレスを盗ぬすんだんですか？）

（盗んでねーよ！　おまえ、オレといっしょにここで朝まで過ごしてたじゃねーか！　途中、しりとりとか山手線ゲームしながら！　来るはずもない相手を待って！）

（では、簡単でしょう？　ネックレスが盗まれた。犯人は自分だと思われている。しかし自分の犯行ではない。ならば、無実を証明するには……？）

　そのパンドラの言葉に、キヨタカは、くわっ、と眼めを見開く。

「……だします」

　ぽつり、キヨタカは口から声を洩もらした。

　え？　と一同の視線が集まるなか、キヨタカは自分の横で、拭ぬぐいもせずに涙を流し続けるハルマの肩を、がしっ、とつかんで、宣言する。

「オレが、真犯人を、見つけだします！　かならず！」

　もう片手で、ガッツポーズを決めながら。
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　ハルマの父、穂ほ村むら普しん字じの証言。

「昨夜、わたしがなにをしていたか、だね？　つまり、わたしのアリバイというわけだ……いや、謝あやまることはないよ、キヨタカくん。警察だって第一発見者をまず疑うものだ……うん、昨夜はね、魔ま美みと情熱的な夜を過ごした。どんなことをしたかといえば、まずむさぼりあうようなキスから始まり……え？　べつに詳細はいい？　そうかい？　うん？　その前？　ああ、寝しん室しつに入る前かい？　それはね……魔美と話したよ。御守護さまについて……キヨタカくん、キミが来てから、ずいぶんと御守護さまは明るくなったってね」



　ハルマの母、穂ほ村むら魔美の証言。

「ええ、お父さまのいうとおりよ。お父さまと、燃もえるような熱い夜を過ごしました。どんなことをしたかといえば、まずむさぼりあうようなキスから始まって、この胸を強くつかまれ……え？　べつに詳細はいいの？　やだ、わたしったら……ああ、お父さまと、御守護さまについて話したことね？　あのときは、ふと、御守護さまがご誕生なされたときのことを思いだしてね……御守護さまはなかなかの難なん産ざんだったのよ。おかしいでしょう？　六つ子のときは、すぽーんって、ちっとも苦しくなんてなかったのに……御守護さまのときは、もうすっごく大変でねえ……ふふふっ」



　長女、穂村巫子いちこの証言。

「パパとママのつぎは、わたしの番ってわけね、探偵さん？　いちいちひとりずつ部屋に呼びだして話を訊きくだなんて、なかなか本格的じゃない。ハイハイ、昨日の夜ね？　昨日の夜は、もうすぐ寝たわよ。寝不足は美容の敵だし。わたし、御守護さまとは違うもの……あのぴっちぴちの肌ときたら！　もう、ホンットうらやましい！　キヨタカも御守護さまの肌に触れるたびに思うでしょ？　え？　触さわったことなんてないって？　隠すな隠すな。あのね、これは絶対にみんなにはナイショなんだけど、昔、わたし、まだ御守護さまが赤ちゃんだったころ、そのほっぺに触ったことがあって……すごかった！　もっちもちのもち肌で！　いや、これ、絶対にナイショよ？　御守護さまに気安く触れたなんてバレたら、どれだけパパとママから叱しかられるか……」



　次女、穂村尼あま子この証言。

「昨日か……昨日はちょっと、よく眠れなくって……だから、あの、夢ゆめ子この部屋にね。うん、いった。だからアリバイはないかな……え？　夢子の部屋でなにやってたのかって？　ふふ、御守護さまについて話してたのよ。ほら、昨日の夕食のとき、ちょっとわたしたちやりすぎちゃって、御守護さま、怒らせちゃったでしょう？　もうねえ……あのあと、みんなで落ちこんでさ……わたし、引きずっちゃって……だから夢子の部屋に……あー。さっきも怒らせちゃって……あー。あー、あー、あー」



　三女、穂ほ村むら光みつ子この証言。

「アリバイ？　ずっと自分の部屋にいたけど？　そんなことより、ねえねえキヨタカ、アレ、どういうことなのよ！　アレってアレよ！　どうして御守護さま、昨日の夜とおなじ格かつ好こうなの!?　おなじドレス姿すがただったの？　あれからー、怒って飛びだした御守護さまをー、キヨタカは追いかけてー、慰なぐさめたわけでー……つまりアレ？　身体からだを使って慰めたとか、そっち系？　え、違う？　違うの？　なーんだ……そういえばキヨタカ、知ってた？　御守護さまって、夕食のとき、いつもドレス着てるでしょ？　アレって、キヨタカがいるからなのよ？　キヨタカがこの家に来るまでは、御守護さまったら、ずーっと学校の制服姿のままで……いっしょに食事をとらないことだって多かったし……それが、キヨタカが来てくれたおかげで、なんていうのかな、ちょっぴりだけだけど、家族っぽくなってきて……あ、ナイショよコレ？　御守護さまに『家族』だなんていったら、怒られちゃう！」



　四女、穂村夜や子この証言。

「昨日の夜は、自分の部屋で、音楽聴きいたり、パソコンやったり……アリバイを証明してくれる人は、うん、残念だけど、いないわね。ところでキヨタカ、御守護さまについて、どう思う？　あのね……御守護さまね、キヨタカがこの家に来てから、だいぶ変わったのよ。すっごく明るくなった。キヨタカが来る前なんか、学校から帰ってきたとたん、自分の部屋にこもりっぱなしでさ……それが、まあ、キヨタカに会いたいからだろうけど、部屋の外に出てくれるようになったもんね。ごはんだって、わたしたちといっしょに食べてくれるようになったし……うん？　わたしが嬉うれしそうだって？　そりゃあ、嬉しいに決まってるじゃない……御守護さまっていったって、わたしたちにとっては、あくまでも……っと、これ以上はダメね。ホント、古い家のしきたりってのは、厄やつ介かい、厄介……」



　五女、穂村悟さと子この証言。

「昨夜、ね……いわなきゃダメ？　やっぱり？　うーんと……ょうせつ、書いてた……だから、小説、書いてたの！　趣味の！　え？　どんな内容かって？　わ、意外と踏ふみこんでくるんだ、キヨタカって。え？　なんかみんなから話を訊きくたびに、隠された愛情がわかっておもしろいって？　なによ、それ。ハイ、これよ、これが昨夜、書いていた小説！　なによ、読みたきゃべつに読めばいいでしょ！　でもまだ書きかけだからね！　……どう？　おもしろい？　え？　まだ読んだばっかり？　早く読みなさいよキヨタカ！　……うん？　うん、うん、ああ、そうね……そのとおりよ。その子のモデルは、御守護さま。でもそれがどうしたの？　御守護さまと主人公の姉し妹まいが仲良くしてるからって、べつに……ち、違うわよ！　主人公のモデルがわたしだなんて、そんなのあるわけないでしょ！」



　六女、穂ほ村むら夢ゆめ子この証言。

「ええと、昨夜は……あ、もう尼あま子こから話は聞いてるんだ。だったら話は早い。そのとおりよ、キヨタカ。うん、御守護さまについて、話してた。やりすぎだったよねえ、やっぱり……わたしたちねえ、ほら、あんまり普通の家族じゃないでしょ？　だから……なんていうのかな、わからないんだよね、接しかたが。だから、その、昨日のやつも、ただ、からかってるつもりだったんだけど……どうしても、ほどほどの部分っていうのがね……今日のことだって……あ、いや、なんでもないよ？　がんばって、名推理、期待してる」



　　★　★　★



「――と、いうことだったんですけど」

　キヨタカはひとりずつ順番に、自分の部屋へと来てもらった。

　そうして一対一で、それぞれの昨夜のアリバイを語ってもらった。

　それらすべての証言を、キヨタカはぜんぶ、あますことなく、ナイショと口止めされた部分もふくめて、聞き取り調査の最後の人物として部屋を訪おとずれたハルマに向け、伝える。

　まだ聞き取り調査の途中なので、部屋のなかにはキヨタカとハルマのふたりっきりだ。

　あとは実体化したパンドラが、ふよふよと宙ちゆうに浮かんでいるだけだった。

「……嘘うそつき」

　ベッドの縁へりに腰かけ、黙ってキヨタカの話を聞いていたハルマが、顔をあげ、いった。

「キヨタカの、嘘つき」

　と、キヨタカを、じとっ、と見つめてくる。

「嘘じゃねーよ！　しもべ、ご主人さまには嘘つかない！　本当だよ。本当に、おまえのパパさん、ママさん、お姉さんたちは、おまえのことばっかり語ってくれたよ。マジで」

「だって……そんな……」

　ハルマは自分の胸元に垂たれていたふた振りの三つ編みを、ぐいぐいと引っぱりだした。

「で……でも！　許ゆるせない、許せないもん！　みんなして、キヨタカのこと、あんな、犯罪者扱あつかいして……じいやまで……たしかにキヨタカはすこし悪人面なことは否いなめないけど！　ケンカばかりの人生だったのが顔つきにもあらわれてるけど！　だけど、たとえ暴力はふるっても、物を盗ぬすんだりなんかはしないんだもん！　ね、キヨタカ！」

「うん、さりげなく罵ば倒とうしてるぞー？　ハルマー？」

　そんなにオレ、悪人面なのかな……？

　ベッドに腰かけるハルマの正面に立っていたキヨタカは、さりげなく、自分の顔に手をやって、撫なで、さすってみる。

「しかし……探偵の真ま似ね事ごとなんかやってみたものの……犯人はさっぱりわかんねーままだな……」

　オレはちびっこ探偵にも名探偵の孫にもなれないなあ……。

　キヨタカは自分の胸の前で腕を組み、んー、と首をひねった。

「んー」

　ハルマも、ベッドに腰かけたまま自分の胸の前で腕を組み、首をひねりだす。

「なあ、ハルマ……おまえのいつもの直感力で、だれが犯人とか、わからないか？」

「キヨタカは犯人じゃないよ！　それはわかる！」

「いや、それはオレだってわかってるけど。犯人。真犯人だよ」

「……わかんない」

「そっかー、わかんないかー、だよなー」

　そんな簡単にいくのなら、だれも苦労はないわけで。

「うーん」

「うーん」

　キヨタカとハルマは、ふたりそろって、悩んだ。

「……オイ。おまえもすこしは考えたらどーだ？」

　キヨタカは、頭上でのんき丸だしの顔をして、ふよふよふよふよ、こらこら、スカートの下からぱんつが見えるだろうが、と文句のひとつもつけたくなるような状態で浮かんでいたパンドラを、睨にらむ。もちろんスカートのなかではなく、そののんき丸だしの顔をだ。

「え？　どうしてですか？」

　などと、のんき丸だしだった顔のままで、パンドラはキヨタカに尋たずねてきた。

「ど、どうしてってなあ……オレたちを助けるのに、おまえには理由がいるのかっ！」

「ハルマを助けるのならともかく、キヨタカの場合は理由が欲しいところですね～……それがなにかはもう、賢けん明めいなキヨタカなら、おわかりですよね？」

「いちご大福かよ……」

「正解です。ですが、べつに助けたくなくてわたしは『どうしてですか』なんて聞き返したわけじゃありませんよ？　だってこんなの、考えるまでもないじゃありませんか」

　なにかあるたび、いちご大福、いちご大福……おまえの生まれた場所じゃ、貨か幣へい単位がいちご大福なのか！　単位はイチゴーンとかか！　百円マックは百イチゴーンマックなのか！　と、そう激しくツッコミを入れる寸前だったキヨタカは、最後のパンドラの言葉に、自分の耳を疑う。

「オイ、パンドラ、いまおまえ、考えるまでもないとか、そういった？」

「ええ、いいましたよ？　さあ、読者のみなさんは、もうとっくに真相がおわかりですよね？　家族愛が引きおこした、この哀かなしい事件……そう、犯人は」

「おーい、おまえ、どこ見ていってんだ？　だれに向かって喋しやべってんだー？」

　パンドラは、突然、天井の隅すみなんていう、あらぬ方向を見つめながら語りだした。

「さあ、つぎの回答編へと、進んでください」

「だから、おーい？　パンドラー？」



　　　６



「え、えーっと、これは、家族愛が引きおこした、哀かなしい事件でしたあ……」

　キヨタカは、みなをディナー・ルームへと集めた。

　集めたというか、集めさせられた。

　そうして、ハルマのパパさん、ママさん、六つ子のお姉さん、それにじいやさん、メイドさん、使用人さんなど、多くの関係者が見つめる前で、自分のとなりに立つハルマが不安そうに視線を送ってくるなか、回答編をやらされていた。

「キヨタカくん……それはどういうことなのかね？　家族愛が引きおこしただって……？」

　ディナー・ルームのテーブル、その正面の席に座るパパさんが、問いかけてくる。

「そ、それはですね……」

　キヨタカは脇やら背中やら手のひらやらに冷や汗をだらだらとかきながら、本当の探偵役を、心のなかで、急せかした。

（ぱ、パンドラ！　どういうことなのかって！　パパさんが！　ほら、早く！）

（とりあえず、意味ありげに笑ってみてください）

　と、パンドラは、そんな意味なさげなことを指示してくる。

（ぱ……パンドラぁ。頼むよぅ）

（いいですから、ほら、早く。なるべく意味深な感じで。待ってますよ、パパさん）

　う……。

　いまだパンドラからなにひとつとして真相を教えてもらってはいなかったキヨタカは、指示されたどおりに動くほか、なかった。

　しかたなく、にや、と笑みを浮かべて見せる。

　どんな表情なのか、自分ではよくわからなかったのだが……とりあえず、パパさん、ママさん、六つ子のお姉さんたちが、んんん？　といぶかしげな顔つきに変わったので、たぶん、うまくいったんじゃないかなー……と、キヨタカは自己判断してみた。

（こ、こんなので、本当にうまくいくのかよ……？）

（ご心配なく。さあ、じらして、じらして、じらして……追いこんで、追いこんで、追いこんで、焦あせらせて……ハイ、いいですよ。『穂ほ村むら普しん字じ氏、あなたにはもう、おわかりなのではないですか……？』ゆっくりと、重々しい響ひびきで）

「ほ、穂村普字氏、あなたにはもう、おわかりなのではないですかあ……？」

　パンドラの指示どおり、せいぜい重々しく響ひびけばいいなあ、と思いながら、キヨタカはパパさんに向かって、語る。

「な、なんだって？　それはいったい、どういう意味なんだい、キヨタカくん？」

　さあ、どういう意味なんでしょう？

（いいですか、キヨタカ？　『――犯人は』）

「は――犯人、は」

　パンドラの言葉そのままのキヨタカのセリフに、一同、息を呑のんだ。

（――です）

　と、続けてパンドラは、犯人の名を告げる。

　が、しかし、その名前は、キヨタカにとって、あまりに予想外だった。

「な、なにぃ？」

　なんて、驚きのあまり、思わずキヨタカは口から声を洩もらして聞き返してしまう。

「あ……いや、いまのナシ！　スンマセン！」

　あわててキヨタカは手をクロスさせるかたちで振って、「え？」とひたすら戸と惑まどうばかりだったまわりの人たちをごまかし、こんどはちゃんと心のなかで、パンドラに向かって聞き返した。

（ぱ、パンドラ……おまえ……）

（いいから、早く！　こういうのはたたみかけるタイミングが大事なんですから！）

（だ、だって）

（いいんですか！　いまを逃せば、犯人の心をヘシ折ることはできませんよ！　そうなったら、あとはもう、のらりくらりとかわされるだけです！）

　う、うう。

「は――犯人は！」

　もう、どうにでもなーれ！

　キヨタカは破れかぶれな気持ちになって、犯人を指さしてゆく。

「あなたに、あなたに、あなたに、あなたに、あなたに、あなたに、あなたに、あなた――そう、あなたがた、全員だーっ！」

　と、その場にいた、ハルマを除く、穂ほ村むら家の面々――ハルマのパパさん、ママさん、六つ子のお姉さんを、全員、端はしから順番に、指さしてやった。
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　突然のキヨタカの蛮行に、しん、とあたりは、すっかり静しずまり返ってしまう。

「ね……ねえ、キヨタカ？　どういうこと？」

　と、まず第一声を発したのは、キヨタカの横に立つ、ハルマだった。

　ハルマも、パンドラからはなにも聞かされてはいなかった。それだけに衝撃もひとしおらしく、眼めを大きく見開いて、キヨタカをうかがってくる。

「みんなが犯人って……どういう意味？」

「――そのとおりの意味だよ、ハルマ。おまえのパパさん、ママさん、六つ子のお姉さんたち、みんながこの事件の犯人なんだ。つまり、ネックレスが盗ぬすまれたっていうのは……おまえの家族の、いってみれば、自作自演ってやつなのさ」

　心のなかでパンドラが語るまま、キヨタカは答えてやった。

「どうして、そう思うのかな、キヨタカくん？」

　そう尋たずねてきたのは、ハルマのパパさんだった。

　なぜだろう、なぜか微笑ほほえみながら、パパさんはキヨタカを見つめてきた。

「どうして、わたしたちがそんなことをしなければならないんだい？　ネックレスが盗まれただなんて騒ぎ立てて、わたしたちにいったいどんな得が？」

「えーっと、ですね……」

（それは――）

　パンドラが、ようやく、すべての真相を語りだす。

　ふむふむ、と黙って聞いていたキヨタカは、そのパンドラが語った真相に、一瞬、呼吸を止め、眼は大きく見開き、鼻の穴も大きく広げた。

　ゆるゆると息を吐きだしながら、思う。

　そうか……。

　そうだったのか……。

　家族愛が引きおこした、哀かなしい事件……なるほど……。

　すべてを知ったキヨタカは、その真相を語るべく、パパさんを見つめて、口を開いた。

「みなさんが、ネックレスの盗難騒ぎを自作自演でおこなった理由、それは、オレを犯人にしたてあげるためですよ」

　はたして、パパさんは笑いだす。

「ふ、ふふふ、ふふふ、ふ……そうか……そこまでバレてしまっていたか……」

　あーあ、とまわりの姉たちも声をあげた。

「まあ、どうせダメだろうとは思ったけどさ。こんなの、うまくいくわけないんだよね」

「あ、巫子いちこ、ズルイ。昨日はあなただってノリノリだったくせに！」

「まあまあ、ここはキヨタカを褒ほめてあげようよ」

「そうそう。やるじゃん、キヨタカ。名推理、おめでとう」

　と、最後は夢ゆめ子こだろうか、キヨタカは祝福のウインクをされる。

　いや、まあ、名推理をしたのはオレじゃあないんですけどね。

　にわかにキヨタカの胸は、湧わきあがってきた罪悪感で痛みだした。

「――なんで！」

　なんて、すっかりほがらかになってきた空気を、ハルマの叫びが、一気に引き締める。

「なんで、キヨタカを、そんな……おとしめるような真ま似ねッ！」

　ぎらぎらした眼めで、ハルマは自分の家族たちを睨にらんだ。

　と、その家族を睨みつける眼に、涙が浮かびだす。

「いくら……いくらわたしのことが好きじゃないからって、家族とは思ってないからって、キヨタカに……キヨタカに、そんなヒドイこと……」

「っと、違うぞ、ハルマ！　それは違う！」

　キヨタカは、もう泣きだす寸前だったハルマの肩を、膝ひざをついておなじ目線になって揺ゆさぶり、いった。

「なにが？　なにが違うの、キヨタカ？」

「おまえのパパさん、ママさん、お姉さんたちはだな、おまえのことが好きじゃないからこんなことやってんじゃないんだよ！　逆だ、逆！　おまえのことがな、このツンデレ家族は好きで好きでたまらないから、こんなことやっちゃったんだよ！」

　ここでキヨタカは身をかぶせて、ハルマの耳元で、ささやく。

「――パンドラが、そういってんだ」

「え……？　パンドラが……？」

「ああ……でしょう？」

　膝をついてハルマとおなじ目線になっていたキヨタカは、立ちあがって振り返り、ディナー・ルームの、その横長のテーブル席に座っていた面々に向かって、問いかけた。

　みな、そろって、深くうなずく。
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　まず、ハルマのパパさんが説明を始めた。

「――このことを考えたのは、昨日の夕食のときなんだ。ほら、わたしたちの悪ふざけがすぎて、御守護さまが怒って席を立ってしまっただろう？　キヨタカくん、キミがあとを追って……そのあと、残された我々でね、相談したんだ。どうすればキヨタカくん、キミにこの家に残ってもらえるだろうか、とね」

「だってキヨタカさん、あなた、もうそろそろ、この家から出ていこうって考えてる……って、昨日の夕食のとき、そういったでしょう？」

　続けて、となりの席のママさんが語る。

「で、どうしようかって考えて」

　と、さらに娘たちが続いた。

「そこで、ネックレスの件けんと絡めようって、思いついて」

「ちなみに思いついたのはわたしね。キヨタカのアリバイを消す手紙の件もふくめて」

　手をあげたのは、さきほどキヨタカにウインクしたハルマの姉、夢ゆめ子こだった。

「でもね、誤ご解かいしないで欲しいんだけど、べつにキヨタカをネックレスを盗ぬすんだ犯人にしたてあげようとか、そんなことは考えてなかったのよ？　あくまでも、キヨタカにはここに残ってもらいたかっただけであって……ほら、じいやもいってたでしょ？」

　そういって、壁際に控ひかえていたじいやさんを指さす。

「ネックレスの行方ゆくえがわかるまで、キヨタカには残ってもらうって……なのに、もう」

　視線を、じいやさんから姉のひとりへと向けて、睨にらんだ。

「な、なによ、夢子」

「尼あま子こが、一億円、弁べん償しようしなさいとか、いきなりいいだすから」

「そーよ、そーよ！」

　まわりの姉たちからも、抗議の集中砲火が浴びせられる。

「う……」

　みなからの抗議に、とうとう尼子は頭を下げた。

「ごめんなさい」

「まったく、尼子は……すぐ調子に乗るんだから。気、小さいくせに」

「でもさ、あのときの御守護さま、本当、怖かった！　もう、じいやがフォローしてくれなかったら、あっさりぜんぶ喋しやべってたところだったわよ」

「おいおい……いちばん怖かったのは、ほかならぬわたしなんだよ、娘たち？　いつ御守護さまが『こんな家、でてく！』なんていいだすかと思って、胃が……」

　みぞおちのあたりを押さえ、はああああ、とパパさんが盛大にため息をつく。

「――だから、許ゆるしてくださいね、御守護さま」

　と、ママさんの音頭で、みな、ハルマに向かって、深ふか々ぶかと頭を下げた。

「で……でも……」

　家族みんなからの謝罪を受けて、ハルマは激しく戸と惑まどいながら、なおも尋たずねる。

「どうして？　どうしてそんな、無理にキヨタカを家に残すだなんてこと？」

「だってさ……」

　姉たちは、笑って、答えた。

「キヨタカがいるあいだ、御守護さま、本当に楽しそうだったから」

「いっつも家にいるときは、暗い表情でさ、部屋に引きこもってたのにさ」

「なのに、キヨタカが来てからは、ドレスなんか着て、おしゃれなんかしちゃってね」

　きゃっきゃとはしゃぐ姉たちの姿すがたに、ハルマの頬ほおは、ほんのり、赤く染まる。

「でも――そんなキヨタカは、痩やせたらこの家、出てくっていうし」

「だから、ねえ？　どうにかして家に残して」

「ゆくゆくは、御守護さまの婿むこに……」

　それまではうんうん、うんうんとにこにこしてうなずきながら話を聞いていたキヨタカだったのだが、その突然の発言に、はあ!?　と驚きの声をあげてしまった。

「む……婿……？　オレが……？」

「うん。だってそうなれば、キヨタカ、半永久的にこの家で暮らせるわけだし」

　ま、またまたー、ノブレス・オブリージュ・ジョークですかあ？

　そう思ってキヨタカは見つめたのだが、家族一同、姉たちはともかく、なんとパパさん、ママさんまでもが、真顔でうなずき返してくる。

　どうも、本気らしい。

「あー……えー……」

　こほん。

　キヨタカは、ひとつ咳せき払ばらいをして、となりのハルマの肩を、ぽん、と叩たたいた。

「な、ハルマ？　みんな、おまえのこと、本気で思ってただろう？」

　あー、ごまかしたー！

　家族側から飛んできた抗議の声を、キヨタカは顔色ひとつ変えず、受け流す。

「そ、そんなの……」

　と、ハルマはうつむき、胸元に垂たれた三つ編みを、ぐいぐいと引っぱりだした。

「いきなり、みんな、本当はわたしこと思ってただなんて、いわれても……」

　ぱっ、と顔をあげて、ハルマはキヨタカを見つめてくる。

「ご……御守護さまって！　御守護さまって、みんな、まだいってるし！　だから、やっぱり家族じゃ、あう、えう、ああ、キヨタカ！　どうしよう！　わたし、どうしよう！」

　必死な顔のハルマに、キヨタカは、自分の懐ふところからあるものを取りだして、見せた。

　手紙だった。

　昨夜、自分にさんざん待ちぼうけを喰くらわせた手紙を取りだし、ハルマに渡す。

「ほら、ここだ、ハルマ」

　ある部分を、指さした。

「手紙にはこう書いてあるよな？　『ハルマのことについて、大切なお話があります』って……しきたりとかなんとかで、おまえのこと、みんなは『ハルマ』って呼べなくって、『御守護さま』としか呼べなくって……だけどさ、おまえの家族がオレにあてて書いた手紙には、しっかり、おまえの名前、書いてあるじゃんか。『ハルマ』ってさ――なあ？」

　じっ、とハルマは、その自分の名前が印刷された部分を、見つめる。

　みるみる、その瞳ひとみに、涙が盛りあがってきた。

　そんなハルマの肩にキヨタカは手を置いて、黙って見守る。やがて、ハルマは「う～……」とうなって、ぼろぼろと涙をこぼしだした。

（――なあ、パンドラ？）

（なんです、キヨタカ？）

（あ……）

　いいかけて、キヨタカは、すこしためらう。

　しかし、やっぱり、きちんと伝えておくことにした。

（あ、ありがとな、パンドラ……）

（おや？　おやおや？　どういった風の吹き回しですか、キヨタカ？）

（いや、おまえがいなかったらさ、オレだけじゃこの謎なぞは解とけなくってさ、こうして、ハルマがパパさん、ママさん、お姉さんたち、みんなの思いを知ることもなくってさ……な、なんだよ！　オレがお礼をいったらおかしいかよ！）

（いえ、でも、できればですね……）

（お礼はかたちのあるものでお願いしたいんだろ？　わかってるよ……）

　わーい！　と頭のなかで歓声をあげるパンドラに呆あきれつつ、キヨタカは、横でもうすっかり泣きじゃくっているハルマを眺め、まあ、いちご大福の五個や十個ぐらい、安いもんだよな……と苦笑するのだった。
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「キヨタカくん……本当に、すまなかった」

　ハルマのパパさんが、キヨタカの元までやってきて、手をとる。

「そして、ありがとう……」

　と、深ふか々ぶかと頭を下げた。

　横にはママさんも並んで、いっしょにキヨタカの手をとり、やはりおなじように、頭を深々と下げてくる。

　キヨタカはあわてた。

　なにせ、普段、怖おそれられることはあっても、お礼をいわれることなんてめったになかったのだ。なのに立派なオトナから頭を下げられ、なんて返せばいいのかキヨタカはまったくわからず、まるでうわごとのような言葉を口から洩もらすばかりだった。

「あ、あの、その、あの、その、あのー！」

　そのとき。

「でも、本当、キヨタカって名探偵よねえ……ねえ、パパ？　ママ？　ネックレスの行方ゆくえも、キヨタカに探してもらったら？」

　ハルマの姉のひとりが、そんな聞き捨てならないセリフを発する。

「……は？」

　ネックレスの、行方？

「だから、本当に無くなったのよ、ネックレス。盗ぬすまれちゃって」

　あっけらかんと、ハルマの姉たちは語った。

　例の一億円もするというダイヤモンドまみれのネックレスは、なんと、本当に盗まれていたらしい。朝、ハルマのパパさんとママさんが熱い夜をすごして寝しん室しつから出てみたら、すっかり室内は荒らされたあとで、ネックレスが消えていたのだという。

　ただし、今朝ではなく、三日前の朝に、だった。

「な……なんで警察に届けなかったんです!?　だって、本物の事件じゃないですか!?」

「そんな家の恥になるような真ま似ね、できるわけないでしょ、キヨタカ？」

　あっさり、片づけられた。

「家の恥って……だって、一億円！」

「そんなの、ねえ？」

「うん。端金はしたがねだし」

　なんじゃあ、そりゃあ！

　カルチャーショックというか、ブルジョワジーショックというか、とにかく多大なショックを受けて、すっかり呆ほうけてしまったキヨタカに、パンドラが呼びかけてくる。

（キヨタカ……気をつけたほうがいいかもしれませんよ……）

　あん？

　呼びかけにキヨタカが反応するのと、どうじだった。

「――くせ者！」

　じいやさんが、叫びながらスーツのふところに手を差しこみ、なにかを飛ばす。

　投げた相手は、壁際に控ひかえるメイドのひとりだった。

　メイドは投げられたものを、ひらりとかわす。

　しかしかわしきれずに、メイドの服は切り裂かれて、そのストッキングのガーター部分を、下着とともに覗のぞかせた。

　そして、じいやさんの投げたものは、すこここん、と壁に突き刺さる。

　それは、トランプのカードだった。

　キヨタカが、ほえー……とその壁に斜ななめになって突き刺さったトランプのカードを見つめているうちに、くせ者と呼ばれたメイドは、窓に向かって駆かけだしていた。

「追え！　逃がすな！」

　駆けこんできた黒服たちのそんな声もむなしく、メイドは窓を突き破って、ガラスの破片とともに外へと飛びだす。
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　窓ガラスを割って屋敷の庭へと飛びだしたメイドは、人とは思えないほどの速度で地面駆けぬけ、やはり人とも思えないほどのジャンプ力で、高い塀へいを越えた。

　塀に面した道路に、ちょうど停車していた一台の車に、乗りこむ。

　車は、八人は楽に乗れるだろう、箱形の、いわゆるミニバンだった。

　窓にはすべてスモークフィルムが貼はってあり、車内の様子は外にわからないようにしてある。そんな完全な違法車両だった車は、メイドが乗りこむなり、走りだした。

「ご無事で――」

「ぜんぜん無事じゃないわ」

　と、運転するサングラス姿すがたの男にいい返して、メイドは後部座席の背もたれに倒れこみ、はー、と息を吐つく。

　不ふ機き嫌げんそうな顔のまま、メイド服の隙すき間まから自分の胸元へと手を差し入れた。

　そうして彼女が胸の谷間から抜きだしたのは、びっしりとちりばめられたダイヤモンドもまばゆい、やたら高そうなネックレスだった。

「ったく、あの家族ったら、あの家からキヨタカを追いださせるために、わざわざコレ、盗ぬすんだっていうのに……それを逆にキヨタカを家に残すための材料に使おうだなんて、ホント、信じられない！　信じられないといえば、あの執しつ事じも、なんなの、もう！」

　と、じいやさんのトランプで傷ついたのだろう、太ももに走った傷を、指で撫なでる。

「まあ……でもいっか。これでキヨタカは、あの家を出る……ハルマちゃんの家を……」

　笑みを浮かべた唇くちびるで、指先についた血を、ちろりと舐なめた。

「……よろしいでしょうか？」

「ん？　なあに？」

　メイドは頭にかぶっていた、おかっぱのカツラを外しながら、ドライバーの声に応こたえる。

「〈魔女〉の監視は、たしかに重要な任務ではありますが……しかし、なにもあなたが直接、こうして危険を冒さなくても……もっと下位のものにまかせて」

「やーよ。だってハルマちゃんのそばにいたいんだもん。なのに……」

　ホントムカツク！

　カツラを外したメイドは、運転手の座る椅い子すを、後ろから思いっきり蹴けっ飛とばした。

「わたしがこんな苦労してるってのに……アイツは！　あの暴力ゴリラは！　なに、キスのしすぎで太って？　だから痩やせるまでハルマちゃんとひとつ屋根の下で暮らす？　ふざけんなって！　ホント、信じられない……早く消去の許可、でないかしら？　いや、いっそ偶然を装って……そうよ、あのゴリラに、毒どく入りバナナでも食わせてしまえば……」

「レイさま……」

　運転手の声に、ふふふっ、とレイと呼ばれた少女は、笑った。

「冗談よ、冗談……わかってるわ。わたしたち〈天使〉の役目はね」

　カツラの下にかぶっていたキャップも外して、彼女は頭を振り、長い髪をばさばさと背中へと落とす。

　そして、ぐっ、と自分の顔の下、顎あごのあたりに、指を差しこんだ。

　べりべりべり、と顔を覆おおっていた疑似皮膚を、剥はがしだす。

「天の御み使つかいである、我ら〈天使〉――そんなわたしたちが、〈天〉の命に逆らうわけがないでしょう？　ねえ、ゴ？」

　運転手を、ゴ――数字の五――と呼んだレイ――すなわち零は、カツラ、疑似皮膚と、すべての変装を解といた。

　まだ頬ほおに疑似皮膚をこびつかせたままで、くすくすと笑う。

　本当の姿すがたである、ハルマの親友、白しら塚つか白しら乃のの顔でもって。

「さあて……また明日、学校でね、ハルマちゃん？　元気でね？　風か邪ぜ引いたりしないでね？　暴力ゴリラは死ね！　早く死ね！　道に落ちてたバナナでも食べてさっさと死ね！　疾とく死ね！　隙すきあらば死ね！　息を吸って吐いたら死ね！　ふとした瞬間に死ね！」

　楽しそうにわめきたてる白乃を乗せて、車はゆくのだった。



    

  
    
      


06　〈暗転〉



「アレ……なんだったんだろーなー……」

　キヨタカは、自分があてがわれた部屋に備そなえつけてあったシャワーを浴びながら、ついさきほどの出来事を思いだし、つぶやく。

　シャワーといっても、自宅の浴よく室しつのように、洗い場があるわけではなかった。

　外国映画なんかでよく見る、バスタブの上にシャワーのノズルがあるタイプだった。だからキヨタカの頭から降りそそぐお湯は、そのままバスタブに落ちて、だんだんと溜たまってゆく。

「うーん……」

　そんなバスタブ、シャワー一体型のバスルームで、キヨタカはシャワーを浴びながらお湯につかりながら、あの謎なぞのメイドについて、思うのだった。

　どうも、あのメイドがネックレスを盗ぬすんだ犯人のようなのだが。

　しかし、動きを見るに、とても人のものとは思えなかった。普通、人はガラスを突き破って庭に飛びだしたりはしない。

「正体は……ゴリラ……とか？」

　怪かい盗とう、ゴリメイド？

　そんな、当の本人が聞いたら激怒するようなことをけっこう本気で思いつつ、キヨタカは、自分の胸元まで溜まってきたお湯をすくって、ぴしゃぴしゃと顔に当てる。

「つーか、あのじいやさんにも驚いたけどなっ」

　あはは、と顔からお湯を滴らせながら、キヨタカは笑った。

　パンドラとほとんどどうじにあのゴリメイドの存在に気づくとか、トランプを武器として使うとか……本当、何者なんだろう？

「なあ、おまえはどう思う？」

　と、さっきからわざわざ声に出して話しかけてるのに、いっこうに返事をしないパンドラに業ごうを煮にやして、キヨタカは問いかける。

「え？　じ、じいや？　じいやは……昔、傭よう兵へいだったとか、マジシャンだったとか、パティシエだったとか、そんな話を聞いたことが、あるけどっ」

「へー……って、いや、かえって何者なんだ、それ？」

　なんて、なんの気になしにキヨタカは突っこんで、え？　となった。

　いま答えたの、だれ？

（わたしじゃありませんよー？）

　ですよねー？

「じゃあ……」

　キヨタカは、バスタブにつかったまま、振りむく。

「――うお!?」

「きゃっ!?」

　ハルマだった。

　突然、キヨタカが振りむいたのに驚いたのか、なぜかバスタオルを巻いただけの姿すがただったハルマが、身を縮ちぢませる。

「な、なな、なにやってんだ、ハルマ!?」

　あわててキヨタカは視線を元どおりシャワーのノズルがある正面に戻して、尋たずねた。

「ご……」

「ご？」

「ごほうびっ！」

　へ？



　　★　★　★



「ど……どう？　キヨタカ」

「う……うん」

　ぴちょーん。

　頭上にあったシャワーノズルからの雫しずくがお湯に落ちて、キヨタカの目の前で、跳ねる。

　お湯で満たされたバスタブに、キヨタカとハルマは、いっしょに入っていた。

　バスタブはひとり用だったので、当然ながらふたりで入るには狭せま苦くるしく、キヨタカは膝ひざを折り曲げた体育座りの姿勢で前に詰めて、どうにかハルマの入れるスペースを作った。その空あいた後ろのスペースに、やはりハルマも膝を折り曲げて、入る。

　そうしてキヨタカとハルマは、おなじ湯船に前後になって、つかっていたのだったが。

　う、うう……。

　バスタブの前に体育座りの姿勢になって詰めながら、キヨタカは自分の顔や頭から、だらだらと汗を流す。お湯が熱いのではなく、精神的に追いつめられてだ。

　本当だったら、ハルマの『ごほうび』は、キヨタカの背中を流すことだった。

　しかし、いかんせん、ここには背中を流せるほどのスペースがなかった。

　たとえば、ここがキヨタカの自宅のように、バスタブの横にちゃんと洗い場がある浴よく室しつだったなら、いまごろ、キヨタカはハルマに背中をごしごししてもらって、照れながらも幸せな気分に浸っていたに違いない。

　だが、キヨタカの部屋のバスルームには、洗い場なんてものは存在してなかった。

　バスタブとシャワーが一体型で、強いていうならば、バスタブ自体が洗い場というか。

　そのあたりの事情はハルマもバスルームに入ってすぐ気づいたらしく、「あ」とひとこといったきり、「ん～……」となにやら考えこみだした。

　で、考えこんだあげく、ハルマが出した結論が、これだった。

『じゃ、じゃあ、わたし、キヨタカといっしょにお風ふ呂ろ、入ってあげるっ！』

　なにが、『じゃあ』だったんだろ？

　わからないし、いまさら訊きけなかったが、しかし、このままではいけない、とキヨタカは思った。

　このまま、気まずさ全開で黙りこんだままでは、絶対にいけない。

　だってせっかくハルマが、キヨタカにごほうびしてくれているのだ。なのに、こんな気まずい雰囲気のままじゃ、ハルマは傷つく。傷つけてしまう！

　だからキヨタカは、精一杯明るい声で、後ろのハルマに、話しかけた。

「な、なあ、ハルマっ！」

「う、うん、なあに、キヨタカっ！」

　どうやらハルマもおなじ思いだったらしく、やけに元気よく話題に乗ってくる。

「きょ……今日って、いい天気だよなっ！」

「え？　あ、う、うんっ！　そうだね、いい天気だね！」

　あれ？

　今日の天気って、どうだったっけ？

　自分でいっておいて、キヨタカは自信が持てなくなって、首をひねった。後ろでなにやら動く気配がするので、たぶん、ハルマも首をひねってるのだろう。

　と、会話が途切れそうになったので、あわててキヨタカは口を動かす。

「え、えーっと、あーっと、うーっと、あ、そうそう、そうだ！　そうだよ！　ハルマ、おまえとさ、お姉さんたちってさ、やっぱり似てるよなっ！　姉し妹まいだよなっ！」

「え？　そ……そう？　そうかな？」

「ああ、似てるともさっ！　きっとおまえ、オトナになったら、あんな感じになるんだろうな……」

「なったほうが……キヨタカは、うれしい？」

「ん？」

「あんな風に、巫子いちこ、尼あま子こ、光みつ子こ、夜や子こ、悟さと子こ、夢ゆめ子このように……背、高くなって、手足、ぴしーって伸びて、でもって、おっぱい……どーんと大きくなったほうが……」

　ハーイ！

　地雷、踏ふんじゃいましたー！

　例の『おっぱいの大きな年上の女性がタイプなんです』事件を起こしてハルマの機き嫌げんを損ねまくってから、そっち方面の話題はかなりのトラウマになってしまっていたキヨタカは、脱兎のいきおいで方向転換を図った。

「そ……それはさておき！　ところでハルマさんは生まれたときから〈魔女〉だってわかったみたいなんですけど、どうしてなんでしょーね！　ほら、見た目は普通の人と変わらないわけだし！　やっぱり、見る人が見ればわかるのかな！　おまえのおばあちゃんとか！　やっぱり〈魔女〉は〈魔女〉を知るみたいな？　みたいなー!?」

　返ってきたのは、沈黙だった。

　あ、あれ？　どうしたのかな？　やっちゃった？　オレ、やっちゃった？

　まったく反応のない後ろのハルマに、キヨタカはそわそわそわそわ、身体からだを動かす。

「は、ハルマ？」

「……知りたい？」

「え？」

「どうしてわたしが〈魔女〉だって生まれてすぐわかったか、キヨタカは、知りたい？」

「も……もちろんだよ！　当たり前じゃないか！」

　なにが当たり前なんだろーなー。

　キヨタカは自分でもよくわからなかったが、とにかくテンションをあげた。

「わかった……じゃあ、いいよ、キヨタカ」

　ざぱぱぱぱ。

　なぜか、背後で、ハルマがお湯を滴らせながら、立ちあがりだす。

「ハイ、見て……」

　み、見る？

　な、なにを？　なにをー？　なにをオレ、見ればいいのー？

　疑問に思いつつも、キヨタカはご主人さまの命に従って、おずおずと振りむいた。

「――は、ハルマー!?」

　キヨタカは、眼前の光景に、おのれの眼めを疑う。

　ハルマは、立ちあがって、キヨタカに背中を向けていた。

　背中を向けて、その身体に巻きつけていたバスタオルを引っぱり、めくっていた。

　結果として、ぺろーん。

　ちっちゃなこぶりなキュートなおしりが、ぺろーん。

「ななななななな、なにをやってー!?」

　キヨタカはすっかり錯乱状態に陥おちいってしまって、わたわたとバスタブのお湯を跳ねとばしながら、踊りだしてしまう。

「……ん？」

　その錯乱ダンスを止め、凝視した。

　ハルマのちっちゃなこぶりなキュートなおしりに、模も様ようがあったからだ。

　まるでなにかの紋章のような、複ふく雑ざつな刻こく印いんの描かれた、それは黒い模様だった。

　なによりキヨタカの眼めを惹ひくのは、その丸い模様の中心にあった、まるで鍵かぎ穴あなのような印だ。

　鍵……？

　あれ？　なんか、鍵ってどこかになかったっけ……？

「これがね、その証あかし」

　キヨタカに背を向けて、おしりの模様を見せつけたまま、ハルマがいった。

　その顔は、当然ではあったが、すっかり真っ赤だ。

「生まれたときからあって……この印こそが、穂村家の〈魔女〉としての証なんだって。おばあちゃんにもあったんだけど、わたしが成長するに従って、だんだんと薄くなっていったんだって……最後には、消えちゃって……」

「へー……」

　なかば上の空で返事をしながら、キヨタカは指先を伸ばす。

　ほとんど無意識で、指先を伸ばして、その〈魔女〉の証の鍵穴の部分に、触れた。

　ぴとーん。

「ひゃんっ！」



    

  
    
      



    

  
    
      

　ハルマのあげた悲鳴に、キヨタカは自分がなにをやらかしたのか、知る。

「ういあ!?　あ……ち、違う！　違うんだ！　これは、その、あくまでも模も様ようが不思議だなー、綺き麗れいだなー、と思ったから触れてしまっただけであって、決して尻しりに触れたくて触れたわけではっ！」

「い……いいよ」

「は」

　かすれるような声で、真っ赤な顔で、かすかに震ふるえながら、ハルマはいった。

「キヨタカが、触さわりたいんなら……いいよ。だって、だって、だって、だって、だって……だって！　これは、ごほうびだからー！　ごほうびひっぷー！」

　ハルマは叫んで、おしりをキヨタカに押しつけてくる。

「うおあわ！　は、ハルマ、ハルマー！　落ちつけ、落ちつけー！」

　キヨタカは顔面へと迫るちっちゃなこぶりなキュートなおしりを、手で押さえつけ、押し返して、おなじく叫ぶのだった。



　　★　★　★



　がっくり、キヨタカはバスタブのなか、うなだれる。

「ああ……」

　あれから、ハルマの誤解をどうにか解といて――解いたというか、強引に抱えあげて、お姫さま抱っこして、バスルームの外へと押しやって――それから、ずっと、キヨタカはバスタブにうずくまって、シャワーのなか、ひたすら呆ぼう然ぜんとしていた。

　呆ほうけた顔で、キヨタカは、自分の手を見る。

「あ、あああああ、ああ……」

　シャワーを弾く手のひらを見て、震え、そして獣のごとく吠ほえた。

　オレは、この手で、この手で、尻をー！

　ハルマの、尻をー！

　と、叫んでいたら。

　その右手が、ぬめぬめと黒く染まりだした。

　そうして、やがて光沢を放ち始めた右腕から、ずるん、と女の身体からだが登場する。

　全ぜん裸らで。

　その豊かな胸も、細い腰も、張りだした腰も、なにもかも、すっかりさらけだして、女――パンドラは、バスタブのなかうずくまるキヨタカの前に、腕を組んで立った。彼女の背中に当たったシャワーが、両足を伝わって落ちてゆく。

「……キヨタカ」

　眼めを糸のように細め、唇くちびるには笑みすらたたえていたパンドラに、キヨタカはびくつき、反射的に視線を下へと向けた。

　視線の先で、バスタブに落ちたシャワーが渦を巻いて排はい水すい溝こうへと流れてゆく。

「あなた、欲情しましたね？」

　びくびくん。

　キヨタカは震ふるえ、ぱっ、と顔をあげた。

「ち、違うんだパンドラ、あれは事故だった……不幸な事故だったんだ！」

「お黙りなさい」

　にこやかなパンドラの言葉に、キヨタカの口はすぱんと閉じる。

「わたしはキヨタカがハルマの臀部に触れたことについて、いまはあえて問題にしてません。キヨタカ、あなたはハルマの臀部に触れたとき、その幼い肢体に淫らな欲望を覚えましたね？　と訊きいているんです」

「……ます」

「はい？　なんですか？」

　微笑ほほえんだまま問い返してきたパンドラに、キヨタカはきっぱりと宣言した。

「わたしは、この件けんについて、黙もく秘ひします！」

「あのー……キヨタカ？　それって認めてしまったも同然なんですけどー？」

　ぶんぶんぶん、とキヨタカは自分の耳を両手で押さえて、首を横に振る。

　あー、あー、きこえなーいきこえなーい、ぼく、黙秘するったらするんだもん！

　と、がんばっていたキヨタカは、ふと、あることに気づいた。

　右腕が。

　いま自分が耳を押さえていた、パンドラの出現によって黒く染まった右腕の、その金属的な光沢を放つ黒色の部分が。

　前に見たときは、たしか、肩口のあたりまでしか黒くなかったはずなのに。

　なのに、いまは、胸元まで。

　キヨタカの右胸のあたりまで、黒く染まっていた。侵しん食しよくされていた。

「……なあ、パンドラ？」

　自分の黒く染まった右胸の部分を見つめながら、キヨタカは尋たずねる。

「なんですか？」

「おまえは……最終的に、いったい、なにになるんだ？」

　すこしの沈黙のあとで、パンドラは答えた。

「〈砲〉です。撃うつ、大砲の、〈砲〉ですよ」

　パンドラの背中に当たって落ちるシャワーの音が、キヨタカの耳に、遠く響ひびいた――。



    

  
    
      


あとがき



　ぱーいなっぽー！

　いえ、最近、パイナップルを本格的な英語っぽく巻き舌で発音すると、そこはかとなくエロス……なことに気づきまして。

　だって『ぱいん』ですよ？

　そして『なっぽぉ』ですよ？

　つまり『ぱいん』が『なっぽぉ』なんですよ？

　エロスじゃないですか！

　どこからどう聞いたってセクシーなバイオレットがナンバーワンじゃないですか！　気になるあの子にいわせたい！　プリーズ・リピート・アフター・ミー！

　ぱいん……なっぽぉ……。



　えー、こんな男が書いてます、パイナップル小説、いかがだったでしょうか。

　いや、むしろいちご大福小説だったかもしれないですが。

　あとは青い果実とか？　なんかそんな感じ？

　というかアレだね！　この物語の主人公はアレだね！　いろんな意味でヒドすぎるね！　自分で書いておいてアレだけどね！　ムカツクな！　ホントムカツクな！　ちょっとオレと替われコノヤロー！

　わたしが……おまえだったなら！

　わたしがおまえだったならー！



　はあはあはあ。

　というわけで、これから、ガンガン主人公を追いこんでゆきたい所存です。違います。嫉しつ妬とじゃないです。作者が登場人物に嫉妬するだなんて、いやだなあ、そんなことあるわけないじゃないですか？　ほら、アレですよ。かわいい子には旅をさせよ的な？　獅子は我が子を千仞せんじんの谷に落とす的な？　だいじょうぶです。パイナップル要素もそれなりに味あわせるんで。ぱーいなっぽー！　ぱーいなっぽー！

　くそ……。

　またいい思いするのかコイツ……。

　いえ違います。嫉妬じゃないです。だいじょうぶです。平気です。がんばって生きます。



　平成二十二年一月　ぱーいなっぽー！　ぱーいなっぽー！

西にし野のかつみ　



    

  
    
      

　著者

　西野かつみ（にしの・かつみ）

　　岩手県生まれ。もういいオトナ（だといいな！）。

　　第一回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞で佳作受賞。
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　　この本が二作目でございます。

　　高校生ぐらいのとき、自分の妄想が本になればイイナー……なんて授業中、ロクに勉強もせずに空想したものだったけど……。

　　それが現実になるだなんて……

　　幸せだ！　ぼくはきっと幸せだ！　幸せなんだ！

　（締め切りに追われる自分から眼を逸らしながら）

　　趣味はプリンをつつくこと。

　　ぷるんぷるん。



　イラスト

　蔓木鋼音（つるぎ・はがね）

　　東京在住原画家兼イラストレーター

　　一部原画担当したｓｋｙｆｉｓｈ新作「はるかぜどりにとまりぎを２」発売中です。よろしくお願いします。



　　最近はめっきり夜型になってきて困ってます。

　　一応会社員なのに・・・。



    

  
    
      

ぱんどら２
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